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Ｇｓ
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Ｇｓ
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ク
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Ｇｓ 
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城西国際大学広報誌城西国際大学広報誌

４
vol.5

2020

さ
ん
さ
ん

鈴
木
朋
樹

鈴
木
朋
樹

さ
ん
さ
ん

林 

澪
奈

林 

澪
奈
　M

SU Staff Aw
ard

受
賞

東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
初
優
勝

理学療法
学科

ＪＩＵの動き／佐藤清　　監督インタビュー／同窓多聞／著者に会いに行く　……他ＪＩＵの動き／佐藤清　　監督インタビュー／同窓多聞／著者に会いに行く　……他硬　式
野球部
硬　式
野球部

城西国際大学城西国際大学城西国際大学城西国際大学



ＳＤＧｓの  インパクトと〈〈〈〈〈〈
「
国
際
」大
学
の
こ
れ
か
ら

3

表
紙
の「   　
　
　

 

」は
、辻つ

じ

元も
と

大だ
い

雲う
ん

さ
ん
に
よ

る
も
の
で
す
。辻
元
さ
ん
は
、毎
日
書
道
会
理

事
、書
道
芸
術
院
理
事
長
を
務
め
ら
れ
て
お
り
、

２
０
１
７
年
度
の「
第
69
回
毎
日
書
道
展
」で
最

高
賞「
文
部
科
学
大
臣
賞
」を
受
賞
さ
れ
て
い
ま

す
。千
葉
県
袖
ケ
浦
市
在
住
。

題
字
に
つ
い
て

　

S
D

G
s

に
も
関
連
し
て
、２
０
１
９

年
12
月
５
日
、「
国
際
大
学
間
の
未
来

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
関
西
国
際
大
学
、九

州
国
際
大
学
、長
崎
国
際
大
学
、城
西

国
際
大
学
）に
よ
る「
第
１
回
国
際
大

学
フ
ォ
ー
ラ
ム　

SD
G

s

の
イ
ン
パク
ト
と

『
国
際
』大
学
の
こ
れ
か
ら
―
―
教
育

研
究
・
災
害
・
留
学
生 

多
様
な
連
携
・

協
働
の
可
能
性
に
つ
い
て
―
―
」が
、東

京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
１
号
棟
地
下

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
＝
写
真
。

　

城
西
国
際
大
学
は
、２
０
１
９
年
11

月
15
日
に
、世
界
１
３
０
か
国
以
上
で

１
３
０
０
以
上
の
機
関
が
参
加
す
る

国
連
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク・イ
ン
パ
ク
ト（U

N
 

A
cadem

ic Im
pact

：
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
）に

加
盟
し
た
。Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
は
、国
連
と
世
界

の
大
学（
高
等
教
育
機
関
）と
を
結
ぶ

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
り
、「
人
権
、識

字
能
力
、持
続
可
能
性
、紛
争
解
決
」

の
分
野
に
お
け
る
普
遍
的
な
10
原
則

を
定
め
、参
加
大
学
に
は
、こ
れ
ら
を

積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
活
動
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

原
則
１
：
国
連
憲
章
の
原
則
を
推
進

し
、実
現
す
る

　

原
則
２
：
探
求
、意
見
、演
説
の
自
由

を
認
め
る

　

原
則
３
：
性
別
、人
種
、宗
教
、民
族

を
問
わ
ず
、全
て
の
人
に
教

育
の
機
会
を
提
供
す
る

　

原
則
４
：
高
等
教
育
に
必
要
と
さ
れ

る
ス
キ
ル
、知
識
を
習
得
す

る
機
会
を
全
て
の
人
に
提

供
す
る

　

原
則
５
：
世
界
各
国
の
高
等
教
育
制

度
に
お
い
て
、能
力
を
育
成

す
る

「
第
１
回 

国
際
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」開
催

国
連
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
パ
ク
ト
に
加
盟

2
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表紙写真 ピアノ池から望む看護学部・薬学部棟

　

特
別
講
演
で
は
、桜
美
林
大
学
総

合
研
究
機
構
教
授（
東
京
大
学
名
誉

教
授
）の
小
林
雅
之
氏
が「
大
学
の
国

際
性 

現
在・過
去・未
来
」と
題
し
、国

家
の
枠
組
み
の
中
で
の
国
際
化
、国
家

の
枠
組
み
を
超
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、大

学
の
歴
史
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
の
大
学

と
高
等
教
育
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
述

べ
た
。

　

公
益
財
団
法
人
フ
ォ
ー
リ
ン・プ
レ
ス

セ
ン
タ
ー
の
赤
阪
清
隆
理
事
長（
元
国

連
広
報
担
当
事
務
次
長
）は「S

D
G

s

と
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
つ
な
ぐ
」と
題

し
、気
候
変
動
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課

　「SDGs」は、世界が2016年から30
年までに達成すべき17の環境や開発に
関する国際目標のことで、Sustainable 
Development Goalsの略称。持続可能
な開発目標と訳される。2015年９月の国
連サミットで採択され、30年までの世界の
開発目標にしている。「地球上の誰一人と
して取り残さない」をスローガンに、「貧困
や飢餓の根絶」「質の高い教育の実現」

「女性の社会進出の促進」「再生可能エ
ネルギーの利用」など17の目標と169の
ターゲットを掲げる。地球環境や気候変動
に配慮しながら、持続可能な暮らしや社会
を営むための、世界各国の政府や自治体、
非政府組織、非営利団体だけでなく、民間
企業や個人などにも共通した目標である。

　城西国際大学では１９９２年開学当初からグローバル教
育を推進し、世界の１９５の大学等と交流しています。充実
した語学教育や留学制度などを通して、総合大学として
多彩な学びを展開し、グローバル社会で活躍するための素
養を身につけた人材を輩出しています。すなわち、SDGsの
ゴール４「すべての人に包摂的かつ公正な質の高い教育
を確保し、生涯学習の機会を促進する」、ゴール１７「持続
可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パー
トナーシップを活性化する」につながる活動として、SDGs
達成に貢献しています。２０１５年に持続可能な開発目標

（SDGs）が国連サミットで採択され「持続可能な開発の
ための2030アジェンダ」に明記されました。地球上の誰一
人として取り残さないことを誓い、世界各国が2030年まで

に取り組むユニバーサルな目標です。世界各
地から学生が集う「国際大学」は、広い視野
と寛容な心を育める環境を実現し、それを維
持・発展させなければなりません。この意識を

「国際大学」として強く持ち、東京紀尾井町・
千葉東金・安房の３キャンパスの学生を教職
員中心にご父母や関連する皆様方とともに、
様々な工夫と実践を続けていくことをここに宣
言します。

題
、SD
G

s

の
実
現
に
向
け
た
行
動
、グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
に
な
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。

　

続
い
て
、城
西
国
際
大
学
の
杉
林
堅

次
学
長
が「
国
際
大
学
間
連
携・協
働

の
す
す
め
」と
題
し
、研
究・教
育
や
留

学
生
の
受
け
入
れ
な
ど
を
は
じ
め
と
し

た
様
々
な
分
野
でSD

G
s

の
視
点
も
含

め
た
大
学
間
連
携・協
働
を
す
る
こ
と

が
重
要
と
述
べ
た
。ま
た
、関
西
国
際

大
の
濱
名
篤
学
長
は「
学
修
成
果
に

向
け
た
大
学
間
連
携
の
可
能
性
と
課

題
」と
題
し
、大
学
間
連
携
の
制
度
改

正
や
地
域
内
外
で
の
大
学
間
連
携
の

動
き
や
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ

た
。

　

大
学
関
係
の
み
な
ら
ず
一
般
の
方

も
多
数
聴
講
さ
れ
、国
際
大
学
間
連

携
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　

ま
た
、フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
先
立

ち
、こ
の
日
、「
国
際
大
学
間
の
未
来

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
４
大
学
の
学
長
が
出

席
し
た
学
長
会
議（
設
立
発
起
人
総

会
）も
行
わ
れ
、今
後
の
大
学
間
交
流

や
国
際
交
流
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
た
。（

肩
書
は
、フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
当
時
）

　

原
則
６
：
人
々
の
国
際
市
民
と
し
て
の

意
識
を
高
め
る

　

原
則
７
：
平
和
、紛
争
解
決
を
促
す

　

原
則
８
：
貧
困
問
題
に
取
り
組
む

　

原
則
９
：
持
続
可
能
性
を
推
進
す
る

　

原
則
10
：
異
文
化
間
の
対
話
や
相
互

理
解
を
促
進
し
、不
寛
容
を

取
り
除
く

　

本
学
で
は
、10
原
則
の
中
で
も
特

に
原
則
４
、６
、９
、10
に
取
り
組
み
、

S
D

G
s

達
成
へ
の
取
り
組
み
を
は
じ
め

と
し
た
教
育
研
究
活
動
の
発
展・充
実

に
努
め
て
い
く
。

「ＳＤＧｓ」とは

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
イ
ン
パ
ク
ト
が

定
め
る
10
原
則

城西国際大学学長 杉林 堅次　

ＳＤＧｓ ＪＩＵ学長宣言

理学療法学科
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　城西国際大学は、社会科学系、人文科学系、
自然科学系、福祉・医療系の８学部10学科と
大学院、留学生別科などを擁する国際的総合大
学。アジア地域をはじめ米国・欧州の30カ国、
約200の大学と提携している。千葉県の東金
市・鴨川市、東京紀尾井町にキャンパスがある。

学部
看護学部――看護学科
薬学部――医療薬学科
福祉総合学部――福祉総合学科・理学療法学科
環境社会学部――環境社会学科
経営情報学部――総合経営学科
メディア学部――メディア情報学科
国際人文学部――国際文化学科・国際交流学科
観光学部――観光学科

大学院
人文科学研究科――国際文化専攻（修士課程）
▼女性学専攻（修士課程）▼グローバルコミュ
ニケーション専攻（修士課程）▼比較文化専攻

（博士後期課程）
経営情報学研究科――起業マネジメント専攻

（修士課程）▼起業マネジメント専攻（中小企
業診断士登録養成課程・修士課程）▼起業マネ
ジメント専攻（博士後期課程）
福祉総合学研究科――福祉社会専攻（修士課程）
ビジネスデザイン研究科――ビジネスデザイン
専攻（修士課程）
薬学研究科――医療薬学専攻（博士課程・４年制）
国際アドミニストレーション研究科――国際ア
ドミニストレーション専攻（修士課程）

留学生別科
日本文化専修課程
日本語専修課程

シニア・ウェルネス大学（生涯教育）
　シニア・ウェルネス大学は、教養・健康・学術
的取り組みなど、大学が有する知的資源を分かりや
すく提供することによって、地域の方の生涯教育を
推進し、生きがいをもって社会参加していただくこと
を目的として、2006年に開設された。
　2018年度より、シニア・ウェルネス大学は1年制
プログラムとなり、運動・栄養・くすり・福祉などに
関する知識を習得しながら、「健康・生きがいづくり」
を支援するプログラムを提供している。講義・実技は、
春学期は４月、秋学期は９月から開講しており、本
学の教員だけでなく外部からも講師を招いて行われる。
プログラムの修了者には、卒業式に合わせて修了
証書が授与される。

城西国際大学

2019年秋〜2020年2月現在

　

２
０
１
９
年
10
月
18
日
、
東
金
キ
ャ
ン

パス
で
、
千
葉
県
総
合
企
画
部
政
策
企
画

課
主
催
の
「
人
口
減
少
に
関
す
る
セ
ミ
ナ

ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

千
葉
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
院
の

関
谷
昇
教
授
か
ら
、千
葉
県
の
人
口
動
向
、

人
口
減
少
問
題
や
そ
の
解
決
に
向
け
た
発

想
の
転
換
、
そ
し
て
内
向
き
・
縦
割
り
社

会
か
ら
脱
却
し
有
機
的
な
つ
な
が
り
の
あ

る
地
域
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
と
いっ
た
内

容
の
話
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
近
隣
自
治
体

の
事
例
紹
介
と
し
て
東
金
市
企
画
課
の
増

田
剛
一
副
課
長
よ
り
、「
東
金
市
ま
ち
・

　

12
月
７
日
、
Ｊ
Ｉ
Ｕ
学
会 

学
生
研
究

活
動
成
果
発
表
会
（
口
頭
部
門
）」
が
開

催
さ
れ
た
。
学
科
の
異
な
る
８
団
体
が
参

加
し
、
各
団
体
の
発
表
に
お
い
て
、
活
発

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
学
生

間
の
相
互
評
価
を
中
心
に
審
査
を
行
っ
た

結
果
、
最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
団
体
が
選
ば
れ
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
「
企
業
研
究
会
２
０
２
０
」

が
、
１
月
26
日
の
日
曜
日
に
千
葉
・
幕
張

の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
＝
写
真
。
前
々
年

ま
で
は
３
年
生
を
対
象
に
「
就
職
面
談

会
」
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
経
団
連

が
、
２
０
２
１
年
春
入
社
以
降
の
新
卒
者

を
対
象
と
す
る
就
職
・
採
用
活
動
の
ル
ー

ル
の
廃
止
を
決
定
す
る
な
ど
「
就
活
」
の

状
況
の
激
変
を
考
慮
し
て
昨
年
か
ら
「
企

業
研
究
会
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
２
年
生

も
参
加
対
象
に
し
た
。

　

主
催
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｕ
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
就
職

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
日
、
ブ
ー
ス
を

出
し
た
企
業
は
１
１
０
社
。
学
生
は
、
看

護
学
科
、
医
療
薬
学
科
、
理
学
療
法
学

科
を
除
く
各
学
部
の
３
年
生
４
９
１
人
、

２
年
生
42
人
や
大
学
院
生
、
４
年
生
の
計

５
４
３
人
が
参
加
。
前
年
に
比
べ
82
人
増

え
た
。
こ
の
研
究
会
で
参
加
企
業
の
担
当

者
と
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
形
成
し
よ
う

　

城
西
国
際
大
学
で
は
、
ム
ス
リ
ム
の
学

生
に
安
心
・
安
全
な
食
事
を
提
供
す
る

た
め
に
、「
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー
認
証
」

を
取
得
し
、
11
月
か
ら
、
千
葉
東
金
キ
ャ

ン
パ
ス
第
一
食
堂
（
と
ち
テ
ラ
ス
）
に
お
い

て
、
適
切
な
範
囲
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
い
る
。

　

イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
必
要
と
す
る
も
の
を

理
解
し
、
同
時
に
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
（
菜
食
主

義
）
メ
ニュ
ー
な
ど
も
取
り
入
れ
る
な
ど
、

様
々
な
「
食
の
戒
律
」
に
対
応
す
る
こ

と
も
含
め
、
学
生
・
教
職
員
へ
の
食
事
の

提
供
を
、と
ち
テ
ラ
ス
「
ハ
ラ
ー
ル・ブ
ー
ス
」

で
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
ル
ー
ム
（
礼
拝
室
）

を
設
置
し
て
い
る
。
プ
レ
イ
ヤ
ー
ル
ー
ム
の

広
さ
は
約
99
㎡
で
、
複
数
の
学
生
が
同
時

に
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
。
こ
の
礼
拝
室

は
、
イ
ス
ラ
ム
圏
か
ら
の
学
生
に
留
ま
ら

ず
、
す
べ
て
の
学
生
、
教
職
員
の
祈
り
、

瞑
想
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　

恒
例
の
大
学
祭
「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
フェス

テ
ィ
バル
（
第
28
回
）」
が
11
月
３・

４
日
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。

　

開
祭
式
で
は
、
明
治
神
宮
大
会

出
場
を
決
め
た
硬
式
野
球
部
の
佐

藤
清
監
督
、
梅
田
裕
斗
主
将
ら
が

登
壇
し
、拍
手
を
浴
び
た
＝
写
真
。

　

敷
地
内
に
は
、
留
学
生
ら
が
提

供
す
る
「
祖
国
の
味
」
や
、
父

母
後
援
会
、
同
窓
会
、
ゼ
ミ
な
ど

が
参
加
す
る
模
擬
店
が
並
び
、
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。
各
教
室

で
は
学
生
が
日

ご
ろ
の
研
究
成

果
を
発
表
。
約

１
３
０
０
点
を

集
め
た
「
絵
本

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」

も
開
か
れ
、
地

域
の
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
っ
た
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
パ

ス
の
あ
ち
こ
ち
で

軽
音
楽
、
ダ
ン

ス
、
人
気
お
笑

い
芸
人
に
よ
る

「
人
口
減
少
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

「地域連携推進センター
　 　 　の取り組み」は、
今号ではp.25にまとめまし
たので、ぜひ併せてご覧くだ
さい。

CLiCs

　

11
月
29
日
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
。
在
学
生
、
教
職
員

ら
が
参
加
し
た
。

　
「
12
時
25
分
に
千
葉
県
東
方
沖
を
震

源
と
す
る
震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し

た
」
と
想
定
し
、
約
１
５
０
０
人
が
屋
内

か
ら
避
難
。
本
学
の
学
生
消
防
団
も
誘

導
に
あ
た
っ
た
。
山
武
郡
市
広
域
行
政
組

合
消
防
本
部
に
も
協
力
い
た
だ
き
、
学

生
た
ち
の
防
災
意
識
の
向
上
と
有
事
が

実
際
に
あ
っ
た
際
の
確
認
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
杉
林
堅
次
学
長
か
ら

「
今
回
は
留
学
生
の
皆
さ
ん
も
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
が
、
日
本
の
防
災
を
学
び

若
い
力
を
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
」、
山
武
郡
市
広
域
行
政
組
合
消

防
本
部
副
署
長
か
ら
「
災
害
発
生
直
後

に
迅
速
に
的
確
な
行
動
を
と
る
こ
と
で
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
危
険
を
想
定
す

る
こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
講
評
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
留
学
生

を
対
象
に
、
訓
練
用
の
消
火
器
を
使
用

し
た
消
火
器
体
験
も
実
施
し
、
災
害
時

の
対
処
方
法
へ
の
理
解
を
深
め
た
。

研
究
活
動
発
表
会

企
業
研
究
会
２
０
２
０

「
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン
ド
リ
ー

認
証
」取
得

総
合
防
災
訓
練

　

２
０
１
９
年
11
月
１
日
〜
４
日

に
横
浜
・
象
の
鼻
パ
ー
ク
に
て
開
催

さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

横
浜
２
０
１
９
に
ク
ロス
デ
ィ
ア
コ
ー
ス

（
２
０
２
０
年
度
よ
り
ニュ
ー
メ
デ
ィ

ア
コ
ー
ス
）
２
年
生
の
作
品
を
展
示

し
た
。
会
期
中
の
４
日
間
、
多
く
の

方
々
が
学
生
た
ち
の
作
品
に
触
れ
、

体
験
さ
れ
た
（
主
催
：
スマ
ー
ト
イ

ル
ミ
ネ
ー
ション
横
浜
実
行
委
員
会
、

共
催
：
横
浜
市
、
後
援
：
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
共
和
国
大
使
館
）。

　

今
回
展
示
し
た
作
品
は
、
自
然

を
表
現
し
、
光
っ
て
い
る
花
を
触
る

と
色
が
変
わ
る
「
縁 Y

U
K

A
RI

」、

舵
輪
を
回
す
こ
と
で
横
浜
の
街
に

光
が
灯
っ
て
い
く
様
子
を
再
現
し
た

「
横
浜
に
ヒ
カ
リ
を
」、
ス
ポ
ー
ツ
ピ

ク
ト
グ
ラ
ム
に
注
目
し
走
る
様
子
を

楽
し
め
る
「
オ
リ
ン
ピ
ク
ト
」
の
３
点
。
３

作
品
と
も
体
験
型
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
何
度
も
体
験
さ

れ
、
多
く
の
方
が
写
真
や
ビ
デ
オ
に
収
め
て

い
た
。

　

２
０
１
１
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
い
る
ス
マ

ー
ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン
横
浜
は
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
創
造
性
を
活
用
し
な
が
ら
、
環
境
に

や
さ
し
い
、
未
来
の
夜
景
の
あ
り
方
を
考
え

る
、
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
「
夜
の
豊
か
な
暗

さ
」
を
体
験
す
る
国
際
ア
ー
ト
フェス
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
ス
ポ
ー
ツ
・
か
ら
だ
・
エモ
ー

ション
」
で
、
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
大

学
、
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
最
新
技
術
を
活
用

し
た
ア
ー
ト
作
品
を
展
示
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
学
部
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
で

学
部
ト
ピ
ッ
ク
ス

は
、
２
０
１
５
年
よ
り
ス
マ
ー
ト
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド
に
作
品
を
出
展
し
、

２
０
１
５
年
は
「buoy

」
で
学
校
部
門 

最

優
秀
賞
。
２
０
１
６
年
は
「umi no mori

」

で
一
般
部
門
優
秀
賞
、「furegrua

」
で

学
校
部
門
入
選
。２
０
１
７
年
は「kisoku

」

で
学
校
部
門
優
秀
賞
。
２
０
１
８
年
「
生

穂 kiho

」
で
審
査
員
特
別
賞
と
毎
年
受
賞

し
て
き
た
。
今
回
は
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
招

待
作
家
と
し
て
参
加
し
、
３
作
品
を
展
示
。

２
年
生
全
員
が
履
修
す
る
「
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ

イ
ン
」
の
授
業
に
て
制
作
し
た
作
品
だ
。

　

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
は
２
０
２
０
年
度

よ
り
ニュー
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
ス
と
し
て
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
す
る
が
、引
き
続
き
ア
ー
ト
、デ
ザ
イ
ン
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
た
作
品
作
り
に
挑

戦
し
て
い
く
。

　

１
年
生
に
よ
る
第
８
回T

hreshold 
C

erem
ony

（
宣
誓
式
）は
、
２
０
１
９
年
11

月
８
日
に
鹿
間
東
金

市
長
、
石
橋
県
議
会

議
員
、
本
学
生
を

輩
出
さ
れ
た
高
等
学

校
の
先
生
方
、
本
学

部
関
連
病
院
施
設
の

来
賓
の
方
々
に
見
守

ら
れ
る
な
か
、
執
り

行
わ
れ
た
＝
写
真
。

　

１
０
８
名
の
学
生

が
、
自
分
た
ち
の
思

い
や
決
意
を
つ
む
ぎ
、

誓
い
の
こ
と
ば
と
し

た
。

 

メ
デ
ィ
ア
学
部

 

看
護
学
部

１
年
生
が
宣
誓
式

「スマートイルミネーション横浜」に出展 第28回ＪＩＵフェスティバル

卒
業
式
、式
典
は
中
止

（学生の学年は2019年度のもの）

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
主
に
環
境
社
会

学
部
、
経
営
情
報
学
部
の
学
生
が
聴
講
し

た
。
東
金
キ
ャ
ン
パス
に
は
地
方
出
身
者
も

多
く
、
卒
業
後
、
地
方
に
戻
っ
て
地
域
活

性
化
の
担
い
手
を
目
指
す
学
生
も
い
る
。

学
生
た
ち
に
と
って
、
こ
れ
か
ら
直
面
す
る

人
口
減
少
の
問
題
に
対
し
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
地
方
主

導
の
異
業
種
間
交
流
に
よ
り
多
様
性
や
個

性
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
知
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

ラ
イ
ブ
も
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
ス
リ
ラ
ン
カ
か
ら
研
修
の
た
め
に

来
日
し
た
訪
問
団
が
、
大
学
祭
を
見
学

し
、
本
学
の
教
員
や
在
学
生
と
交
流
し

た
。
訪
問
団
は
総
勢
14
名
。
灌
漑
施
設

の
維
持
管
理
や
農
村
女
性
の
能
力
向
上

に
つ
い
て
学
ぶ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
と
、
ス
リ

ラ
ン
カ
教
育
省
職
員
、
の
公
立
学
校
で
日

本
語
を
教
え
る
教
師
、
そ
し
て
日
本
語

を
学
ぶ
高
校
生
6
名
。
山
武
市
を
訪
問

す
る
の
に
あ
わ
せ
て
、
本
学
へ
の
訪
問
と

な
っ
た
。

　

国
際
交
流
学
科
の
ス
リ
ラ
ン
カ
人
留
学

生
に
よ
る
「
早
期
英
語
教
育
」
に
関
す

る
調
査
発
表
を
全
員
で
聞
き
、
そ
の
後
、

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
教
員
や
大

学
生
の
案
内
で
教
室
を
回
っ
た
。
世
界
の

昆
虫
展
、石
鹸
づ
く
り
、く
じ
ら
Ｋ
ｉ
ｄｓ
、

助
産
師
の
活
動
、
お
茶
会
な
ど
、
熱
心

に
説
明
に
聞
き
入
り
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
に

も
参
加
し
て
い
た
。

　

訪
問
団
一
行
か
ら
は
「
日
本
人
学
生

と
交
流
し
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
も
っ
て

い
る
の
か
知
る
こ
と
が
で
き
て
、
楽
し
か
っ

た
」「
子
ど
も
や
女
性
の
地
位
向
上
に
関

す
る
仕
事
を
し
て
い
る
の
で
、
看
護
の
ブ

ー
ス
で
幼
児
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
い
た
こ

と
が
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
た
。
ま
た
、
日
本
語
教
師
か
ら
は
「
教

え
て
い
る
学
校
で
は
１
０
０
人
の
学
生
が

日
本
語
を
学
ん
で
い
る
が
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
ー
な
ど
の
教
育
機
器
は
な
く
、
日
本
語

教
材
も
不
足
し
て
い
る
」
と
い
う
説
明
が

あ
っ
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
の
厳
し
い
教
育
環
境

の
な
か
に
あ
っ
て
、
日
本
語
教
育
が
し
っ
か

り
と
根
付
い
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

メ
デ
ィ
ア
学
部
・
滝
口
ゼ
ミ
「
音
楽
に

お
け
る
『
日
本
ら
し
さ
』
に
関
す
る

一
考
察
」

国
際
人
文
学
部
国
際
交
流
学
科
・
市

山
ゼ
ミ
「
児
童
の
た
め
の
英
語
教
育
」

最
優
秀
賞

優
秀
賞

と
い
う
学
生
も
お
り
、
会
場
は
熱
気
に
あ

ふ
れ
た
。
七
井
就
職
部
長
は
「
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
雇
用
環
境

は
不
透
明
で
、
企
業
の
新
卒
採
用
の
内
定

時
期
や
選
考
方
法
も
変
化
を
見
せ
始
め
て

い
る
の
で
、
今
後
、
就
職
戦
線
の
厳
し
さ

は
増
す
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
本
学
独
自
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

　新型コロナウイルス感染症が国内で拡大している現状に鑑み、3月
14日の城西国際大学の学位記授与式・卒業式は、スポーツ文化セン
ターでの全学揃った式典は中止となった。十分な感染対策を施し、学
部・学科単位に分かれ授与式を行った。
　学位記授与式・卒業式は、以下のように開催した。
▷経営情報学部（東京紀尾井町キャンパス通学者）：東京紀尾井町キャンパス１号棟
▷メディア学部（映像芸術コース）：東京紀尾井町キャンパス3号棟
▷大学院ビジネスデザイン研究科：東京紀尾井町キャンパス３号棟
▷上記以外は千葉東金キャンパスで開催

　なお、例年の卒業証書授与代表者、博士課程修了者の式典および
学長告辞・理事長祝辞は、インターネットによる配信にした。
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□ 

海
外
協
定
校
訪
問・来
学
／

　
　
　
　
海
外
セ
ミ
ナ
ー・研
修

 

観
光
学
部

安
房
フェス
２
０
１
９

世
界
に
と
ど
け 

地
讃
地
笑

　

２
０
１
９
年
11
月

23
日
（
土
）
に
「
安

房
フェス
２
０
１
９
」

を
開
催
し
た
。
あ
い

に
く
の
雨
だ
っ
た
が
、

模
擬
店
も
ス
テ
ー
ジ・

イ
ベン
ト
も
大
盛
況

だった
＝
写
真
。

　

台
風
に
よ
る
南
房
総
エ
リ
ア
の
被

災
後
、
急
き
ょ
企
画
・
実
施
の
運
び

と
な
っ
た
。
12
月
15
日
の
館
山
市
内

お
よ
び
館
山
駅
前
に
お
け
る
、〝
ク

ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
社
×
城
西
国
際
大

学 

観
光
学
部
〟
に
よ
る
観
光
復
興

企
画
は
無
事
、
実
施
・
催
行
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

企
画
・
販
売
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム（
株
）の
皆
さ
ま
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ

ま
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
の
皆

さ
ま
、
館
山
商
工
会
議
所
の
皆
さ

ま
、
館
山
市
役
所
の
皆
さ
ま
、
館

山
総
合
高
校
の
皆
さ
ま
、
約
70
名

も
の
お
客
さ
ま
―
―
の
お
か
げ
だ
。

　

観
光
学
部
も
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で

約
60
名
の
学
生
が
企
画
か
ら
準
備
・
当
日

の
運
営
ま
で
行
い
、
館
山
駅
西
口
イ
ベ
ン
ト

会
場
、
バス
ツ
ア
ー
の
ル
ー
ト
で
あ
る
海
上
自

衛
隊
前
・
洲
崎
灯
台
・
安
房
神
社
に
て
お

客
さ
ま
を
お
迎
え
し
た
が
、
ホ
ン
モ
ノ
の
観

光
客
の
皆
さ
ま
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
お
喜
び

い
た
だ
き
、
教
室
で
は
で
き
な
い
経
験
と
感

動
を
い
た
だ
い
た
。

　

２
０
１
９
年
10
月
、ハン
ガ
リ

ー
・
セ
ン
メ
ル
ヴ
ェ
イ
ス
大
学
の

Dr. Hollós Sándor

先
生
が

来
学
し
、
杉
林
学
長
と
面
談

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
看
護
学
部

で
実
施
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
研
修

に
参
加
し
た
98
名
の
学
生
がハ

ン
ガ
リ
ー
研
修
に
参
加
し
て
お

り
、Dr. Hollós Sándor

先
生

は
そ
の
す
べ
て
の
学
生
の
講
義

を
担
当
さ
れ
た
。
今
年
８
月

の
ハ
ン
ガ
リ
ー
研
修
で
指
導
し
た
学
生
と
も

再
会
し
た
。

　

12
月
、
城
西
国
際
大
学
は
韓
国
に
あ
る

水
原
大
学
校
と
学
術
交
流
協
定
を
締
結

し
た
。

　

水
原
大
学
校
は
理
系
や
文
系
の
10
学
部

を
擁
し
、
学
生
数
が
約
１
５
０
０
０
名
在

籍
し
て
い
る
私
立
大
学
で
あ
る
。
本
学
に

も
韓
国
か
ら
の
留
学
生
が
多
数
在
籍
し
て

お
り
、
日
本
人
学
生
の
韓
国
へ
の
関
心
が

高
ま
って
い
る
。

　

毎
年
、
韓
国
へ
の
留
学
を
希
望
す
る
学

生
も
多
く
、
特
に
国
際
人
文
学
部
国
際

文
化
学
科
で
は
２
０
１
９
年
４
月
よ
り
韓

国
語
コ
ー
ス
を
開
設
し
た
た
め
、
次
年
度
は

さ
ら
に
留
学
希
望
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
。

［
薬
学
部
］

　

２
月
12
日
〜
２
月
24
日
、
米
国
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
リ
バ
ー
サ
イ
ド
校
（
Ｕ
Ｃ

Ｒ
）
を
拠
点
と
し
て
行
う
短
期
海
外
留

学
・
米
国
薬
学
研
修
に
、本
学
か
ら
８
人
、

姉
妹
校
の
城
西
大
学
か
ら
１
人
の
計
９

人
が
参
加
し
た
。
２
週
間
の
短
期
留
学

期
間
に
、
現
地
大
学
の
医
学
部
や
附
属

病
院
の
薬
剤
部
、
製
薬
会
社
、
そ
し
て
、

薬
局
な
ど
を
見
学
し
た
。

　

１
月
24
日
、
薬
局
・
病
院
実
務
実
習

を
終
え
た
５
年
生
２
人
が
、
海
外
協
定

校
で
あ
る
シ
ラ
パコ
ー
ン
大
学
（
タ
イ
）
へ

１
カ
月
間
交
換
留
学
し
た
。
こ
の
留
学

で
は
同
大
学
薬
学
部
を
拠
点
に
、
バ
ン
コ

ク
市
内
プ
ラ
モ
ン
ク
ト
ゥ
ク
ラ
オ
病
院
と
バ

ン
コ
ク
近
郊
ナ
コ
ン
パ
ト
ム
病
院
の
２
つ
の

医
療
施
設
で
研
修
し
た
。

［
観
光
学
部
］

　

２
０
１
９
年
10
月
９
日
か
ら
９
日
間
、

１
年
生
の
導
入
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る

「
世
界
遺
産
マ
レ
ー
シ
ア
研
修
」
を
実

施
し
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
協
定
校
で
あ
る

ト
ゥ
ン
ク・ア
ブ
ド
ゥ
ル・ラ
ー
マ
ン
大
学
（
Ｕ

Ｔ
Ａ
Ｒ
）
で
、
学
生
と
交
流
し
な
が
ら
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
歴
史
・
文
化
を
学
び
マ
ラ
ッ

カ
世
界
遺
産
の
見
学
な
ど
を
行
い
、
観

光
産
業
の
現
場
を
学
ぶ
た
め
に
現
地
ホ

テ
ル
の
滞
在
体
験
を
し
た
。

韓
国・水
原
大
学
校
と

学
術
交
流
協
定
を
締
結

海
外
協
定
校
訪
問・来
学

海
外
セ
ミ
ナ
ー・研
修

〝クラブツーリズム社×ＪＩＵ〟企画

「中国語スピーチコンテスト全国大会」入賞

　

道
の
駅
「
鴨
川
オ
ー
シ
ャ
ン
パ
ー
ク
」
と

の
連
携
事
業
で
、
２
０
２
０
年
１
月
、
カ
フ

ェマッ
プ
を
作
成
し
た
。
鴨
川
に
住
む
学
生

が
カ
フェ
を
巡
り
、
お
す
す
め
情
報
を
掲
載

し
て
い
る
。
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
グ
ー
グ
ル
・
マ

ッ
プ
を
利
用
し
、
デ
ジ
タ
ル
情
報
と
し
て
の

発
信
も
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
域
の
情

報
を
い
か
に
活
用
す
る
か
を
考
え
、
実
践

す
る
こ
と
で
、
観
光
メ
デ
ィ
ア
の
力
を
身
に

つ
け
て
い
き
た
い
。

　

地
域
ケ
ア
特
論
演
習
を
履
修
し
た
５
年

生
が
、
東
金
市
健
康
増
進
課
お
よ
び
東
金

市
食
生
活
改
善
協
議
会
と
協
働
し
、
令
和

元
年
度
「
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
事
業
」
を
、
12
月
、
地
域
連

携
論
演
習
を
履
修
す
る
本
学
2
年
生
を

対
象
に
実
施
し
た
。

　

事
業
は
調
理
実
習
と
講
義
か
ら
構
成
さ

れ
、
調
理
実
習
は
東
金
市
健
康
増
進
課
お

よ
び
東
金
市
食
生
活
改
善
協
議
会
が
中
心

に
減
塩
料
理
を
調
理
し
た
。
講
義
は
本
学

５
年
生
が
担
当
し
、
野
菜
の
重
量
測
定
や

パ
ン
に
含
ま
れ
る
食
塩
含
有
量
な
ど
、
演

習
を
交
え
た
講
義
を
行
っ
た
。
実
務
実
習

を
経
験
し
、
薬
剤
師
の
地
域
保
健
へ
の
貢

献
に
お
い
て
地
域
行
政
と
の
連
携
や
地
域

資
源
の
活
用
に
つ
い
て
の
学
び
を
大
学
の
授

業
で
も
実
践
し
た
。
将
来
、
こ
の
学
び
を

活
か
し
て
地
域
の
健
康
支
援
に
参
画
す
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
１
月
12
日
、日
中
友
好

協
会
主
催
の
第
37
回
全
日
本
中
国
語

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会
が
、東

京
都
文
京
区
に
あ
る
日
中
友
好
会
館

で
開
催
さ
れ
、国
際
交
流
学
科
３
年

の
萩
原
悠
斗
さ
ん
が
出
場
し
、６
位
入

賞
を
果
た
し
た
。

　

萩
原
さ
ん
は
、「
中
国
語
の
発
音
と

強
弱
や
抑
揚
の
つ
け
方
が
と
て
も
難
し

い
た
め
、李
穎
清
先
生
を
は
じ
め
、国

際
交
流
学
科
の
先
生
方
の
ご
指
導
の

下
で
、授
業
の
合
間
や
放
課
後
の
時
間

を
使
って
、日
々
練
習
に
励
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、ス
ピ
ー
チ
後
に
は
、審
査
員
か

ら
の
質
疑
応
答
が
あ
る
の
で
、自
然
に

中
国
語
で
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
会
話

の
練
習
も
し
ま
し
た
。今
回
は
、自
分

に
と
っ
て
初
め
て
の
中
国
語
ス
ピ
ー
チ

大
会
の
出
場
だ
っ
た
の
で
、当
初
は
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、本
番
で
は
自
信
を
も
っ
て
発
表

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。今
回
の
貴
重
な
経

験
を
生
か
し
、今
後
も
熱
心
に
中
国
語
学
習

に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
す
。

　

子
ど
も
福
祉
コ
ー
ス
で
は
毎
年
、近
隣
の
保

育
所
や
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
を
招
い
て
ク
リ

スマス
会
を
開
催
し
て
い
る
。２
０
１
９
年
度
は
、

12
月
13
日
に
山
武
市
お
お
ひ
ら
こ
ど
も
園
の
子

ど
も
た
ち
を
招
待
し
て
行
わ
れ
た
。東
金
キ
ャ

ン
パス
Ｄ
棟
に
完
成
し
た
造
形
演
習
室
を
使
っ

て
の
初
め
て
の
ク
リ
スマ
ス
会
だ
。ク
リ
スマ
ス
会

の
企
画・運
営
を
３
年
生
が
担
い
、「
３
匹
の
こ

ぶ
た
」の
劇
や
合
奏
を
披
露
し
た
。「
保
育・教

職
実
践
演
習
」を
履
修
し
て
い
る
４
年
生
が
準

備
段
階
か
ら
３
年
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
き
た
。

「
鴨
川
カ
フェマッ
プ
」完
成

 
薬
学
部

生
活
習
慣
病
予
防

 
福
祉
総
合
学
部

近
隣
の
子
ど
も
招
き
ク
リ
スマス
会

 

国
際
人
文
学
部

ハンガリーからDr. Hollós
Sándor先生が来学

芸能の灯消さず――ＪＯＳＡＩ紀尾井町混声合唱団

千
代
田
区
サ
ン
さ
ん
秋
ま
つ
り

Ｊ
Ｉ
Ｕ
学
生
映
画
祭

第
３
回 

３
Ｊ
フェス
テ
ィ
バ
ル

「
税
」特
別
講
演
会

―
―
麹
町
税
務
署
副
署
長・藤
原
さ
ん

〈
総
合
グ
ラ
ン
プ
リ
〉

　
『
わ
た
し
』／
濱
崎
桃
香
監
督

　
［
自
由
部
門
］ 『
だ
れ
か
の
て
が
み
』／
若
林
洸
太
監
督

　
［
課
題
部
門
］ 『
自
縄
自
縛
』／
白
水
帆
幹
監
督

　
『
人
生
そ
ん
な
も
ん
で
し
ょ
』／
増
野
直
幸
監
督

　
『
だ
れ
か
の
て
が
み
』／
若
林
洸
太
監
督

〈
女
優
賞  

沢
尻
乃
梨
子
さ
ん
／『
０
０
４
』出
演

〈
男
優
賞  

平
野
和
希
さ
ん
／『
０
０
４
』出
演

〈
技
術
賞
〉

　
［
撮
影
賞
］ 『
し
ら
な
い
ひ
と
』／
大
友
春
奈
監
督

　
［
美
術
賞
］ 『
綯
い
混
じ
る
』／
渡
邊
顕
監
督

　
［
照
明
賞
］ 『
し
ら
な
い
ひ
と
』／
大
友
春
奈
監
督

　
［
編
集
賞
］ 『
自
縄
自
縛
』／
白
水
帆
幹
監
督

　
［
録
音
賞
］ 『
み
ん
ち
ゃ
ん
の
な
つ
や
す
み
ん
』／
古
厩
阿
子
監
督

　
［
脚
本
賞
］ 『
わ
た
し
』／
濱
崎
桃
香
監
督

　　 「赤い魚」が映画祭で最優秀作品賞本学ゼミの
制作作品

総
合
グ
ラ
ン
プ
リ

女
優
賞

男
優
賞

技
術
賞

部
門
別
グ
ラ
ン
プ
リ

オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞

□ 

学
校
法
人
城
西
大
学
で
は

　

学
校
法
人
城
西
大
学
小
野
元
之
理
事
長

特
別
補
佐
な
ら
び
に
城
西
大
学
白
幡
晶
学
長

（
当
時
）を
は
じ
め
と
す
る一
行
は
２
０
１
９
年

11
月
５
日
〜
８
日
の
日
程
で
、中
国
の
瀋
陽
地

域
に
あ
る
姉
妹
校
を
訪
問
し
た
。

■ 

遼
寧
大
学
表
敬

　

11
月
６
日
、２
０
１
１
年
よ
り
交
流
し
て
い

瀋
陽
訪
問

る
姉
妹
校
、遼
寧
大
学
を
訪
問
。遼
寧
大
学

は
１
９
４
８
年
に
設
立
し
た
中
国
の
名
門
大
学

で
、文
学
部
、公
共
管
理
学
部
、商
学
部
、経
済

学
部
、外
国
語
学
部
、法
学
部
、薬
学
部
、メ
デ

ィ
ア
学
部
、数
学
部
、国
際
教
育
学
部
な
ど
計

26
の
学
部
を
有
し
、学
生
数
は
約
２
６
０
０
０

人
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、大
学
の
ト
ッ
プ
で
あ
る

周
浩
波
書
記
を
始
め
多
く
の
大
学
関
係
者
に

歓
迎
さ
れ
た
。周
浩
波
書
記
は
元
遼
寧
省
教

―あれもあった、
　これもある

ＪＩＵの
「動き」
ＪＩＵの
「動き」

　

Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
紀
尾
井
町
混
声
合
唱

団
は
、
２
０
１
９
年
10
月
６
日
、
福
島

県
南
相
馬
市
で
行
わ
れ
た
『
芸
能
の

灯
消
さ
ず
』
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
た

＝
写
真
。
11
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
、
福
島
県
に
長
年
伝

わ
って
き
た
田
植
え
踊
り
な
ど
伝
統
芸

能
が
消
滅
の
危
機
に
陥
っ
た
が
、「
民

族
芸
能
を
継
承
す
る
ふ
く
し
ま
の
会
」

が
地
元
で
結
成
さ
れ
た
。
同
会
が
主

催
、
南
相
馬
市
教
委
な
ど
が
後
援
す

る
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
た
も
の
。
合
唱

団
は
、「
貝
殻
の
う
た
」
な
ど
３
曲
を

披
露
し
た
。
主
催
者
か
ら
は
「
被
災

地
の
人
々
を
温
か
く
支
え
、
励
ま
し
て

く
れ
た
」
と
の
感
謝
の
メッセ
ー
ジ
が
寄

せ
ら
れ
た
。

　

同
合
唱
団
は
２
０
１
０
年
10
月
に
、

学
校
法
人
城
西
大

学
創
立
45
周
年
を

記
念
し
て
紀
尾
井
町
キ
ャ

ン
パス
に
誕
生
し
た
。
教
職

員
、
学
生
、
留
学
生
、
父

母
、
後
援
会
員
、
地
域
の

人
た
ち
な
ど
が
メ
ン
バ
ー
と

し
て
参
加
し
て
い
る
。

　

10
月
14
日
、
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パス
の

３
号
棟
で
「
第
３
回 

城
西
大
学
・
城
西
国
際

大
学
・
城
西
短
期
大
学
の
３
校
合
同
大
学
祭
」

（3J Festival

）が
開
催
さ
れ
た
＝
写
真
。「
３

大
学
の
学
生
が
通
う
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パス
で

も
大
学
祭
を
」
と
の
各
大
学
か
ら
の
希
望
に

よ
り
、
２
０
１
７
年
に
初
め
て
合
同
大
学
祭
が

実
現
し
た
。

　
「
将
来
、
会
計
ファ
イ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス
で
税
理

士
を
目
指
す
者
に
と
って
は
、
税
の
基
本
的
な

こ
と
が
分
かって
よ
かっ
た
」、「
国
税
専
門
官
の

採
用
試
験
の
準
備
の
仕
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

らっ
た
の
で
、
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の
コメ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
、
学
生
た
ち
に
と
って
非
常
に
有

意
義
な
講
演
会
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

　

11
月
23
日
、
千
代
田
区
立
麹
町
小
学
校
で

行
わ
れ
た
「
千
代
田
区
サ
ン
さ
ん
秋
ま
つ
り
」

の
ワ
ー
ク
ショッ
プ
ブ
ー
ス
に
、
メ
デ
ィ
ア
学
部
学

生
が
出
演
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
ダ
ン
ス
レッス

ン
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
ワ
ー
ク
ショッ
プ
で
は
、
み
ん
な
に
ダ
ン

ス
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
、
好
き
に
な
って
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
で
も

あ
り
、
本
学
の
教
員
で
も
あ
る
Ｙ
Ｕ
先
生
と
、

そ
の
授
業
を
受
け
て
い
る
メ
デ
ィ
ア
学
部
の
学

生
５
名
（
４
年
生
の
磯
野
さ
ん
、
平
野
さ
ん
、

３
年
生
の
平
さ
ん
、
佐
伯
さ
ん
、
深
津
さ
ん
）

に
よ
り
、
振
り
付
け
指
導
か
ら
実
際
み
ん
な
で

踊
っ
て
み
る
と
こ
ろ
ま
で
を
一
連
の
流
れ
と
し

て
、
ダ
ン
ス
レッス
ン
を
行
っ
た
。

　

会
場
で
は
、
学
生
の
動
き
に一生
懸
命
つい
て

行
こ
う
と
す
る
「
ち
び
っ
子
ダ
ン
サ
ー
」
た
ち

の
微
笑
ま
し
い
ダ
ン
ス
に
、
見
る
者
み
な
の
笑
み

が
こ
ぼ
れ
、
ま
た
会
場
に
詰
め
か
け
た
ご
家
族

も
熱
心
に
声
援
を
送
って
い
た
。
最
後
は
学
生

た
ち
が
自
ら
の
ダ
ン
ス
パフ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
、
さ
ら

に
会
場
を
盛
り
あ
げ
た
。

　

11
月
24
日
、
今
年
で
８
回
目
と
な
る
「
Ｊ

Ｉ
Ｕ
学
生
映
画
祭
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

映
画
祭
は
、大
学
内
に
い
く
つ
か
あ
る
映
画
サ
ー

ク
ル
や
ゼ
ミ
で
制
作
し
た
作
品
を
集
め
て
上
映

す
る
催
し
で
、「
総
合
グ
ラ
ン
プ
リ
」
な
ど
の
賞

□ 

紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は

　

午
前
10
時
に
開
場
、

オ
ー
プニン
グ
セ
レ
モニ
ー

で
は
、
３
大
学
の
学
生

代
表
が
開
催
を
宣
言

し
、「3J Festival

」
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

合
同
大
学
祭
で
は
、
３
大
学
の
ゼ
ミ
、
サ
ー

ク
ル
な
ど
学
生
が
主
体
と
な
って
運
営
。
舞
台

構
成
、
音
響
設
備
、
会
場
演
出
、
展
示
、
模

擬
店
な
ど
、
力
を
入
れ
て
準
備
し
、
盛
り
上

げ
た
。
１
階
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
・
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

紀
尾
井
町
混
声
合
唱
団
が
美
し
い
歌
声
を
披

露
し
た
。
ま
た
、
地
下
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
エア
ギ

タ
ー
世
界
大
会
で
２
度
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た

メ
デ
ィ
ア
学
部
卒
業
生
の
名
倉
七
海
さ
ん
の
凱

旋
ラ
イ
ブ
＆
ト
ー
ク
ショー
が
行
わ
れ
た
。

　

３
年
目
に
し
て
初
め
て
吉
本
興
業
芸
人
に
よ

る
お
笑
い
ラ
イ
ブ
も
催
さ
れ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
趣
向
が
こ
ら
さ
れ
た
。
タ
ピ
オ
カ
、
や
き

そ
ば
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
、
駄
菓
子
屋
さ
ん
な
ど

の
模
擬
店
も
特
設
さ
れ
、
地
域
に
住
む
多
く

の
方
が
来
場
し
、
楽
し
ん
で
い
た
。

　

11
月
８
日
、
麹
町
税
務
署
の
副
署
長
、
藤

原
太一さ
ん
を
招
き
、
税
に
関
す
る
特
別
講
演

会
を
開
催
し
た
＝
写
真
。

　

特
別
講
演
会
は
東
京
紀

尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
経
営

情
報
学
部
の
１
年
生
（
当

時
）
を
対
象
に
、
実
践
・
体
験
型
授
業
「
ビ
ジ

ネ
ス
キ
ャ
リ
ア
Ｉ
」の一環
と
し
て
行
わ
れ
た
。「
税

を
考
え
る
」
を
テ
ーマ
に
、
税
の
現
状
や
種
類
、

役
割
な
ど
を
、
具
体
的
な
事
例
な
ど
を
交
え
て

分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

が
学
生
に
授
与
さ
れ
る
。

　

今
回
は
特
別
上
映
作
品
と
し
て
、
東
京
国

際
映
画
祭
・
日
本
映
画
ス
プ
ラッ
シュ
部
門
に
、

史
上
最
年
少
の
22
歳
で
招
待
さ
れ
た
高
橋
賢

成
監
督
の
学
生
時
代
の
作
品
『
腹
痛
の
代
償

／
ト
リ
ロ
ジ
ー
』
が
上
映
さ
れ
、
実
際
に
高
橋

監
督
か
ら
お
話
を
伺
う
機
会
も
設
け
ら
れ
た
。

（
各
賞
は
以
下
の
通
り
）

　
メ
デ
ィ
ア
学
部 

映
像
技
術
ゼ
ミ
の
在

学
生
、
Ｏ
Ｂ
、
教
員
と
で
参
加
し
た

48
時
間
映
画
祭
で
制
作
し
た
短
編
映
画

「
赤
い
魚
」
が
最
優
秀
作
品
賞
を
受

賞
し
た
＝
写
真
。

　

11
月
29
日
か
ら
12

月
１
日
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
こ
の
映
画
祭

は
、
48
時
間
で
脚
本

か
ら
撮
影
、
仕
上
げ

ま
で
を
し
て
、
７
分
の
短
編
映
画
を
制

作
す
る
大
会
。

　
「48 H

our F
ilm

 P
roject

」の

２
０
１
８
年
度
は
五
大
陸
１
２
０
都
市

で
開
催
、
７
万
人
近
い
参
加
者
に
よ
っ

て
５
０
０
０
も
の
映
画
が
作
ら
れ
た
。

今
回
の
２
０
１
９
年
度
大
会
で
東
京
を

代
表
し
て
最
優
秀
に
輝
い
た
こ
の
作
品

は
、
２
０
２
０
年
３
月
３
〜
７
日
に
オ

ラ
ン
ダ
の
ロッ
テ
ル
ダ
ム
で
開
催
さ
れ
る

世
界
大
会
の
映
画
祭
『Filmapalooza2020

』

で
他
都
市
の
優
秀
作
品
と
共
に
上
映
さ
れ
、

世
界
各
都
市
の
代
表
と
競
っ
た
。
そ
の
中
か
ら

選
出
さ
れ
る
10
作
品
は
２
０
２
０
年
度
『
カ
ン

ヌ
映
画
祭 

短
編
映
画
部
門
』
で
上
映
。



特 集

福祉総合学部

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
Ｊ
Ｉ
Ｕ

1

2

理学療法学科

　〝国際大学〟における「福祉」「理学療法」
とは？̶̶この問いに全方位で取り組んで
きた城西国際大学の福祉総合学部の２学科。
前号では福祉総合学科についてまとめた。
今号では理学療法学科を紹介する。

　
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
２
０
１
９
年
、

外
交
関
係
樹
立
か
ら
１
５
０
周
年
と
な
っ

た
。
そ
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
協
賛
し
て
い

る
の
が
城
西
国
際
大
学
だ
。
本
学
と
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

̶̶専任教員による多彩なカリキュラム

―
―

日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
交
樹
立
１
５
０
周
年
に
ち
な
ん
で

P.10

P.12

8

―あれもあった、
　これもある

ＪＩＵの
「動き」
ＪＩＵの
「動き」

　

12
月
６
日
〜
17
日
の
日
程
で
、学
校
法
人
城

西
大
学
は
、在
日
ル
ー
マニ
ア
大
使
館
、日
本・ル

ー
マニア
協
会
と
と
も
に
、日
本
ル
ー
マニア
国
交

回
復
60
周
年
を
祝
し
、水
田
美
術
館
紀
尾
井

町
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、「
ル
ー
マニア
写
真
展
」

を
開
催
し
た
＝
写
真
。

　

２
０
１
９
年
は
、日
本
と
ル
ー
マニア
が
戦
後
、

国
交
を
回
復
し
て
か
ら
60
年
の
記
念
の
年
に
あ

た
り
、２
０
２
０
年
は
、１
９
２
１
年
に
初
め
て

両
国
で
公
使
館
を
開
い
て
か
ら
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
。ル
ー
マニア
に
お
け
る
日
本
語
、日
本
文

化
教
育
の
歴
史
は
長
く
、現
在
は
親
日
的
な
国

と
し
て
大
切
な
友
好
国
の
一
つ
と
な
って
い
る
。

　

12
月
６
日
、同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
行
わ
れ
た
写

真
展
の
オ
ー
プニン
グ・セ
レ
モニ
ー
で
、タ
チ
ア
ナ・

ヨ
シ
ペル
駐
日
ル
ー
マニ
ア
大
使
は
、「
こ
の
写
真

展
が
関
係
者
の
力
で
開
催
で
き
た
こ
と
に
感

謝
し
、こ
の
よ
う
に
ル
ー
マニ
ア
人
に
と
って
懐
か

し
い
思
い
出
が
あ
ふ
れ
る
写
真
展
の
開
催
を

心
か
ら
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」と
述
べ
た
。

本
学
か
ら
小
野
元
之
理
事
長
特
別
補
佐
、北

村
幸
久
法
人
事
務
局
長
、東
良
信
総
務
局
長

が
参
加
し
、元
駐
ル
ー
マニ
ア

大
使
で
あ
る
東
総
務
局
長
は

「
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
地
域

の
数
々
の
写
真
を
ご
覧
い
た

だ
き
、素
朴
で
あ
た
た
か
な

魅
力
に
満
ち
た
ル
ー
マニア
を

皆
さ
ん
に
知
って
い
た
だ
け
る

機
会
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
」と
挨
拶
し
た
。ま
た
、日
本・ル
ー
マニ
ア
協

会
の
猪
谷
晶
子
理
事
長
も
関
係
者
へ
の
感
謝

と
と
も
に「
ル
ー
マニ
ア
は
訪
ね
て
み
れ
ば
そ
の

魅
力
が
わ
か
り
ま
す
。ぜ
ひ
一
度
ル
ー
マニ
ア
に

行
って
み
て
く
だ
さ
い
」と
語
り
か
け
た
。 

　

本
展
で
は
、日
本
ド
ナ
ウ
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
って
撮
影
さ
れ
た
ル
ー
マニア
中
部・北

西
部
の
歴
史
的
な
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァニア
地
域
の

民
族
衣
装
、伝
統
的
な
料
理
、な
ど
風
景
や
自

然
を
と
ら
え
た
写
真
が
展
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連

の
課
題
と
取
り
組
む「International 

Conference on Renewable Energy 
and Applications

（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ａ
）」

の
日
本
セ
ミ
ナ
ー
が
、２
０
２
０
年
１
月

31
日
、紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号
棟

国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
、産
官
民
で
実
用

上
の
課
題
が
多
く
生
ま
れ
て
い
る
太
陽

電
池
、燃
料
電
池
、地
熱
発
電
な
ど
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
つ
い
て

討
議
し
て
い
こ
う
と
、２
０
１
２
年
に
長

崎
で
第
１
回
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
た
。

そ
れ
以
降
、毎
年
、米
国
、フ
ラ
ン
ス
な

ど
で
開
催
さ
れ
、昨
年
は
ル
ー
マニ
ア
で

開
か
れ
た
。そ
の
報
告
会
が
、こ
の
日
、

行
わ
れ
た
も
の
。

　

冒
頭
、Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ａ
の
名
誉
共
同

議
長
で
あ
る
学
校
法
人
城
西
大
学
の

東
良
信
総
務
局
長
が「
産
官
民
で（
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
課
題
に
関
し
て
）

い
い
動
き
が
で
き
れ
ば
、と
思
って
い
る
。

世
の
中
を
変
え
て
い
く
、い
ま
が
そ
の
時

期
に
来
て
い
る
。地
球
の
大
改
造
の
第

一
歩
と
し
て
…
…
」と
述
べ
た
。そ
の
あ
と
、長

崎
総
合
技
術
大
学
の
黒
川
不
二
雄
教
授
ら
が
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ａ 

２
０
１
９
in
ル
ー
マニ
ア
」の

育
庁
の
副
庁
長
で
、大
学
行
政
に
関
し
て
幅
広

い
人
脈
と
見
識
を
持
って
お

ら
れ
、日
中
両
国
の
大
学

改
革
や
大
学
院
教
育
の
強

化
に
関
す
る
考
え
方
は
本

学
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が

多
く
、非
常
に
有
意
義
な

懇
談
と
な
っ
た
＝
写
真
。

■ 

瀋
陽
師
範
大
学
表
敬
と
小
野
理
事
に
よ
る
講
演

　

１
９
５
１
年
に
遼
寧
省
政
府
が
設
置
し
た

公
立
大
学
で
あ
る
瀋
陽
師
範
大
学
を
訪
問

し
、小
野
理
事
が「
日
本
の
大
学
改
革
」を
テ
ー

マ
に
基
調
講
演
を
行
い
、管
理
学
院
と
ソ
フ
ト

ウェア
学
院
の
教
員
と
大
学
院
生
が
熱
心
に
受

講
し
、学
生
か
ら
は
日
本
語
で
活
発
に
質
問
が

な
さ
れ
た
。

　

２
０
１
１
年
に
本
学
と
姉
妹
校
協
定
締
結

以
降
、瀋
陽
師
範
大
学
は
、修
士
課
程
１
＋
１

共
同
教
育
の
学
生
２
名
を
城
西
国
際
大
学
に

派
遣
し
て
い
ま
す
。２
０
１
９
年
３
月
、ビ
ジ
ネ

ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
を
修
了
し
た
李
悦
さ
ん
が

瀋
陽
城
市
学
院（
大
学
）で
ホ
テ
ルマ
ネ
ジ
メ
ン

ト
分
野
の
教
員
に
就
職
し
て
お
り
、引
き
続
き

経
営
情
報
学
研
究
科
博
士
課
程
に
進
み
博
士

号
を
取
得
し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
。

■ 

東
北
大
学
表
敬
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

　

11
月
７
日
、２
０
１
０
年
に
交
流
を
ス
タ
ー
ト

し
た
東
北
大
学
を
訪
問
し
、趙
継
校
長
ら
と
会

見
し
た
。

　

両
大
学
は
こ
れ
ま
で
、日
中
連
携
大
学
院
に

よ
る
若
手
教
員
の
育
成
、「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ラ
ン
」に
よ
る
学
生
の
交
流
、東
北
大
学
大

学
院
日
本
語
言
語
文
学
専
攻
、翻
訳

（
日
本
語
）専
攻
と
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
提
携

に
よ
る
１
＋
１
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
２
０
１
３
年
よ
り
実
施
さ

れ
、毎
年
約
５
〜
８
人
の
学
生
が
Ｊ
Ｉ
Ｕ
に
派

遣
さ
れ
て
い
る
。今
後
、さ
ら
に
幅
広
い
学
際
的

な
研
究
を
進
め
て
、両
大
学
の
交
流
を
深
め
て

い
く
た
め
、学
術
交
流
協
定
も
延
し
た
。

　
「
中
日
高
等
教
育
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
―
両

学
で
共
創
す
る
未
来
」と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
も
開
催
さ
れ
た
。小
野
元
之
理
事
が「
日
本

の
大
学
改
革
に
つ
い
て
」の
基
調
講
演
。日
本
の

文
部
事
務
次
官
、日
本
学
術
振
興
会
理
事
長

と
し
て
携
わ
って
き
た
大
学
改
革
の
実
際
に
つい

て
、歴
史
的
意
味
や
成
果
、そ
し
て
現
在
日
本

が
抱
え
て
い
る
問
題
点
と
解
決
の
方
向
性
に
つ

い
て
語
っ
た
。

　

基
調
講
演
に
引
き
続
き
、現
在
、中
国
で
も

推
進
さ
れ
て
い
る
文
理
融
合
の
観
点
か
ら
、日

本
と
中
国
で
直
面
し
て
い
る
教

育
の
現
状
、そ
し
て
そ
れ
ら
に
つ

い
て
両
学
で
協
力
し
て
新
し
い

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
め

な
い
か
と
い
う
観
点
で
発
表
と

議
論
が
行
わ
れ
た
＝
写
真
。

■ 

瀋
陽
薬
科
大
学
表
敬
と
森
本
常
務
理

  

事
、白
幡
学
長（
当
時
）に
よ
る
講
演

　

11
月
７
日
午
後
、白
幡
学
長（
当
時
）一
行

は
瀋
陽
薬
科
大
学
を
訪
問
。

　

瀋
陽
薬
科
大
学
の
敷
地
面
積
は
約

１
４
０
万
平
㍍
で
あ
り
、校
舎
面
積
は
約
70
万

平
米
で
あ
る
。全
在
校
生
は
約
１
２
０
０
０
人

で
あ
り
、う
ち
３
０
０
０
人
は
大
学
院
生
。ま

た
、薬
学
部
は
最
大
の
学
部
で
あ
り
、特
色
と

し
て
２
つ
の
日
本
語
ク
ラ
ス
を
有
し
、ほ
か
に
中

薬
部（
漢
方
系
薬
学
部
）に
１
つ
の
日
本
語
ク
ラ

ス
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

懇
談
の
場
に
お
い
て
は
、今
後
の
交
流
に
つ
い

て
具
体
的
な
話
し
合
い
を
行
う
中
で
、学
生
の

派
遣
や
日
本
高
等
教
育
へ
の
支
援
な
ど
い
く
つ

か
の
提
案
を
頂
い
た
。こ
れ
か
ら
両
大
学
の
交

流
が
益
々
進
む
と
思
う
。

　

ま
た
、瀋
陽
薬
科
大
学
図
書
館
学
術
ホ
ー
ル

で
森
本
常
務
理
事
お
よ
び
白
幡
学
長（
当
時
）

が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
を
行
い
、数
多
く
の
学
生
が

参
加
し
た
。

ル
ー
マニ
ア
写
真
展

報
告
を
行
っ
た
。

　

東
総
務
局
長
は
、内
閣
府
勤
務
時
代
に
外

務
省
に
出
向
し
、２
０
０
８
年
か
ら
09
年
ま
で

駐
ル
ー
マニア
大
使
を
つ
と
め
て
い
る
。

　

２
月
13
日
、紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パス
３

号
棟
の
国
際
会
議
場
に
お
い
て「
中
欧

＋
日
本（Central Europe

＋Japan/
Asia

）学
生
会
議
」が
学
校
法
人
城
西

大
学
中
欧
研
究
所
の
主
催
に
よ
り
開

催
さ
れ
た
＝
写
真
。フ
リ
ー
ド
リ
ヒ・エ
ー

ベ
ル
ト
財
団（
Ｆ
Ｅ

Ｓ
）、城
西
ア
セ
ア

ン
研
究
セ
ン
タ
ー

が
共
催
し
た
。

　

今
回
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
、「
様
々

な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と

の
共
存
を
考
え
る

―
―
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロッ
パ
の
学
生
の
視

点
か
ら
」。小
野
元
之
・
学
校
法
人
城

西
大
学
理
事・理
事
長
特
別
補
佐
、白

幡
晶・城
西
大
学
学
長（
当
時
）、チェコ

共
和
国
の
ス
タ
ニス
ラ
フ・ベ
ネ
シュ
参
事

官
ら
が
あ
い
さ
つ
し
た
あ
と
、学
生
ら
が

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カッ
ション
に
入
っ
た
。

　

参
加
し
た
大
学
は
、城
西
国
際
大
学

▼
城
西
大
学
▼
エ
ト
ヴ
ェ
シ
ュ・ロ
ラ
ー
ン

ド
大
学（
ハ
ン
ガ
リ
ー
）▼
コ
メ
ニ
ウ
ス
大

学（
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）▼
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大

学（
ド
イ
ツ
）▼
カ
レ
ル
大
学（
チ
ェコ
）▼

ウ
ッ
チ
大
学（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）▼
ワ
ル
シ
ャ

ワ
大
学（
同
）▼
ミ
コ
ラ
ス・ロメ
リ
ス
大
学

（
リ
ト
ア
ニ
ア
）▼
ノ
ヴ
ァ・ゴ
リ
ツ
ァ
大
学

（
ス
ロ
ヴ
ェニ
ア
）▼
ラ
ー
ン
ド
大
学（
ハ
ン

ガ
リ
ー
）。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
留
学
生
も

参
加
し
た
。

第６回「中欧＋日本（Central Europe＋Japan/Asia）学生会議」

「ＩＣＲＥＲＡ ２０１９ inルーマニア」ＪＡＰＡＮセミナー
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ス
ポ
ー
ツ
医
療
を
含
む
医
療
全
般
の
高

度
先
進
化
が
進
む
中
、新
し
い
医
療
に
取

り
組
め
る
理
学
療
法
士
を
育
て
る
た
め
に
、

城
西
国
際
大
学（
Ｊ
Ｉ
Ｕ
）は
、２
０
１
６

年
春
、福
祉
総
合
学
部
に
理
学
療
法
学
科

（
学
科
長
・
谷
内
幸
喜
教
授
）を
設
置
し

た
。地
域
福
祉
の
知
識
・
技
術
を
持
っ
て
貢

献
で
き
る
人
材
を
育
て
、医
療・福
祉
の
発

展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

　

理
学
療
法
士
と
し
て
の
知
識
や
ス
キ
ル

を
幅
広
く
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、総
合

大
学
な
ら
で
は
の
多
彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

組
ま
れ
て
い
る
。リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
学

を
中
心
と
し
た
専
門
的
知
識
や
実
践
的
な

理
学
療
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。具
体
的

に
は
、高
度
専
門
医
療・海
外
研
修・ス
ポ
ー

ツ
医
療・地
域
医
療・国
家
試
験
対
策
を
柱

と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、専
任
学

科
教
員
が
分
か
り
や
す
く
教
え
る
。

　

１
年
次
に
、米
国
の
名
門
校
で
あ
る
カ
リ

フ
ォ
ルニ
ア
州
立
大
学
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
校
で
海

外
研
修
を
行
う
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
に

１
週
間
滞
在
し
な
が
ら
、理
学
療
法
に
関

す
る
講
義・実
習・医
療
施
設
の
見
学
な
ど

を
行
う
。ほ
ぼ
全
学
生
が
海
外
研
修
に
満

足
し
た
と
回
答
し
て
い
る
。

　

ス
ポ
ー
ツ
医
療
の
分
野
で
は
、傷
害
を
持

つ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
、

選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高
め
る
た
め
の

指
導
が
で
き
る
理
学
療
法
士
を
育
成
す

る
。「
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
」に
対
す
る
理
学
療

法
の
基
本
を
知
り
、各
競
技
の
特
徴
的
傷

　社会福祉、子ども福祉、福祉心
理、介護福祉などを専門に学ぶ。そ
れぞれ取得すべき国家資格に向け

たカリキュラムが用意されている。それらを学び資
格取得をめざすことで、各分野で活躍できる専門
職としての実践力と総合力を身につける。
　また、同じ東金キャンパスにある薬学部、看護学
部、福祉総合学部理学療法学科との専門職連
携教育によって、地域の問題に取り組んでいる。
　卒業生は、地域に住む人達が幸せに不自由な
く生活を営む上で、様々な種類の福祉機関や施
設、多くの専門職と連携しながら支えている。
　昨年春、これまでの社会福祉コースと福祉心
理コースを統合し、新しくソーシャルサービスコース
が設立された。これで1年次から選ぶ「３つの専門
コース」が整備され、学びやすくなった。

「子ども福祉」コース
　保育や幼児教育だけでなく、ソーシャルワークの
視点を持った保育者・援助者を育てている。音楽
や造形、運動といった表現活動など、現場で活か
せる実践的なスキルを、充実した施設・設備で身に
つける。

「ソーシャルサービス」コース
　福祉についての理論と実践に役立つ相談援
助のスキルを、講義、演習、実習を互いに関連させ
ながら身につけていく。社会福祉士や精神保健福
祉士の国家資格に求められる知識とともにグルー
プワークやカウンセリング、心理療法の実際につ
いても学ぶ。

「介護福祉」コース
　介護福祉士の中でもリーダー役を担う指導者を
育てることを目指している。また、千葉県内の多く
の障害者福祉施設や高齢者福祉施設の協力を
得ており、介護実習において大学での講義や演
習を通して学んだ知識・技術を、実践的に習得して
いく。

11 10

福
祉

総
合

学  

科

―
―
新
し
い
医
療
に
取
り
組
め

る
理
学
療
法
士
を
育
て
る
た
め

に
、城
西
国
際
大
学（
Ｊ
Ｉ
Ｕ
）は
、

２
０
１
６
年
、福
祉
総
合
学
部
に
理

学
療
法
学
科
を
設
置
し
ま
し
た
。

以
来
４
年
を
過
ぎ
、今
春
、第
１
期

生
が
卒
業
し
ま
し
た
。理
学
療
法

士
と
し
て
の
知
識
や
ス
キ
ル
を
幅
広
く

身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、と
い
う
教
育

目
標
は
叶
え
ら
れ
ま
し
た
か
。

　

教
育
目
標
の
達
成
に
関
し
ま
し
て
は
、

卒
業
し
て
いっ
た
１
期
生
が
証
明
し
て
く
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
信
じ
て
い
ま
す
。10
年

以
上
理
学
療
法
士
養
成
教
育
に
関
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、１
年
次
の
段
階
か
ら
の
教
育

の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。ど
う
し
て

も
基
礎
科
目
が
主
流
を
占
め
る
１
年
次

で
は
、な
か
な
か
理
学
療
法
と
い
う
も
の
に

対
し
興
味
を
沸
か
せ
る
こ
と
が
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。何
色
に
も
染
ま
っ
て
い
な
い
１

年
次
の
段
階
か
ら
、理
学
療
法
学
科
専
任

教
員
と
の
関
わ
り（
カ
リ
キ
ュラ
ム
）を
増
や

し
、理
学
療
法
学
の
面
白
さ
、厳
し
さ
を
早

い
う
ち
か
ら
知
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
と

考
え
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
の
１
年
次
科
目
で
は
、理

学
療
法
学
科
専
任
教
員
と
の
関
わ
り
を

増
や
し
て
い
ま
す
。

―
―
開
設
当
初
、地
域
福
祉
の
知
識
・
技

術
を
持
っ
て
貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
、

医
療・福
祉
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
、と
聞
き
ま
し
た
。本
学

に
は
薬
学
部
、看
護
学
部
も
あ
り
、総
合

大
学
な
ら
で
は
の
多
彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

が
組
め
る
体
制
で
す
。本
学
の
理
学
療
法

学
科
の
特
色・特
長
は
？

　

総
合
大
学
の
強
み
、メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に

生
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。一
つ
は
連

携
教
育
で
す
。看
護
、薬
学
、福
祉
総
合
学

科
と
一
緒
に
な
っ
て「
多
職
種
間
連
携
教

「
喜
ば
れ
感
謝
さ
れ
る
仕
事
」を
共
に
目
指
そ
う

福
祉
総
合
学
部
理
学
療
法
学
科 

学
科
長 

　
谷た

に

内う

ち 

幸こ

う

喜き 

教
授

総
合
大
学
の
強
み
生
か
し
日
本
一
の
雰
囲
気
で

育
」を
３
年
次
の
春
に
行
っ
て
い
ま
す
。他

学
科
の
学
生
や
教
員
と
と
も
に
学
ぶ
こ
と

の
意
義
は
非
常
に
深
い
と
思
い
ま
す
。そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
の「
学
び
」に
接
す
る
こ
と
で
、

幅
が
広
が
る
の
は
も
ち
ろ
ん「
理
学
療
法
の

専
門
性
」に
つ
い
て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
機

会
を
作
っ
て
く
れ
る
な
ど
、社
会
に
巣
立
っ

て
か
ら
も
大
い
に
役
立
ち
ま
す
。

―
―
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、「
海
外
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
充
実
で
す
。海
外
研
修

で
、国
際
性
を
身
に
つ
け
た
専
門
職
を
養

う
、と
い
う
点
に
つ
い
て
は
？

　
「
グ
ロ
ー
バル
社
会
」「
多
様
化
社
会
」と

いっ
た
言
葉
だ
け
が
独
り
歩
き
し
て
い
ま
す

が
、日
本
社
会
の
良
い
と
こ
ろ
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。し
か
し
、良
き
も
悪
き
も
同
じ

総
合
大
学
の
強
み
生
か
し

医
療
・
福
祉
の
発
展
に
貢
献

害
と
そ
の
理
学
療
法
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

理
学
療
法
に
お
け
る
科
学
的
根
拠
を
得

る
た
め
の
考
え
方
や
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　

ま
た
、理
学
療
法
学
科
は
、女
子
駅
伝

部
や
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
な
ど
の
運
動

部
と
ス
ポ
ー
ツ
科
学
面
で
連
携
し
て
い
る
。

運
動
生
理
学
実
習
室
に
お
い
て
、ト
レッ
ド

ミ
ル
と
呼
気
ガ
ス
分
析
装
置
を
用
い
て
、女

子
駅
伝
部
選
手
の
走
行
時
の
酸
素
摂
取

量
と
二
酸
化
炭
素
排
出
量
か
ら
有
酸
素

性
持
久
力
の
デ
ー
タ
採
取
が
行
わ
れ
て
い

る
。ま
た
、３
次
元
動
作
解
析
シ
ス
テ
ム
を

用
い
て
、女
子
駅
伝
部
選
手
の
走
行
フ
ォ
ー

ム
や
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
選
手
の
動
的
バ

ラ
ン
ス
機
能
な
ど
の
運
動
解
析
が
行
わ
れ

て
い
る
。こ
れ
ら
の
身
体
機
能
お
よ
び
運
動

機
能
の
測
定
に
は
、理
学
療
法
学
科
の
学

生
も
参
加
し
て
お
り
、大
学
ス
ポ
ー
ツ
選
手

の
活
躍
を
支
え
る
た
め
の
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。今
後
も
、ス
ポ
ー
ツ
理
学
療

法
に
興
味
を
持
つ
学
生
と
共
に
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
運
動
解
析
デ
ー
タ
の
収
集
や
コ
ン

デ
ィ
シ
ョニ
ン
グ・サ
ポ
ー
ト
を
行
う
機
会
を

増
や
し
た
い
。ス
ポ
ー
ツ
部
と
の
連
携
が
で

き
る
の
も
総
合
大
学
の
強
み
で
あ
る
。

場
所
に
い
た
の
で
は
な
か
な
か
認
識
出
来
ま

せ
ん
。「
外（
海
外
）を
見
て
、知
って
、内（
日

本
）を
知
る
。そ
し
て
、内（
日
本
）を
ど
う

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
認
識
す

る
」。こ
の
こ
と
が
、あ
る
意
味「
国
際
性
を

身
に
つ
け
る
」と
い
う
こ
と
だ
と
私
は
思
って

い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、理
学
療
法
士
と
い
う
職
業

を
例
に
挙
げ
て
も
、米
国
で
は
理
学
療
法

士
の
レ
ベル
、そ
し
て
、ス
テ
ー
タ
ス
が
非
常
に

高
い
。医
師
と
同
じ
レ
ベル
で
す
。日
本
と
違

い
診
断
と
い
う
医
療
行
為
も
し
ま
す
。そ

れ
だ
け
の
ス
キ
ル
や
見
識
、教
養
、知
識
を

身
に
つ
け
て
い
ま
す
。米
国
の
理
学
療
法
士

か
ら
、「
何
か
」を
肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
。そ
う

い
う
強
い
思
い
も
込
め
て
、１
年
次
海
外
研

修（
カ
リ
フ
ォ
ルニ
ア
に
あ
る
提
携
大
学
の
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
立
大
学
ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
校
）

を
必
須
科
目（
全
員
参
加
）プ
ロ
グ
ラ
ム
に

し
て
い
ま
す
。ま
た
、米
国
と
は
別
途
に
、豪

州
や
ア
ジ
ア
圏
を
対
象
に
し
た「
グ
ロ
ー
バル

研
修
」も
２
年
次・３
年
次
の
カ
リ
キ
ュラ
ム

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

―
―
開
設
し
て
か
ら
一
区
切
り
が
経
ち

ま
す
。ス
ポ
ー
ツ・
地
域
貢
献
な
ど
も
大

切
で
す
が
、学
生
が
理
学
療
法
士
に
な
る

た
め
の
関
門
で
あ
る
国
家
試
験
の
対
策

は
？

　

教
員
は
正
規
の
カ
リ
キ
ュラ
ム
以
外
も
含

め
て
、学
生
教
育
に
関
し
て
は
フ
ル
活
動
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。特
に
国
家
試
験
対

策
は
、１
年
次
か
ら
始
め
国
家
試
験
に
合

格
で
き
る
実
力
を
４
年
間
で
身
に
つ
け
る

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。毎
年
２
月
の
後

半
に
試
験
が
行
わ
れ
ま
す
が
、合
格
ラ
イ
ン

ギ
リ
ギ
リ
の
学
生
に
対
し
て
は
、１
週
間
に

20
コ
マ
ほ
ど
の
試
験
対
策
を
行
う
な
ど
直

前
ま
で
合
格
に
向
け
学
生
を
支
え
て
い
ま

す
。

―
―
学
科
長
の
ご
専
門
は
何
で
す
か
。急

性
期
病
院
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

を
中
心
に
行
う
病
院
で
24
年
、教
育
機

関
に
11
年
関
わ
っ
て
き
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。そ
の
経
験
な
ど
も
踏
ま
え
、理
学
療

法
学
を
志
す
若
い
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　

私
の
専
門
は「
神
経
系
理
学
療
法
」で

す
。具
体
的
に
い
う
と
、脳
疾
患
や
脊
髄
疾

患
に
伴
う
理
学
療
法
に
関
し
て
臨
床
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

理
学
療
法
士
と
い
う
仕
事
は
あ
る
意

味
、「
人
の
人
生
に
関
わ
る
仕
事
」で
あ
る

と
思
い
ま
す
。今
ま
で
当
た
り
前
に
行
っ
て

い
た
日
常
の
活
動（
歩
く
と
か
食
べ
る
と
か

…
…
）が
出
来
な
く
な
り
、生
活
が
一
変

す
る
こ
と
で
人
生
ま
で
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。理
学
療
法
士
は
主
に
運
動
と
い
う
医

療
行
為
を
行
い
な
が
ら
、今
ま
で
当
た
り
前

に
行
っ
て
い
た
日
常
の
活
動
を
取
り
戻
し
て

い
く
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。私
は
、

人
か
ら
喜
ば
れ
感
謝
さ
れ
る
理
学
療
法
士

と
い
う
仕
事
に
対
し
、社
会
的
に
も
誇
り

を
持
っ
て
い
ま
す
し
、35
年
た
っ
た
今
で
も

理
学
療
法
士
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
、自
信

を
も
って
言
え
ま
す
。

　

老
若
男
女
問
わ
ず
、「
人
か
ら
喜
ば
れ

感
謝
さ
れ
る
仕
事
」を
目
指
し
て
み
ま
せ

学科長インタビュー

1984年	 国立善通寺病院附属リハビリテーション
	 学院卒業
1984年	 公立三豊総合病院
2000年	 総合リハビリテーション伊予病院リハビリ
	 テーション	部長
2000年	 愛媛大学法文学部卒業
2002年	 愛媛大学大学院法文学研究科修士課程
	 修了
2008年	 広島大学大学院保健学研究科博士後期
	 課程修了
2008年	 大阪物療専門学校	理学療法学科長
2012年	 大阪物療大学	保健医療学部教授
2013年	 大阪河﨑リハビリテーション大学	リハビリ
	 テーション学部教授、学生部長
2017年	 城西国際大学	福祉総合学部	理学療法学科

［略歴］ ん
か
。特
に
城
西
国
際
大
学
に
お
け
る
理

学
療
法
教
育
は
、こ
れ
か
ら
の
高
度
医
療

に
対
応
で
き
る
教
育
だ
け
で
は
な
く「
国

際
性
豊
か
な
理
学
療
法
士
」「
多
職
種
間

の
連
携（
チ
ー
ム
）を
考
え
る
理
学
療
法
士
」

「
ス
ポ
ー
ツ
分
野
へ
も
対
応
出
来
る
理
学

療
法
士
」の
養
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

良
い
意
味
で
、教
員
と
の
距
離
は
近
く
、

な
ん
で
も
相
談
で
き
る
雰
囲
気
は
日
本

一
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
て
み
て
く
だ
さ

い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
日
本
社
会
。「
成
熟
社
会
」で
も
あ
る
。こ
れ
ま
で
以
上
に
、医
療
、介
護
全

般
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。老
年
学
、ス
ポ
ー
ツ
医
療
、リ
ハ
リ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
分

野
は
広
く
、深
い
。大
学
は
そ
れ
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
場
で
あ
る
。城
西
国
際
大
学
の
福

祉
総
合
学
部
は
、福
祉
総
合
学
科
と
と
も
に
理
学
療
法
学
科
を
開
設
し
、地
域
と
人
を
支
え
る

人
材
―
―「
行
動
す
る
専
門
家
」を
育
て
あ
げ
、今
春
、第
１
期
生
を
社
会
に
送
り
出
し
た
。

福祉総合学部 とは理学療法
学科

―
―
先
生
の
ご
専
門
は
、理
学
療

法
に
関
す
る
ど
ん
な
分
野
で
す

か
。物
理
療
法
学
・
生
体
工
学
・バ

イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
、と
聞
い
て
い

ま
す
が
。「
理
学
療
法
」と
の
出
会

い
は
？

　

高
校
時
代
、知
り
合
い
に
理
学
療

法
士
の
方
が
い
ま
し
た
。１
９
９
０
年

こ
ろ
、理
学
療
法
士
は
全
国
で
わ
ず

か
５
０
０
０
人
程
度
し
か
い
ま
せ
ん

で
し
た
。ち
な
み
に
い
ま
は
、10
万
人

以
上
お
り
ま
す
。当
時
は
、理
学
療

法
士
に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。高
校
卒
業
後
、日
本
で

最
初
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
学
院
の

理
学
療
法
学
科
に
進
み
ま
し
た
。こ

こ
で「
体
の
構
造・仕
組
み
」を
学
び

ま
し
た
。

　

20
代
の
終
わ
り
に
電
気
通
信
大

学
電
子
情
報
学
科
の
夜
間
部
に
入

り
ま
す
。工
学
的
知
識
を
勉
強
し
な
い
と

進
む
医
療
に
追
い
つ
け
な
い
、と
思
っ
た
か
ら

で
す
。「
運
動
機
能
を
知
る
、測
定
機
器
を

扱
う
、こ
の
た
め
に
は
工
学
的
知
識
が
不
十

分
で
は
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
」と
思
い
ま
し
た
。物
理
療
法
で
使
用
さ

れ
る
治
療
機
器
に
つ
い
て
も
利
用
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
特
徴
や
理
論
を
理
解
し
な
い
と
、

メ
ー
カ
ー
の
指
示
通
り
に
し
か
使
え
な
い
、

と
い
う
こ
と
が
起
き
ま
す
。

―
―
理
学
療
法
学
科
は
、ス
ポ
ー
ツ
科
学

面
で
の
研
究
・
実
践
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
界
を
見
回
し
て
も
、ス

ポ
ー
ツ
傷
害
な
ど
予
防・医
療
の
点
で
も
、

課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
―
―
。

　

総
合
大
学
の
城
西
国
際
大
学
の
運
動

部
で
物
理
療
法
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
医
療
を
実

践
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。女
子
駅
伝

部
、女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
，女
子
剣
道
部

の
指
導
者
、選
手
と
連
携
し
、痛
み
や
柔
軟

性
な
ど
に
対
す
る
コ
ン
デ
ィ
シ
ョニ
ン
グ
面
で

の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。ケ
ガ
な
ど
で
選

手
生
活
を
断
念
す
る
の
は
、も
っ
た
い
な
い
。

ケ
ガ
の
予
防
が
と
て
も
大
事
で
す
。こ
れ
か

ら
も
、運
動
選
手
の
動
作
や
姿
勢
を
観
察・

評
価
し
て
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
の
原
因
に
な
る
点

を
見
つ
け
、解
決
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
の
協
力
を
し
て
い
き
た
い
。

―
―
先
生
は
、城
西
国
際
大
学
と
連
携
協

定
を
結
ん
で
い
る
近
隣
の
高
校
の
野
球
部

　「理学療法」が関わ
る範囲は広い。人間の
「体」の仕組み、「痛み」
の原因を追求しながらよ
り良き人生をサポートす
るための学問と言えるだ
ろう。その「研究の現場」
として、理学療法学科の
烏野大教授、安齋紗保
理助教、横井悠加助教
を訪ねた。

烏
からす

野
の

 大
ひろし

 教授

大学スポーツケアのシステム作りを



日本・ハンガリー外交樹立１５０周年にちなんで

国立新美術館での展覧会に協賛

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」開
設

　
「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
―
ヨ
ー
ロッ
パ
と
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
美
術
４
０
０
年
」
展
が
開
催
中
の
12

月
６
日
、
オ
ル
バ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
首
相

（O
R

B
Á

N
 V

iktor

）
は
安
倍
晋
三
首

相
と
会
談
し
た
。
両
首
脳
が
立
ち
会
い
の

　

本
学
で
は
、
従
来
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の

交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
学
校
法

人
城
西
大
学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
関
係
は

深
く
、
同
国
を
代
表
す
る
10
の
大
学
と

交
流
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
２
０
１
３
年

11
月
に
は
、
オ
ル
バ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ク
ト
ル
首

相
が
東
京
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
学

さ
れ
、
本
学
か
ら
の
名
誉
博
士
記
授
与

＝
写
真
＝
お
よ
び
特
別
講
演
会
が
行
わ

水
田
記
念
図
書
館
へ
関
連
図
書
１
５
０
０
冊
寄
贈

同
国
首
相
に
本
学
か
ら
の

名
誉
博
士
記
授
与
も

――より一層の相互交流へ

　日本とハンガリーの外交関係が樹立されて
１５０周年になったのを受け、これを記念する各
種のイベントが開催された。城西国際大学はハ
ンガリーと活発な交流を続けてきており、このた
びの周年記念イベントへの協賛や学術交流への
署名などを行った。ここでは、本学とハンガリー
との関わりの主なものを概観的にお伝えしたい。

下
、
学
校
法
人
城
西
大
学
と
ハ
ン
ガ
リ
ー

外
務
貿
易
省
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
教
育
局
と
の

学
術
交
流
に
関
す
る
協
力
覚
書
の
署
名

式
が
行
わ
れ
、
城
西
国
際
大
学
の
杉
林

堅
次
学
長
が
署
名
し
た
。

　

12
月
11
日
に
は
、
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
水

田
記
念
図
書
館
１
階
ホ
ー
ル
で
、ハン
ガ
リ
ー

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が

執
り
行
わ
れ
た
＝
写
真
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
は
、
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の

外
交
関
係
開
設
１
５
０
周
年
を
記
念
し
、

駐
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
よ
り
水
田
記
念

図
書
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
連

図
書
１
５
０
０
冊
を
も
と
に
、
同
図
書
館

３
階
に
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
が

開
設
さ
れ
た
こ
と
を
祝
し
て
行
わ
れ
た
。

れ
た
。

　

今
回
の
外
交
関
係
樹
立
１
５
０
周
年

を
記
念
す
る
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
開
設
な
ど
を

機
に
、
よ
り
一
層
相
互
理
解
、
相
互
交

流
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
代
表
す
る

10
大
学
と
交
流
協
定

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
代
表
す
る

10
大
学
と
交
流
協
定

福祉総合学部 理学療法
学科

研
究
者
に
訊
く

13 12

　
「
ブ
ダ
ペ
ス
ト—

ヨ
ー
ロッ
パ
と
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
美
術
４
０
０
年
」
展

が
、
２
０
１
９
年
12
月
４
日
〜

２
０
２
０
年
３
月
16
日
ま
で
東
京
・

六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
で
開

催
さ
れ
た
。
学
校
法
人
城
西
大

学
な
ど
が
協
賛
し
た
。

　

日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
外
交
関

係
樹
立
１
５
０
周
年
を
記
念
す
る

展
覧
会
。
ハン
ガ
リ
ー
の
首
都
ブ
ダ

ペ
ス
ト
に
あ
る
「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
国
立

西
洋
美
術
館
」
と
「
ハン
ガ
リ
ー
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
の
２
つ

の
美
術
館
が
所
蔵
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
25
年
ぶ
り
に
日
本
で
公
開
さ

れ
、
ヨ
ー
ロッ
パ
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
名

品
１
３
０
点
が
展
示
さ
れ
た
。
ル

ノ
ワ
ー
ル
、
モ
ネ
と
い
っ
た
巨
匠
た

ち
の
作
品
を
は
じ
め
、
19
・
20
世

紀
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
作
家
た
ち
の
名
作

も
含
ま
れ
て
い
る
。
シ
ニェ
イ
・
メ
ル

シェ・
パ
ー
ル
の
作
品
「
紫
の
ド
レ
ス

の
婦
人
（Lady in V

iolet

）」
＝

写
真
＝
は
、
ハン
ガ
リ
ー
で
は
最
も
重
要
か
つ
魅
力

的
な
名
画
と
し
て
、
広
く
愛
さ
れ
て
い
る
作
品
だ
。

「ブダペスト—ヨーロッパとハンガリーの美術400年」展

JIUハンガリーと

1987年	 国立療養所東京病院附属リハビリテーション
	 学院	理学療法学科卒業
1987年	 埼玉医科大学附属病院リハビリテーション科
1990年	 武蔵野台病院リハビリテーション室
1996年	 電気通信大学電子情報学科卒業
1997年	 医療法人一晃会小林病院リハビリテーション科
1998年	 電気通信大学大学院電子情報学専攻修了
2002年	 伊藤超短波株式会社学術部	主任
2003年	 昭和大学第一解剖学教室研究生（〜2006年）
2006年	 信州大学大学院工学系研究科生物機能工学
	 専攻修了
2007年	 郡山健康科学専門学校理学療法学科
2016年	 城西国際大学	福祉総合学部	理学療法学科	
	 教授

２０１０年	 北里大学医療衛生学部
	 リハビリテーション学科
	 卒業
２０１２年	 桜美林大学大学院老年
	 学研究科博士前期
	 課程	修了
２０１６年	 桜美林大学大学院老年
	 学研究科博士後期課程
	 修了
２０１６年	 桜美林大学老年学総合
	 研究所	客員研究員
２０１７年	 医療法人社団康栄会浦
	 安病院リハビリテーショ
	 ン科
２０１９年	 城西国際大学福祉総合
	 学部理学療法学科	助教

［略歴］
［略歴］2001年	 行岡リハビリテーション専門学校理学療法学科

	 卒業
2001年	 医療法人祐生会みどりヶ丘病院
	 リハビリテーション部
2008年	 University	of	South	Australia	修士課程修了
	 （Master	of	Orthopaedics,	Sports	and	Manual
	 			Physiotherapy取得）
2008年	 リハビリあき訪問看護ステーション
2010年	 郡山健康科学専門学校	理学療法学科	教員
2014年	 信州大学大学院総合工学系研究科博士課程
	 生命機能・ファイバー工学専攻修了
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［略歴］

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
予
防
・
拡

散
防
止
の
た
め
、
国
立
新
美
術
館
は
２
０
２
０
年

２
月
29
日
よ
り
臨
時
休
館
。

員
に
も
ケ
ア
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

近
隣
の
高
校
野
球
部
の
顧
問
の
先
生
と

相
談
し
な
が
ら
、選
手
の
身
体
の
動
き
や
筋

力
、痛
み
な
ど
を
チ
ェッ
ク
し
て
い
ま
す
。例

え
ば
、ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
足
部
の
ア
ラ
イ
メ
ン
ト

を
チ
ェッ
ク
し
、足
部
が
硬
い
場
合
に
は
関

節
を
柔
ら
か
く
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り

入
れ
て
も
ら
い
ま
す
。ケ
ガ
を
予
防
し
、コ
ン

デ
ィ
シ
ョン
を
整
え
て
も
ら
う
、と
い
う
視
点

で
す
ね
。

　

高
校
生
ま
で
は
成
長
時
期
な
の
で
、身

体
的
に
ス
ラ
ン
プ
に
陥
る
こ
と
は
ま
ず
、あ

り
ま
せ
ん
。成
長
過
程
で
あ
る
た
め
、技
術

面
や
体
力
面
で
も「
伸
び
し
ろ
」が
あ
る
で

い
ろ
ん
な
課
題
を
克
服
し
て
し
ま
う
。こ
れ

と
同
じ
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
が
生
じ
た
と

―
―
先
生
の
ご
専
門
、研
究
テ
ー
マ
は
、老

年
学
、高
齢
者
の
社
会
活
動
、介
護
予
防

な
ど
少
子
高
齢
化
社
会
に
と
っ
て
切
実

な
課
題
に
関
連
し
て
い
る
も
の
ば
か
り

で
す
。

　

こ
ん
な
統
計
が
あ
り
ま
す
。高
齢
者（
65

歳
以
上
）で
介
護
が
必
要
な
方
は
そ
の
う
ち

２
割
、残
り
の
８
割
は
、元
気
で
、介
護
を

必
要
と
し
な
い
。こ
の
介
護
を
受
け
る
前
の

段
階
で
予
防
の
面
に
も
注
目
し
、対
策
に

力
を
入
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
に
は
、身
体
機
能
▼
口
腔
機
能

▼
栄
養
▼
認
知
機
能
―
―
な
ど
の
分
野
が

あ
り
ま
す
。こ
の
う
ち
身
体
機
能
と
認
知

機
能
は
運
動
に
よ
っ
て
機
能
低
下
を
予
防

で
き
る
こ
と
が
研
究
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て

お
り
、運
動
の
専
門
家
で
あ
る
理
学
療
法

の
得
意
な
分
野
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

―
―
北
里
大
学
医
療
衛
生
学
部
リ
ハ
ビ

―
―
先
生
の
ご
専
門
、研
究
テ
ー
マ
で
あ

る「
運
動
学
、骨・関
節
系
理
学
療
法
学
」

は
、具
体
的
に
は
ど
う
い
う
研
究
で
し
ょ

う
か
。

　

運
動
学
で
は
、体
の
動
く
仕
組
み
を
学
び

ま
す
。骨・関
節
系
理
学
療
法
学
で
は
、整

形
外
科
疾
患
に
関
す
る
理
学
療
法
を
学
習

し
ま
す
。具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、変
形

性
関
節
症
や
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
の
予
防
と
リ
ハ

リ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
で
す
。ま
た
、「
ウ
イ
メ
ン

ズヘル
ス
理
学
療
法
」も
専
門
で
す
。女
性
の

産
前
産
後
の
腰
痛
や
身
体
の
不
調
な
ど
、女

性
特
有
の
健
康
問
題
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
理

学
療
法
を
行
い
ま
す
。

―
―
理
学
療
法
と
の
出
会
い
は
？　

き
っ

か
け
な
ど
を
お
聞
き
で
き
ま
す
か
。

　

高
校
時
代
は
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
な
り

た
かっ
た
。バド
ミ
ン
ト
ン
の
強
豪
中
学
か
ら
高

校
に
入
学
し
ま
し
た
が
、自
分
自
身
は
競
技

を
断
念
。そ
の
後
，バレ
ー
ボ
ー
ル
の
世
界
大
会

で
、選
手
た
ち
を
ケ
ア
す
る
ト
レ
ー
ナ
ー
を
観

て
憧
れ
ま
し
た
。母
の
友
人
に
理
学
療
法
士

が
い
た
こ
と
か
ら
、母
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
って

理
学
療
法
学
科
に
進
学
し
ま
し
た
。た
だ
，学

校
で
学
ん
で
い
た
時
で
も「
こ
の
道
に
本
当
に

進
む
の
か
」と
半
信
半
疑
で
し
た
。

　

転
機
に
な
っ
た
の
は
、病
院
の
リ
ハ
リ
ビ

テ
ー
シ
ョン
部
に
勤
務
し
て
か
ら
で
す
。２
年

目
ぐ
ら
い
の
時
に
、外
来
担
当
で
、肩
が
痛
く

て
手
が
上
が
ら
な
い
患
者
さ
ん
に
、原
因
を

安
あ ん

齋
ざ い

 紗
さ

保
お

理
り

助教
横
よ こ

井
い

 悠
ゆ

加
か

助教

活
躍
領
域
が
広
が
っ
て
い
ま
す
―
―
ぜ
ひ「
学
び
の
門
」た
た
い
て

痛
み
の「
謎
」解
く
理
学
療
法
に
魅
か
れ
て

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
、桜
美
林
大
学
大
学

院
老
年
学
研
究
科
で
研
究
さ
れ
て
い
ま

す
が
、そ
れ
を
始
め
る
の
に
は
、ど
う
い

う
き
っ
か
け
、体
験
が
あ
り
ま
し
た
か
？

　

幼
い
こ
ろ
、母
が
働
い
て
い
て
小
学
４
年

生
の
こ
ろ
ま
で
祖
父
母
に
育
て
ら
れ
ま
し

た
。祖
父
は
、い
ま
94
歳
で
す
が
、身
の
回
り

の
こ
と
、家
事
や
洗
濯
な
ど
自
分
で
行
っ
て

お
り
理
想
的
な
高
齢
者
と
い
え
ま
す
。そ

れ
を
身
近
で
見
て
き
た
こ
と
で「
老
年
学
」

に
興
味
を
持
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

北
里
大
学
の
時
代
に
、介
護
予
防
の
現

場
に
行
き
ま
し
た
。地
域
実
習
で
す
。地
域

の
公
民
館
で
行
わ
れ
、10
人
ほ
ど
の
高
齢

者
の
グ
ル
ー
プ
が
い
て
、一
人
の
理
学
療
法

士
が
教
え
て
い
る
。器
具
を
使
用
し
な
い
筋

ト
レ
を
行
っ
て
も
ら
い
、介
護
予
防
を
し
て

い
ま
し
た
。一
人
の
理
学
療
法
士
の
力・指

導
で
、多
く
の
高
齢
者
の
介
護
予
防
が
で
き

究
明
し
な
が
ら
20
分
程
度
の
治
療
を
施
し

た
と
こ
ろ
、手
が
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
な

か
な
か
治
ら
な
かっ
た
の
に
、こ
の
治
療
で
良

く
な
っ
た
」と
、そ
の
喜
ぶ
姿
を
見
て
、気
持

ち
が
変
わ
り
ま
し
た
。患
者
さ
ん
が
感
動
し

て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、自
分
も
理
学
療

法
士
と
い
う
仕
事
に
感
動
し
ま
し
た
。

―
―
海
外
留
学
の
経
験
を
お
持
ち
で
す
。

城
西
国
際
大
学
の
理
学
療
法
学
科
も
海

外
研
修
を
展
開
し
て
い
ま
す
。海
外
研

修・留
学
の
意
義
と
は
？

　

病
院
勤
務
後
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
留
学

し
ま
し
た
。大
阪
の
病
院
で
講
習
会
が
あ

り
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
理
学
療
法
士
が

講
師
で
し
た
。そ
の
療
法
士
は
、患
者
に
問

診
を
し
な
が
ら
、痛
み
の
原
因
を
突
き
詰
め

て
い
く
。ま
る
で
推
理
小
説
の
世
界
の
よ
う

に「
謎
」を
解
い
て
い
き
ま
し
た
。そ
の
姿
に

接
し
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
理
学
療
法
に
魅

か
れ
ま
し
た
。

　

半
年
間
、英
語
を
勉
強
し
、南
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
大
学
大
学
院
の「
整
形
外
科・ス

ポ
ー
ツ・
徒
手
理
学
療
法
修
士
コ
ー
ス
」に

入
り
ま
し
た
。オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、理
学
療

法
士
の
ス
テ
ー
タ
ス
が
非
常
に
高
い
。高
校

生
の
成
績
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
は
、医
学
部
、ま
た

は
理
学
療
法
学
科
の
受
験
を
目
指
し
ま

す
。現
地
に
行
っ
て
、直
接
そ
う
し
た
状
況
、

環
境
に
接
し
刺
激
を
受
け
る
こ
と
は
、実

際
に
体
験
し
た
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
意

き
に
も
回
復
が
早
い
の
で
す
。

　

大
学
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
選
手
は
、技
術
面

や
体
力
面
で
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
大
学
ス

ポ
ー
ツ
で
の
問
題
は
、身
体
的
成
長
が
止
ま

る
た
め
、ケ
ガ
な
ど
の
回
復
が
長
期
化
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。指
導
者
、選
手
と
理

学
療
法
士
や
関
係
者
ら
に
よ
る
ケ
ガ
予
防

な
ど
を
目
的
と
し
た
大
学
ス
ポ
ー
ツ
ケ
ア
の

シ
ス
テ
ム
作
り
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

―
―
ほ
か
に
は
？

　

日
本
に
お
い
て
、理
学
療
法
は
整
形
外
科

手
術
後
の
後
療
法
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
が
、現
在
で
は
中
枢
神
経
疾
患
、整
形

外
科
疾
患
、呼
吸
器
疾
患
、心
疾
患
、内
科

的
疾
患
、加
齢
に
よ
る
脳・運
動
機
能
低
下

な
ど
、多
分
野
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、第
１
期
生
が
卒
業
し
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
城
西
国
際
大
学
の
理
学
療
法

学
科
か
ら
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩

出
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

る
、と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

―
―
学
生
に「
理
学
療
法
士
は
多
様
な
領

域
で
の
活
躍
が
可
能
な
職
業
で
す
」と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。そ
の

意
味
す
る
こ
と
は
？

　

ス
ポ
ー
ツ
医
療
の
分
野
で
、介
護
予
防
の

分
野
な
ど
で
理
学
療
法
士
の
活
動
の
領
域

は
こ
れ
か
ら
も
っ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。理

学
療
法
行
為
は「
医
師
の
指
示
の
下
で
」行

う
こ
と
が
法
令
で
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。し

か
し
、高
齢
者
の
転
倒
予
防
な
ど「
予
防
目

的
」で
は
、医
師
の
指
示
は
不
要
で
あ
る
と

さ
れ
、活
躍
の
領
域
が
広
がって
い
ま
す
。

義
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
理
学
療
法
を
学
ん
で
い
る
、こ
れ
か

ら
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
学
生
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
。

　
「
今
日
の
自
分
」が「
明
日
の
自
分
」を

創
り
ま
す
。皆
さ
ん
が「
目
標
と
す
る
自

分
」に
近
づ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の

で
、い
つ
で
も
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
、と

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
学
生
に
メッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

て
い
ま
す
。一
生
懸
命
に
学
べ
ば
、勉
強
以

上
に
大
切
な
こ
と
に
も
気
づ
き
、将
来
の
自

分
を
創
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。一
度
し

か
な
い
大
学
生
活
を
大
切
に
、思
う
存
分

の
び
の
び
と
過
ご
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

予
防
の
面
で
言
え
ば
、昨
今
の
小
学
生

の
体
力
低
下
、と
いっ
た
問
題
に
取
り
組
む

こ
と
な
ど
多
様
な
活
躍
が
可
能
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。城
西
国
際
大
学
の
理
学

療
法
学
科
は
、若
い
教
員
も
多
く
、面
倒
見

が
良
い
と
思
い
ま
す
。各
先
生
の
研
究
室
は

オ
ー
プ
ン
で
、レ
ポ
ー
ト
作
成
に
つ
い
て
質
問

に
来
る
学
生
も
い
ま
す
。ぜ
ひ
理
学
療
法

の「
学
び
の
門
」を
た
た
き
、入
っ
て
来
て
く

だ
さ
い
。
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創
立
者・水
田
三
喜
男
の
伝
記

　

戦
後
の
混
乱

期
に
経
済
復
興

と
成
長
に
精
力

を
傾
け
た
元
大

蔵
大
臣
・
水
田
三
喜
男
の
評
伝
『
水
田
三

喜
男
伝　

寒
椿
』（
２
７
０
０
円
）
＝
写
真

㊨
＝
が
、
学
校
法
人
城
西
大
学
出
版
会
か

ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
、
元
毎
日

新
聞
政
治
部
記
者
で
最
後
の
水
田
番
記

者
だ
っ
た
。
本
書
は
、「
人
間
・
水
田
三
喜

男
」「
政
治
家
・
水
田
三
喜
男
」「
財
政
通
・

水
田
三
喜
男
」「
教
育
者
・
水
田
三
喜
男
」

の
４
部
か
ら
成
り
、
ウ
ソ
を
つ
か
な
い
、
人
の

悪
口
を
言
わ
な
い
、そ
ん
な
稀
有
な
政
治
家・

水
田
の
素
顔
を
豊
富
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
明
ら

か
に
し
て
い
る
。

　

大
蔵
大
臣
と
党
政
調
会
長
を
各
７
回

務
め
、「
財
政
の
水
田
」
と
し
て
名
を
馳
せ

水
田
三
喜
男
の
足
跡
を
辿
る

た
水
田
が
、
政
治
家
を
目
指
す
原
点
は
敗

戦
だ
っ
た
と
い
う
。「
無
謀
な
戦
争
で
国
土

が
荒
廃
し
、
人
材
が
失
わ
れ
、
国
民
の
気

力
が
な
え
て
い
る
の
を
見
て『
こ
れ
は
い
か
ん
』

と
日
本
の
再
建
を
真
剣
に
考
え
た
」
の
だ
。

　

１
９
７
１
年
のニク
ソ
ン
・
ショッ
ク
か
ら
変

動
相
場
制
への
移
行
と
い
う
通
貨
戦
争
は
、

最
後
の
蔵
相
と
し
て
迎
え
た
。
虚
々
実
々

の
駆
け
引
き
を
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
く
だ
り

は
、
息
を
つ
か
せ
な
い
。
国
内
の
非
難
に
耐

え
て
、
水
田
は
〝
憎
ま
れ
役
〟
の
蔵
相
を

誠
心
誠
意
務
め
上
げ
た
。

　

教
育
者
と
し
て
の
水
田
は
、
創
立
50
周

年
を
迎
え
た
城
西
大
学
の
創
立
者
と
し
て

知
ら
れ
る
。
千
葉
県
房
総
半
島
の
村
に
生

ま
れ
、
関
東
大
震
災
後
、
旧
制
高
校
に
入

る
前
に
一
時
、
地
元
の
小
学
校
で
代
用
教

員
を
し
た
こ
と
が
教
育
に
関
心
を
持
つ
き
っ

か
け
だ
っ
た
。こ
ん
な
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

「
政
治
家
と
し
て
の
水
田
は
、
い
ず
れ
時
が

経
つ
に
つ
れ
て
忘
れ
去
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
水

田
は
政
治
家
で
あ
る
以
上
に
立
派
な
教
育

者
で
あ
り
た
い
」

　
「
水
田
は
比
類
な
き
勉
強
家
で
あ
り
、
ま

れ
に
見
る
清
廉
な
政
治
家
だっ
た
。
そ
し
て

政
治
に
正
義
と
共
通
善
を
求
め
る
、
求
道

家
で
も
あ
っ
た
」
と
、
筆
者
は
書
い
て
い
る
。

国
内
外
の
経
済
状
況
は
先
行
き
不
透
明
だ
。

政
治
家
の
劣
化
も
言
わ
れ
る
昨
今
、
水
田

は
今
の
日
本
を
ど
う
見
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

旧
水
田
家
住
宅

　

旧
水
田
家
住
宅
は
、
創
立
者
の
水
田
三

喜
男
先
生
の
生
家
で
あ
り
、
母
屋
、
長
屋

門
は
、
そ
の
生
誕
か
ら
安
房
中
学
校
進
学

ま
で
の
成
長
を
見
守
って
き
た
建
物
だ
＝
写

真
㊦
。

　

旧
水
田
家
が
存
す
る
旧
曽
呂
村
（
鴨

川
市
）
は
、
嶺
岡
山
脈
の
南
麓
を
東
か
ら

西
へ
通
じ
る
道
を
中
心
と
し
た
山
村
で
あ

り
、
嶺
岡
山
は
、
わ
が

国
酪
農
の
発
祥
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

母
屋
、
長
屋
門
は
、

百
数
十
年
以
上
経
て

居
り
、
貴
重
な
文
化

財
と
し
て
、
文
化
庁
に

登
録
さ
れ
て
い
る
。｢

学
問
を
通
じ
て
の
人

間
形
成
」
は
建
学
の
理
念
と
なっ
た
。
そ
の

母
胎
こ
そ
、ま
さ
に
、こ
の
家
屋
な
の
で
あ
る
。

　

生
家
付
近
に
は
外
房
と
内
房
を
結
ぶ
嶺

岡
林
道
が
走
り
、水
田
先
生
は
林
道
保
全

と
郷
土
の
活
性
化
を
願
い
、５
０
０
本
の
桜

を
植
栽
し
た
。
そ
の
桜
は「
水
田
桜
」と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
。

城西国際大学の歩み

と 蕗

う の

創
立
者

1905年
1912 年
1924 年

1931 年

1946 年

1955 年
1956 年
1957 年
1960 年

1960 年
1965 年
1965 年
1966 年
1967 年
1970 年
1971 年

1972 年

1976 年

4 月
4 月
3 月

3 月

4 月

11 月
12 月
2 月
7 月

12 月
1 月
4 月
12 月
2 月
3 月
7 月

1 月

4 月
12 月

千葉県安房郡曽呂村に出生
曽呂村尋常小学校入学
千葉県立安房中学校卒業

旧制水戸高等学校を経て京都帝国大学
法学部卒業

第 22 回衆議院選挙で自由党から出馬、
初当選

自由民主党結成、初代政調会長
石橋内閣、通産大臣
岸内閣、通産大臣
第 1 次池田内閣、大蔵大臣

第 2 次池田内閣、大蔵大臣
城西大学創立、初代理事長
城西大学開学式、初代学長（理事長兼務）
第 1 次佐藤内閣、大蔵大臣
第 2 次佐藤内閣、大蔵大臣
自民党政調会長
第 3 次佐藤内閣、大蔵大臣

日米首脳会議（佐藤栄作首相、水田三
喜男蔵相、福田赳夫外相、田中角栄通産相）

勲一等旭日大綬賞叙勲
病気にて急逝、享年 71 歳

水田三喜男 年表

1965年 学校法人城西大学設立認可

1992年 城西国際大学開学
経営情報学部経営情報学科、人文学部国際
文化学科開設

1996年 人文学部福祉文化学科・国際交流学科開設

1998年 留学生別科日本文化専修課程・日本語専修
課程開設

1999年 経営情報学部国際経営学科・福祉環境情報
学科開設

2001年 経営情報学部サービス経営システム学科、
人文学部メディア文化学科開設。留学生別
科ビジネス・情報専修課程開設

2004年 安房キャンパス開設
薬学部医療薬学科開設。福祉総合学部福祉
文化学科・福祉経営学科開設

2005年 東京紀尾井町キャンパス開設
経営情報学部総合経営学科開設

2006年 観光学部ウェルネスツーリズム学科開設。
薬学部医療薬学科開設

2007年 福祉総合学部福祉総合学科開設

2008年 人文学部を国際人文学部に改称

2010年 環境社会学部環境社会学科開設

2011年 メディア学部映像芸術コース開設

2012年 看護学部看護学科開設

2013年 紀尾井町キャンパス 3 号棟完成

2015年 学校法人城西大学創立50周年
2016年 福祉総合学部理学療法学科開設

2017年 創立25周年

2019 年 観光学部ウェルネスツーリズム学科を「観
光学部観光学科」に

（
簡
易
版
）

　東金キャンパス・本部棟３階に「創立者ギャラリー（FOUNDERS GALLERY）」が常
設された。2016年１月より一時、水田記念ホール横のスペース（ホワイエ［foyer］）に開
設されていたが、常設室に移転展示された。
　創立者の水田三喜男が千葉県鴨川に生まれ育った時代、安房中学・水戸高校・京都
大学で学んだ時代や政治家、大蔵大臣として日本の戦後復興に努力した姿、大学設立
までの苦労を写真などで描き出している。当時の多数の写真のほか新聞記事、自筆の俳
句などが展示されている。

本部棟３階常設室に移転展示創立者ギャラリーオープン

―
―
い
わ
ば
ア
マ
野
球
の「
本
道
」を

歩
ん
で
来
ら
れ
ま
し
た
が
、そ
も
そ

も
野
球
と
の
出
会
い
は
？

　

小
学
生
当
時
、天
理
市
内
に
は
田
ん

ぼ
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。稲
刈
り
が
終

わ
っ
た
田
ん
ぼ
で
よ
く
三
角
ベ
ー
ス
を
や

り
ま
し
た
。竹
の
バッ
ト
で
。左
利
き
で
し

た
が
、食
事
と
書
く
の
は
、「
右
手
で
」と

い
う
こ
と
で
、習
字
を
習
い
行
か
さ
れ

ま
し
た
。そ
れ
以
外
は
、い
ま
で
も「
左
」

で
す
。中
学
校（
天
理
南
中
）で
野
球
部

に
入
り
、投
手
と
一
塁
手
を
や
り
ま
し

た
。

―
―
中
学
で
は
県
大
会
で
優
勝
す
る

な
ど
活
躍
し
ま
し
た
が
、天
理
高
校

に
進
学
し
ま
す
。こ
こ
で
学
ん
だ
こ

と
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
？

　

指
導
者
は
、西
村
功
さ
ん
と
い
う
青

年
監
督
で
し
た
。宗
教
系
の
高
校
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、あ
い
さ
つ・
礼
儀
、清

掃
・
整
理
整
頓
な
ど
基
本
的
な
こ
と
の

大
切
さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。「
野
球
が

で
き
る
の
は
、支
え
て
い
る
人
々
が
い
る

か
ら
だ
。自
分
を
大
事
に
し
な
が
ら
、人

に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
る

な
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。「
一
手
一
つ
」と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。「
手
を
携
え

て
、一
緒
に
な
っ
て
や
っ
て
い
く
」と
い
う

意
味
で
す
。「
ワ
ン
チ
ー
ム
」に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

―
―
天
理
高
校
時
代
に
、こ
う
し
た
指

導
が
あ
り
、好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

そ
し
て
早
稲
田
大
学
に
進
み
ま
す
。

　

高
校
１
年
の
秋
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー（
一

塁
手
）で
し
た
。２
年
の
夏
に
甲
子
園
に

初
出
場
し
ま
し
た
。翌
年
は
主
将
で
投

Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
て

手
と
し
て
セ
ン
バツ
に
も
初
出
場
。高
校

２
年
の
時
に
、韓
国
の
高
校
選
抜
と
の

日
韓
戦
の
メ
ン
バ
ー
に
も
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

大
学
進
学
は
、他
の
大
学
に
行
く
こ

と
も
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、華
や
か
な

早
慶
戦
に
も
憧
れ
、早
稲
田
に
絞
り
ま

し
た
。教
育
学
部
教
育
学
科
に
一
般
受

験
で
、「
落
ち
た
ら
浪
人
」を
覚
悟
で
、

勉
強
し
、受
か
り
ま
し
た
。同
期
生
に
、

山
倉
和
博
捕
手（
巨
人
）ら
が
い
ま
す
。

当
時
の
東
京
六
大
学
は
、の
ち
に
プ
ロ
野

球
の
巨
人
軍
で
活
躍
す
る
、同
期
生
の

江
川
卓
投
手
ら
好
選
手
を
揃
え
た
法

政
大
学
の
黄
金
時
代
で
し
た
。そ
れ
で

も
２
年
生
の
時
に
は
日
米
大
学
野
球
の

選
抜
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
、米
国
遠
征
を

し
ま
し
た
。

―
―
そ
の
後
、日
本
生
命
を
経
て
城
西

国
際
大
学
の
監
督
に
な
り
ま
す
。そ

の
指
導
に
当
た
っ
て
ど
う
い
う
方
針

　

佐
藤
清
監
督
は
、
天
理
高
校
（
奈
良
）や
早
稲
田
大
学
、
日
本
生
命
、
と
い
う
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
の
名
門
チ
ー
ム
で
左
打
者
の
ス
ラ
ッ

ガ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
２
０
０
７
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
硬
式
野
球
部
の
指
導
者
と
な
っ
た
。
春
・
秋
の
千
葉
県
リ
ー
グ
で
優
勝
を
重
ね
、

１
９
９
２
年
の
創
部
以
来
の
念
願
だ
っ
た
春
の
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会
出
場
を
２
０
１
５
年
に
実
現
さ
せ
た
。
昨
年
春
に

も
２
度
目
の
出
場
を
果
た
し
た
う
え
、
秋
に
は
関
東
地
区
大
学
野
球
選
手
権
大
会
で
初
優
勝
。
続
く
明
治
神
宮
野
球
大
会
で
は

準
決
勝
に
進
み
、
慶
応
大
学
に
敗
れ
た
が
、
ベ
ス
ト
４
に
。
そ
の
佐
藤
監
督
に
野
球
と
の
出
会
い
、
指
導
理
念
な
ど
を
聞
い
た
。

SportsSports

佐
藤
清

硬
式
野
球
部
監
督

佐藤清監督の経歴
　奈良県天理市出身。天理高校卒業後、1974年に早
稲田大学に入学。同期生に山倉選手のほか、現在、
城西国際大学でコーチをつとめる道方さんらがいた。
高校入学時に身長は、すでに１㍍87㌢あった大型選
手。そのスラッガーと豪腕・江川投手との対決は神
宮球場を湧かせた。早稲田大を卒業後、日本生命に
入り、37歳で完全引退するまで15年間、選手、コー
チとして、アマ野球の最高峰といわれる都市対抗野
球大会、社会人野球選手権大会で優勝を果たす。こ
の間、母校の早稲田大の第15代、14人目の監督（1995
〜98）も務めた。
　2007年に城西国際大学の監督に就任。宇佐見真吾
選手（日本ハム）らプロ野球、社会人野球で活躍し
ている選手を育てている。

「
一
手
一
つ
」―
―
人
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず

で
選
手
ら
に
臨
み
ま
し
た
か
。

　

や
は
り
、「
あ
い
さ
つ
な
ど
基
本
的
な

こ
と
を
大
切
に
」で
す
ね
。基
本
的
な

も
の
の
考
え
方
、行
動
を
身
に
つ
け
る
こ

と
、あ
い
さ
つ
、返
事
は
人
と
し
て
最
も

重
要
で
あ
り
、〝
反
応
〟は
試
合
に
お
い

て
大
切
な
こ
と
で
す
。そ
し
て
、キ
ャッ
チ

ボ
ー
ル
、走
り
方
で
も
基
本
が
大
事
。そ

れ
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
れ
ば
正
し
い
練

習
が
で
き
、上
手
に
な
れ
る
し
試
合
に

勝
て
る
。足
元
、土
台
を
固
め
る
。我
流

で
は
だ
め
。基
本
技
が
大
事
で
す
。そ
れ

が
常
日
頃
、選
手
ら
に
言
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。

　

学
生
な
の
で
、学
業
も
お
ろ
そ
か
に

せ
ず
、野
球
と
の
両
立
に
努
め
て
ほ
し

い
。

選手たちを指導する佐藤監督＝水田記念球場で2019年２月撮影

試
合
で
の
反
応
は
基
本
技
か
ら

15



最優秀選手賞（初）、ベストナイン〈捕手〉（２回目）

最多勝（２回目）、ベストナイン〈投手〉（２回目）

ベストナイン〈外野手〉（２回目）

梅田裕斗（４年・長崎日本大学）

中島隼也（３年・仙台育英）

岸添有哉（４年・生浜）　村上公康（３年・西条）

　

千
葉
県
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦

の
優
勝
を
果
た
し
た
城
西
国
際
大
は
、

準
々
決
勝
か
ら
出
場
し
、首
都
大
学
連

盟
２
位
の
武
蔵
大
学
と
対
戦
。三
回

表
、１
番・岸
添
有
哉（
４
年・生
浜
）、３

番・篠
﨑
高
志（
３
年・作
新
学
院
）の
安

打
と
、５
番・村
上
公
康（
３
年
、西
条
）

の
二
塁
打
で
２
点
を
先
制
。そ
の
裏
に

１
点
を
失
っ
た
も
の
の
先
発
の
中
島
が

５
安
打
１
失
点
の
完
投
。四
回
か
ら
は
、

三
塁
を
踏
ま
せ
な
い
好
投
ぶ
り
だ
っ
た
。

球
速
１
４
０
㌔
台
の
速
球
と
カ
ー
ブ
、

チ
ェン
ジ
ア
ッ
プ
を
織
り
交
ぜ
た
投
球
は

見
事
だ
っ
た
。

　

神
宮
大
会
に
出
場
が

か
か
る
準
決
勝
で
、城

西
国
際
大
は
、白
鴎
大

学
を
破
っ
た
。先
発
し
た

舘
が
３
安
打
２
四
球
の

完
封
劇
を
演
じ
た
。白

鴎
打
線
に
的
を
絞
ら
せ

な
かっ
た
。

　

春
の
リ
ー
グ
戦
期
間

中
、舘
は
存
在
感
が
大

き
い
と
は
言
え
な
か
っ
た

が
、秋
に
頭
角
を
現
し

て
き
た
。前
日
は
中
島

が
武
蔵
大
を
１
失
点
完

投
、そ
し
て
悲
願
の
神

　

準
決
勝
の
相
手
の
慶
応
大

学
は
、プ
ロ
野
球
に
ド
ラ
フ
ト
指
名
さ
れ

た
選
手
を
多
く
抱
え
、秋
の
東
京
六
大

学
野
球
リ
ー
グ
で
は
、37
回
目
の
優
勝

1617

秋季リーグ戦で優勝し監督胴上げ

宮
切
符
を
か
け
た
大
一
番
は
舘
が
投
げ

き
っ
た
。

　

決
勝
戦
の
相
手
は
、東
海
大
学（
首

都
大
学
野
球
連
盟
代
表
１
位
）。首
都

大
学
連
盟
の
み
な
ら
ず
、「
大
学
野
球

の
雄
」と
い
え
る
実
績
を
誇
る
。相
手
に

と
っ
て
不
足
は
な
い
。城
西
国
際
大
学

は
、中
島
隼
也（
３
年
・
仙
台
育
英
）が

登
板
し
、一
回
裏
こ
そ
本
塁
打
を
許
し
、

１
点
先
制
さ
れ
た
が
、そ
の
後
は
、安
定

し
た
ピッ
チ
ン
グ
を
続
け
た
。

　

試
合
が
動
い
た
の
は
四
回
。城
西
国

際
大
学
は
、５
番・村
上
の
三
塁
打
、眞

田
啓
伍（
２
年
・
千
葉
英
和
）の
タ
イ
ム

リ
ー
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
２
点
を
挙
げ
、逆
転

し
た
。そ
の
裏
、東
海
大
に
同
点
に
追

い
つ
か
れ
た
が
、五
回
、４
番・浪
川
広
之

（
１
年
・
創
価
）の
二
塁
打
、６
番
の
主

将
・
梅
田
裕
斗（
４
年
・
長
崎
日
大
）の

内
野
安
打
な
ど
で
２
点
を
加
え
、試
合

を
ほ
ぼ
決
め
た
。エ
ー
ス
中
島
は
、七
回

で
交
代
し
た
が
、こ
の
時
点
で
も
球
速

１
４
０
㌔
台
を
マ
ー
ク
し
て
い
た
。中
島

の
あ
と
は
、島
袋
琢
也（
１
年
・
長
崎
日

大
）、そ
し
て
、準
決
勝
で
完
封
勝
ち
し

た
舘
和
弥（
３
年
・
平
塚
学
園
）へ
の
投

手
リ
レ
ー
と
な
り
、逃
げ
き
っ
た
。

　

こ
の
大
会
の
最
優
秀
選
手
に
は
舘
が

千葉県
リーグ戦

監督采配
光った

シーズン2019

大会の最優秀選手に選ばれた舘 最優秀投手賞を受賞した中島

横浜
市長杯

争奪

関
東　
大
学
野
球
選
手
権 

第15回

地区

優
勝

２
季
連
続
６
度
目
優
勝　
　

春
秋
連
覇

　

神
宮
球
場
で
準
々
決
勝
が
行
わ
れ
、

千
葉
県
大
学
連
盟
１
位
、関
東
５
連
盟

第
１
代
表
の
城
西
国
際
大
は
広
島
経

済
大（
中
国・四
国
３
連
盟
代
表
）を
５

―
３
で
下
し
て
初
戦
を
突
破
、４
強
入

り
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
は
、早
く
も
二
回
裏
、６
番
・

梅
田
が
四
球
で
出
塁
。８
番
・
中
島
、９

　

関
東
地
区
大
学
野
球
選
手
権
大
会
に
先
立
つ

千
葉
県
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
は
、第
４
節

ま
で
全
勝（
勝
ち
点
４
）で
、最
終
節
を
待
た
ず
秋

季
リ
ー
グ
戦
の
優
勝
が
決
定
し
、初
の
春
秋
連
覇

を
達
成
し
た
。リ
ー
グ
戦
の
優
勝
は
通
算
６

度
目
。最
終
的
に
10
勝
１
敗
勝
ち

点
５
で
秋
季
リ
ー
グ
戦
を
終
了
し
、

２
季
連
続
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

秋
季
リ
ー
グ
戦
の
個
人
成
績
が
発
表

さ
れ
、４
名
の
選
手
が
選
出
さ

れ
た
。

惜しくも準決勝で
敗
れ
る

慶応大戦でチーム初安打を放った岸添

※選手の学年などは
２０１９年秋現在

を
決
め
た
。最
終
週
の
早
慶
戦
に
連
勝

す
れ
ば
91
年
ぶ
り
の
全
勝
優
勝
、と
い

う
勢
い
の
あ
る
チ
ー
ム
だ
。

　

そ
の「
陸
の
王
者
」と
の
戦
い
は
、興

味
深
か
っ
た
。佐
藤
監
督
、道
方
コ
ー
チ

は
、と
も
に
早
大
の
選
手
と
し
て
早
慶

戦
に
臨
ん
で
い
る
。エ
ー
ス
の
中
島
は
、慶

応
主
将
の
郡
司
と
仙
台
育
英
高
時
代

に
バッ
テ
リ
ー
を
組
ん
だ
。

　

先
制
し
た
の
は
慶
応
。一
回
、先
発
の

館
が
左
越
え
の
本
塁
打
を
浴
び
て
１
点

を
献
上
。二
回
に
も
、追
加
点
を
与
え

た
。城
西
国
際
大
学
も
四
回
、梅
田
の

■プロフィール
部　長：七井誠一郎
　　　　（経営情報学部教授）
監　督：佐藤　清
コーチ：田中成明
コーチ：道方友康
主　将：梅田裕斗

　

硬
式
野
球
部

選
ば
れ
た
。ま

た
、中
島
が
最
優

秀
投
手
賞
を
受
賞

し
た
。強
豪
・
東
海
大
を

相
手
に
、若
い
チ
ー
ム
を
ま

と
め
、勝
利
に
導
い
た
主

将
・
梅
田
の
存
在
感
も
大

き
かっ
た
。佐
藤
清
監
督
の
采
配
が
光
っ

た
。

初

初
出
場
―
―
ベ
ス
ト
４
進
出

明
治
神
宮
野
球
大
会　
　
に

（　
　

  

）

第
50
回

記
念
大
会

番
・
吉
田
の
下
位
打
線
の
連
打
で
ま
ず

１
点
。さ
ら
に
１
番・岸
添
、２
番・山
田

の
連
打
な
ど
で
３
点
を
先
制
し
た
。四

回
に
も
１
年
生
の
４
番
打
者
、浪
川
の

タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ
ト
で
１
点
、六
回
も
一

死
満
塁
の
好
機
に
浪
川
が
右
翼
に
犠

牲
フ
ラ
イ
で
１
点
を
加
点
し
、５
―
０
で

ほ
ぼ
試
合
を
決
め
た
。先
発
し
た
エ
ー

ス
中
島
は
、七
回
ま
で
無
失
点
に
抑
え

た
。し
か
し
、五
回
で
投
球
数
が
１
０
０

球
を
超
え
、終
盤
の
八
回
に
２
失
点
。九

回
に
も
１
点
を
失
っ
た
が
、最
後
ま
で
マ

ウ
ン
ド
を
守
っ
た
。被
安
打
７
失
点
３
、

１
８
２
球
の
完
投
勝
利
だ
っ
た
。

広島経大戦で２安打２打点の浪川

――
安
打
数
は
ほ
ぼ
互
角
タ
イ
ム
リ
ー
二
塁
打
で
１
点
を
返
し
た
。

し
か
し
、六
回
に
１
点
を
与
え
、七
回
に

は
３
点
を
失
っ
て
慶
応
に
突
き
放
さ
れ

た
。１
―
６
と
い
う
ス
コ
ア
だ
が
、安
打
数

で
は
慶
応
の
７
本
に
対
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｕ
は

５
本
と
遜
色
な
く
、健
闘
し
た
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

　第28回東関東大学軟式野球連盟秋季リーグ戦（２０１９年）で観光学部軟式野球部が優勝、城西国際大学軟式野球部（東金
キャンパス）が準優勝し、両軟式野球部が第40回東日本大学軟式野球選手権大会に出場した。ともに帝京大学などのライバ
ル校を破って「東日本」に進出する快挙だ。

ＪＩＵ２チームが完全制覇
東関東大学軟式野球秋季リーグ

　

東
関
東
大
学
軟
式
野
球
連
盟
秋
季

リ
ー
グ
戦
は
、東
リ
ー
グ・
西
リ
ー
グ
を

勝
ち
抜
い
た
上
位
３
チ
ー
ム
で
代
表
決

定
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、優
勝
を
争
っ
た
。

そ
の
中
で
城
西
国
際
大
学
軟
式
野
球
部

（
東
金
）の
健
闘
が
光
っ
た
。11
年
ぶ
り

の
東
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手
権
大

会
出
場
で
あ
る
。メ
ン
バ
ー
は
２
年
生・３

年
生
が
中
心
で
、勝
利
し
た
試
合
は
全

て
先
制
し
た
。

　

城
西
国
際
大
学
軟
式
野
球
部（
東

金
）の
秋
季
リ
ー
グ（
東
リ
ー
グ
）の
戦
績

は
、次
の
通
り
。

■ 

城
西
国
際
大
学

   
軟
式
野
球
部（
東
金
）

秋季リーグ（東リーグ）戦
８月23日 第１戦 対・神田外語大学 ６−３［勝］
８月27日 第２戦 対・国際武道大学 ５−１［勝］
８月29日 第３戦 対・日本大学生産工学部 ６−２［勝］
９月23日 第４戦 対・城西国際大学観光学部 １−８［負］

決勝リーグ
 ９ 月27日 第１戦 対・日本大学経済学部 ０−７［負］
10月３日 第２戦 対・日本大学理工学部 ３−２［勝］
10月５日 第３戦 対・帝京大学 ９−４［勝］

開会式で大学の部を代表して選
手宣誓に立った主将・梅田（左）

＆軟式野球部観光学部 軟式野球部東金

関東地区大学野球選手権大会で優勝を決めマウンドに集まった選手たち

佐藤監督を囲みイニング間ミーティング＝明治神宮野球大会で
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地域に開かれた大学美術館 水田
美術館　城西国際大学水田美術館は、創立者の水田三喜男が収集した浮

世絵を中心とした２００点余りからなる「水田コレクション」と、千葉
の風景やゆかりの物語が描かれた浮世絵と近代木版画を中心とした「ＪＩＵコレクショ
ン」を所蔵している。
　浮世絵関連の企画、山武地域を中心とする千葉ゆかりの文化の紹介、学部・学生との
連携を３つの柱として、企画展、および講演会やギャラリートークなどを開催している。

長
原
梅
園・平
井
連
山《
太
夫
雛
祭
り
図
》部
分

歌
川
国
貞《
不
知
火
諾
右
エ
門・小
柳
常
吉
》

水
田
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

四
季
の
風
物
詩

５月12日（火）～30日（土）　日・月休み

相
撲
浮
世
絵

房
総
の
力
士
た
ち

10月31日（土）～11月28日（土）予定　日・月・祝休み、ただし11月1日は開館

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
は
、開
学
以
来
、

「
地
域
振
興
と
ス
ポ
ー
ツ
」

も
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、高
校
生
、

中
学
生
、小
学
生
ら
に「
ス

ポ
ー
ツ
の
場
」を
提
供
し
て

き
た
。

　

２
０
１
９
年
12
月
26
日
、東
金
キ
ャ
ン

パス
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー
で「
第
19

回 

水
田
三
喜
男
杯
争
奪
選
抜
高
等
学

校
柔
道
大
会
」を
開
催
し
た
。

　

男
子
決
勝
は
初
優
勝
を
目
指
す
市

　

２
０
２
０
年
２
月
２
日
、「
第
19
回 

水
田
三
喜
男
旗
争
奪
選
抜
高
等
学
校

剣
道
大
会
」を
、同
じ
く
ス
ポ
ー
ツ
文

化
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
た
。本

大
会
は
学
校
法
人
城
西
大
学
創
設
者

で
あ
る
水
田
三
喜
男
が
志
し
た
文
武

両
道
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、心
身
の
優

れ
た
人
材
育
成
を
目
指
し
実
施
さ
れ

た
冠
旗
争
奪
剣
道
大
会
。当
日
は
全

国
か
ら
96
チ
ー
ム
が
出
場
し
、熱
戦
を

展
開
し
た
。

　

男
子
は
桐
蔭
学
園
高
校（
神
奈
川
）

と
東
海
大
学
付
属
浦
安
高
校（
千
葉
）

の
決
勝
戦
と
な
り
、桐
蔭
学
園
高
校
が

４
年
ぶ
り
２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し

た
。女
子
は
２
年
連
続
の
決
勝
進
出
で

　

２
月
８
日
、「
第
７
回 

川
淵
三
郎
杯 

城
西
国
際
大
学
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
」

を
高
円
宮
殿
下
記
念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

で
開
催
し
た
。

　

同
大
会
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
次

世
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
な
育
成

に
寄
与
し
、サ
ッ
カ
ー
の
普
及
・
発
展
に

努
め
、地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

す
る
こ
と
が
目
的
。今
回
で
７
回
を
迎

え「
城
西
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
」と
し
て
地

元
に
定
着
し
て
い
る
。

　

こ
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
を
支
え
て
い
る

の
が
高
円
宮
殿
下
記
念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
。２
０
１
２
年
５
月
、創
立
20
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、公
式
試

　

観
光
学
部
軟
式
野
球
部
は
、

東
関
東
大
学
軟
式
野
球
連
盟
秋

季
リ
ー
グ
戦
で
３
年
連
続
４
度
目

の
優
勝
を
果
た
し
た
。東
リ
ー
グ
戦
を
４

戦
全
勝
、東
リ
ー
グ
首
位
で
代
表
決
定

リ
ー
グ
戦
に
進
ん
だ
。代
表
決
定
リ
ー
グ

戦
で
は
、第
１
戦
は
日
本
大
学
経
済
学

部
に
６
―
１
、第
２
戦
は
日
本
大
学
理

工
学
部
に
５
―
０
、第
３
戦
は
帝
京
大

学
に
３
―
２
で
勝
利
し
た
。久
保
田
虎
汰

（
３
年・松
山
商
業
）ら
投
手
陣
は
リ
ー

グ
戦・決
定
リ
ー
グ
戦
の
７
試
合
を
計
４

失
点
に
抑
え
る
力
投
ぶ
り
。応
援
に
駆

け
付
け
た
観
光
学
部
協
力
会
、観
光
学

部
軟
式
野
球
部
後
援
会
、鴨
川
市
民
、

　

東
関
東
大
学
軟
式
野
球
連

盟
秋
季
リ
ー
グ
で
優
勝
し
た
観

光
学
部
軟
式
野
球
部
と
、同

準
優
勝
の
城
西
国
際
大
学
軟

式
野
球
部（
東
金
）は
、11
月
１

日
か
ら
神
奈
川
県
内
で
開
催

さ
れ
た
第
40
回
東
日
本
大
学

軟
式
野
球
選
手
権
大
会
に
出

場
。城
西
国
際
大
学
軟
式
野

球
部（
東
金
）は
惜
し
く
も
初

戦
で
信
州
大
学
長
野
に
敗
れ

た
が
、観
光
学
部
軟
式
野
球
部

は
快
進
撃
を
続
け
た
。初
戦
で

は
駒
澤
大
学
を
５
―
２
で
破

り
、２
回
戦
で
は
流
通
経
済
大

学
を
９
―
２
で
快
勝
し
、準
々

決
勝
に
臨
ん
だ
。こ
の
日
も
作

新
学
院
を
相
手
に
踏
ん
張
り
、

５
―
２
で
逃
げ
切
っ
た
。

　

準
決
勝
は
、日
本
体
育
大
が

相
手
。試
合
は
３
―
３
で
延
長

戦
に
も
つ
れ
込
ん
だ
が
、十
回
、

東日本大学軟式野球選手権大会の戦績
第1回戦 ５−２ 駒澤大学
第2回戦 ９−２ 流通経済大学（八回コールド）
第3回戦 ５−２ 作新学院大学
準 決 勝 ４−３ 日本体育大学
決　　勝 ６−５ 白鴎大学

秋季リーグ（東リーグ）戦
 ８月29日 第１戦 対・神田外語大学 13−０［勝］
９月１日 第２戦 対・日本大学生産工学部 11−０［勝］
９月４日 第３戦 対・国際武道大学 ９ −０［勝］
９月23日 第４戦 対・城西国際大学東金 ８ −１［勝］

決勝リーグ
９月26日 第１戦 対・日本大学経済学部 ６−１［勝］
９月26日 第２戦 対・日本大学理工学部 ５−０［勝］
10月８日 第３戦 対・帝京大学 ３−２［勝］

学
生
、教
職
員
ら
は
、惜
し
み
な
い
拍
手

を
送
っ
た
。

　

観
光
学
部
軟
式
野
球
部
は
、今
年
で

創
部
10
年
。そ
れ
に
花
を
添
え
た
。選
手

た
ち
は
、創
部
以
来
、指
導
し
て
く
だ
さ

る
河
上
國
男
監
督
を
、感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
胴
上
げ
し
た
＝
写
真
。

　

観
光
学
部
軟
式
野
球
部
の
秋
季
リ
ー

グ（
東
リ
ー
グ
）の
戦
績
は
、次
の
通
り
。

大
会
規
定
に
よ
っ
て
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
の

末
、４
―
３
で
日
本
体
育
大
学
に
勝
利

し
た
。大
接
戦
だ
っ
た
。こ
の
回
、タ
イ
ブ

レ
ー
ク
規
定
の
無
死
一
、二
塁
で
ス
タ
ー

ト
。そ
の
表
、６
番
の
西
田
有
宇
喜（
３

年・松
山
商
業
）の
キ
ャッ
チ
ャ
ー
ゴ
ロ
の

間
に
、走
者
が
進
塁
し
、一
死
二
、三
塁

に
。続
く
池
内
海
斗（
２
年
・
松
山
商

業
）が
四
球
を
選
び
、満
塁
に
。さ
ら
に

久
保
田
力（
１
年
・
宇
和
）も
四
球
、押

し
出
し
で
決
勝
点
を
挙
げ
た
。十
回
裏

は
、一
死
満
塁
の
ピ
ン
チ
を
迎
え
た
が
、

右
翼
フ
ラ
イ
を
捕
っ
た
田
坂
蒼
平（
２

年
・
今
治
北
）が
、ホ
ー
ム
へ
好
返
球
し
、

タ
ッ
チ
ア
ッ
プ
の
ラ
ン
ナ
ー
を
本
封
し
、併

殺
で
ゲ
ー
ム
セッ
ト
。

　

６
日
の
ス
タ
ジ
ア
ム
秦
野
で
の
決
勝

戦
。白
鴎
大
学（
北
関
東
大
学
軟
式
野

球
連
盟
第
二
代
表
）だ
。試
合
は
ま
た

も
延
長
戦
に
も
つ
れ
込
ん
だ
。大
会
規

定
に
よ
り
十
五
回
ま
で
は
、タ
イ
ブ
レ
ー

ク
は
行
わ
れ
な
い
。２
―
２
で
迎
え
た

十一回
表
に
白
鴎
大
に
３
点
を
許
し
、２

―
５
に
な
っ
た
。

　

だ
が
、驚
異
的
な
反
撃
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
裏
、一
死
か
ら
５
番
の
山
内
敬
太

（
１
年
・
松
山
商
業
）の
ヒ
ッ
ト
、西
田
の

四
球
な
ど
で
二
死
一
、二
塁
に
。ま
ず
、

８
番
の
久
保
田
が
中
前
打
を
打
ち
、

１
点
を
返
す
。続
く
９
番
の
石
家
健
哉

（
２
年
・
宇
和
）が
右
越
二
塁
打
で
さ

ら
に
１
点
。１
番
の
重
松
諭（
主
将
、３

年・今
治
北
）が
敬
遠
の
四
球
で
二
死
満

塁
。そ
し
て
２
番
の
高
橋
大
河（
２
年
・

志
学
館
）の
内
野
安
打
と
相
手
エ
ラ
ー

が
か
ら
み
二
者
が
生
還
し
、６
―
５
の
逆

転
勝
利
と
な
っ
た
。

　

こ
の
大
会
の
最
優
秀
投
手
に
久
保

田
虎
汰
、最
優
秀
選
手
に
重
松
が
選
ば

れ
た
。久
保
田
は
、流
通
経
済
大
戦
以

外
の
４
試
合
に
先
発
し
た
。そ
れ
を
久

保
田
力
、菅
大
輝（
１
年
・
宇
和
）の
リ

リ
ー
フ
陣
が
よ
く
支
え
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｕ
が
展
開
す
る
ス
ポ
ー
ツ〝
風
物
詩
〟

■ 

水
田
三
喜
男
杯
争
奪
選
抜
高
等
学
校
柔
道
大
会

■ 

水
田
三
喜
男
旗
争
奪
選
抜
高
等
学
校
剣
道
大
会

■ 

川
淵
三
郎
杯 

城
西
国
際
大
学
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

高
円
宮
殿
下
記
念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

立
習
志
野
高
校（
千
葉
）と
４
年
ぶ
り

優
勝
を
目
指
す
大
成
高
校（
愛
知
）の

対
戦
と
な
り
、大
成
高
校
が
勝
利
し
、

通
算
３
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

女
子
決
勝
は
、６
年
ぶ
り
の
決
勝
進

初
優
勝
を
目
指
す
翔
凛
高
校（
千
葉
）

と
磐
田
西
高
校（
静
岡
）の
決
勝
戦
と

な
り
、磐
田
西
高
校
が
初
優
勝
し
た
。

　

第
２
回
大
会
か
ら
出
場
し
て
い
る
韓

国
チ
ー
ム
は
今
年
も
韓
国
国
内
で
本

大
会
出
場
選
手
の

選
考
会
を
行
い
、

参
戦
す
る
も
惜
敗

し
、予
選
リ
ー
グ

を
勝
ち
上
が
れ
な

か
っ
た
。ま
た
今
回

初
め
て
女
子
チ
ー

ム
が
参
戦
し
、惜
し

く
も
予
選
リ
ー
グ

２
位
の
結
果
で
終

え
た
＝
写
真
。

※選手の学年は 2019 年当時

出
と
な
る
創
志
学
園
高
校
と
２
年
ぶ
り

の
優
勝
を
目
指
す
夙
川
高
校（
兵
庫
）

の
対
戦
と
な
り
、夙
川
高
校
が
勝
利
し
、

通
算
３
回
目
の
優
勝
を
つ
か
ん
だ
。

　

本
大
会
は
創
立
者
の
水
田
三
喜
男

先
生
が
柔
道
に
い
そ
し
ん
で
い
た
こ
と
に

ち
な
み
２
０
０
１
年
に
ス
タ
ー
ト
。現
在

で
は
全
国
の
強
豪
校
が
集
う
大
会
と
し

て
年
末
の
風
物
詩
と
な
って
い
る
。

　

山
武
郡
市
の
少
年
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

17
チ
ー
ム
が
集
い
、川
淵
三
郎
杯
を
め

ざ
し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、と
き
が
ね

Ｆ
Ｃ（
東
金
市
）が
第
１
回
大
会
以
来

２
度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

■ 観光学部軟式野球部　

地
域
と
ス
ポ
ー
ツ

全日本大学軟式野球連盟に規定により、夏に全国大会、
秋に西日本大会・東日本大会の開催となっている（　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　）

合
が
可
能
な
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

備
え
た
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
が
完
成
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
国
際
交
流
活
動
に

尽
力
し
た
高
円
宮
殿
下（
２
０
０
２

年
薨
去
）の
ご
功
績
を
称
え
、ま
た

そ
の
ご
遺
徳
を
次
代
に
継
承
す
べ

く「P
R

IN
C

E
 T

A
K

A
M

A
D

O
 

M
E

M
O

R
IA

L
 S

P
O

R
T

S
 P

A
R

K

（
高
円
宮
殿
下
記
念
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
）」と
命
名
さ
れ
た
。

　

竣
工
式
に
は
、高
円
宮
妃
殿
下
に

ご
臨
席
賜
り
、メ
モ
リ
ア
ル
ゲ
ー
ト
の
除

幕
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
は
、東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
に
隣
接
し
、サ
ッ

カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
お
よ

び
多
目
的
広
場
な
ど
の
施
設
を
有
し

て
い
る
。

　

サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、選
手
ら
の

健
康
管
理
に
配
慮
し
、夏
場
に
お
け
る

表
面
温
度
上
昇
を
抑
え
る
よ
う
な
人

工
芝
を
施
し
て
い
る
。ま
た
、ナ
イ
タ
ー

設
備
も
あ
り
、ピ
ッ
チ
に
は
観
覧
席
を

設
け
て
い
る
。ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
、監
督
室

や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、ロッ
カ
ー
ル
ー

ム
な
ど
を
設
け
る
と
と
も
に
、屋
上
に

観
覧
席
を
配
置
し
て
い
る
。ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
は
、サ
ッ
カ
ー
部
が
利
用
す
る

ほ
か
、青
少
年
の
育
成
な
ど
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
生
か
し
て
い
く
と
と
も

に
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
国
際
親
善
・

交
流
活
動
の
拠
点
と
し
て
も
活
用
し
て

い
る
。

観光学部軟式野球部 東日本大学選手権で優勝！
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日本映画史上の
銘品カメラ

「命の重さ」
―
―
第
二
次
大
戦
中
に
数
万
人
の
命
救
う

―
―
コ
ニ
カ
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
カ
メ
ラ
５
０
０
型

―
―
ワ
レ
ン
バ
ー
グ
氏
生
誕
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た

　
　

植
樹
式
ス
ポ
ッ
ト

　

２
０
２
０
年
は
、ナ
チ
ス・ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺（
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
）の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
ア

ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
が
解
放
さ
れ
て
か
ら
75
周
年
。１
月
27
日
に
は
、現
地
で
そ
の
追
悼
記

念
式
典
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

東
金
キ
ャ
ン
パス
の
水
田
図
書
館
横
の
広
場
。第
二
次
大
戦
中
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
命
を
救
っ
た
日
本

の
外
交
官・杉
原
千
畝
氏
が
有
名
だ
が
、こ
こ
に
は
、数
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
命
を
救
っ
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
外
交
官
ラ
ウ
ル・ワ
レ
ン
バ
ー
グ
氏
の
生
誕
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
植
樹
祭
を
行
っ
た
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
る
＝
写
真
。同
氏
は
、ハン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
赴
任・勤
務
し
、推
定
２
万
人
の
ハ

ン
ガ
リ
ー
系
ユ
ダ
ヤ
人
に
証
書
を
発
行
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
へ
出
国
さ
せ
た
、と
い
う
。 

　

２
０
１
２
年
10
月
に
行
わ
れ
た
記
念
植
樹
式
に
は
、ラ
ウ
ル・ワ
レ
ン
バ
ー
グ
氏
と
そ
の「
命
の
功

績
」に
深
く
関
わ
り
の
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、ハ
ン
ガ
リ
ー
、イ
ス
ラ
エ
ル
の
在
日
大
使
館
の
大
使
ら

や
本
学
関
係
者
、留
学
生
ら
が
参
加
し
た
。 　城西国際大学は、２０１０年６月、映画会社の名門「日活」と包括協定を締結した。メディ

ア学部映像芸術コースでは、産学連携を通して、映画の街・東京都調布市にある「日活撮
影所」で映像制作の実習授業を展開している。
　その協定締結に伴い、日活から学校法人城西大学に記念品として贈られたのが、「コニ
カラーシステムカメラ５００型」＝写真。１９５２年に開発された純国産カラー撮影カメラで、
浅丘ルリ子主演の日活初のカラー映画「緑はるかに」など総天然色映画が撮影されてき
た。カラーネガフィルムが開発される前に活躍したカラー映画システムの撮影カメラで、日本
の映画史上、貴重な価値を持つ銘品である。現在、東京紀尾井町キャンパスの３号棟正
面玄関に展示されている。

散歩

百 景
photoキ

ャ
ン
パ
ス
名
所



野
の

口
ぐ ち

 孝
こ う

之
の

介
す け

1997年
人文学部国際文化学科

（「国際人文学部」の前身）卒
業／７期生
医療法人 静和会 浅井病院
事務部長

菅
す が

谷
や

 奏
か な

さん
（４年）

　

千
葉
県
木
更
津
市
の
出
身
。「
七
五
三
」

の
お
祝
い
に
グ
ロ
ー
ブ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
も
ら
っ

た
の
が
き
っ
か
け
で
、
野
球
に
い
そ
し
む
よ
う
に

な
っ
た
。
高
校
は
県
立
君
津
商
業
に
進
み
、
野

球
部
に
入
る
。
小
・
中
・
高
校
と
も
、
ポ
ジ
シ
ョ

ン
は
シ
ョ
ー
ト
で
い
ず
れ
も
主
将
を
つ
と
め
た
。

　

君
津
商
業
の
野
球
部
出
身
の
先
輩
２
人
が
、

城
西
国
際
大
学
硬
式
野
球
部
に
い
た
こ
と
も

あ
り
、
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
受
け
た
。
入
部
し
た
の

は
、
40
人
ほ
ど
で
、
監
督
は
、
京
相
吉
孝
さ

ん
。
当
時
の
練
習
場
は
、い
ま
の
看
護
学
部
棟
、

薬
学
部
棟
な
ど
が
建
設
さ
れ
る
前
の
場
所
で
、

そ
こ
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ
っ
た
。
朝
７
時
か
ら
９
時

ま
で
が
全
体
練
習
、午
後
は
自
主
練
習
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
校
舎
建
設
の
た
め
、
３
〜
４
年
次

は
、
グ
ラ
ン
ド
が
使
え
ず
、
県
立
成
東
高
校
、

県
立
東
金
高
校
、
東
金
市
営
球
場
な
ど
を
借

り
て
の
練
習
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
時
間
を
や
り

く
り
し
、
朝
練
習
、
昼
間
の

自
主
練
習
は
、
高
校
の
野
球

部
が
練
習
し
な
い
東
金
高
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
夜
間
は
、
設
備
が

整
っ
て
い
る
成
東
高
校
で
行
う

な
ど
、
か
え
っ
て
練
習
時
間
が

増
え
た
。
３
年
生
の
夏
か
ら
レ

ギ
ュ
ラ
ー
。
当
時
、
同
期
生
に

「
甲
子
園
出
場
組
」
の
内
野

手
が
３
人
お
り
、
親
し
ん
で
き

た
シ
ョ
ー
ト
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
あ

き
ら
め
、
外
野
手
（
セ
ン
タ
ー
）

に
転
向
し
た
。
監
督
が
「
セ
ン

タ
ー
か
、ス
イ
ッ
チ
ヒ
ッ
タ
ー
（
右

打
者
で
も
左
打
者
と
し
て
も
打

　

千
葉
県
立
成
田
北
高
校
時
代
は
、ゴ
ル

フ
部
に
所
属
し
て
い
た
。母
が
ゴ
ル
フ
場
で

働
い
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、中
学
生
の
こ

ろ
か
ら
一
緒
に
、そ
の
ゴ
ル
フ
場
で
ク
ラ
ブ

を
振
っ
た
。中
学
の
時
、塾
通
い
を
し
た
が
、

そ
こ
の
先
生
は
薬
剤
師
の
仕
事
も
兼
務
し

て
い
た
。「
先
生
の
指
導
の
お
か
げ
で
化
学

が
好
き
に
な
っ
た
」と
い
う
。

　

大
学
は
、Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
薬
学
部
を
選
ん
だ
。

薬
剤
師
志
望
だ
。「
運
動
は
し
た
い
が
、本

格
的
な
ク
ラ
ブ
活
動
を
す
る
余
裕
・
時
間

が
な
い
」と
思
っ
て
い
た
。入
学
後
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、「
薬
学
部
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

サ
ー
ク
ル
」所
属
の
先
輩
た
ち
の
説
明
が
あ

り
、そ
れ
に
魅
か
れ
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
＝

写
真
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、１
〜
４
年
生
が
約
30
人
。

５
、６
年
生
を
含
め
る
と
約
50
人
。男
女

は
半
々
だ
。２
０
１
９
年
度
は
、全
体
練
習

を
木
曜
日
の
５
時
限
目
に
合
わ
せ
て
行
っ

た
。週
１
回
だ
。ち
ょ
う
ど
メ
ン
バ
ー
の
授
業

が
な
い
時
間
帯
が
選
ば
れ
た
。東
金
キ
ャ
ン

パ
ス
の
周
り
を
５
〜
６
㌔
走
る
。毎
年
、春

と
夏
に
１
泊
合
宿
を
す
る
。キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
18
㌔
離
れ
た
白
子
町
ま
で
走
っ
て
そ
こ

で
１
泊
し
、キ
ャ
ン
パ
ス
に
戻
っ
て
く
る
。個

人
的
に
は
、毎
日
の
よ
う
に
街
の
ジ
ム
に
通

い
、筋
ト
レ
を
欠
か
さ
な
い
。

　

サ
ー
ク
ル
の
メ
イ
ン
行
事
は
、名
前
の
通

り
、フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
出
場
で
あ
る
。毎
年

３
月
に
千
葉
県
佐
倉
市
行
わ
れ
る
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
に
は
、多
く
の
メ
ン
バ
ー
と
顧
問
の

病
院
の「
事
務
部
長
」兼「
野
球
部
監
督
」と
し
て

―
―
Ｊ
Ｉ
Ｕ
硬
式
野
球
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長
も
務
め
る

席
に
立
て
る
バッ
タ
ー
）
に
な
る
の
が
レ
ギ
ュ
ラ
ー

の
条
件
」と
い
う
方
針
を
示
し
た
か
ら
だ
。「
外

野
手
か
ら
内
野
手
へ
の
転
向
は
難
し
い
が
、
内

野
手
か
ら
外
野
手
は
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
ケ
ー
ス
が

多
い
」
と
い
う
。
４
年
次
は
副
主
将
、
部
員
は

１
３
０
人
を
数
え
た
。
在
学
中
、
大
学
創
立

10
周
年
の
記
念
の
年
に
県
リ
ー
グ
で
２
位
に
な
っ

た
。

　

卒
業
し
て
も
野
球
と
の
関
係
は
続
く
。
病

院
で
は
、「
グ
ル
ー
プ
経
営
企
画
チ
ー
ム 

チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー 

事
務
部
長
」
と
の
肩
書
を
持
ち
、

病
院
運
営
に
携
わ
る
が
、
４
年

前
か
ら
軟
式
野
球
部
の
監
督
で

も
あ
る
。
勤
務
す
る
医
療
法

人
は
、
病
院
、
ク
リ
ニッ
ク
の
ほ

か
介
護・福
祉
施
設
を
運
営
し
、

グ
ル
ー
プ
全
体
で
約
１
０
０
０

人
が
働
く
。
野
球
部
員
は
約

20
人
で
、
病
院
内
の
フ
ィ
ー
ル
ド

で
練
習
に
励
み
、
様
々
な
大
会

に
出
場
、
好
成
績
を
収
め
て
い

る
。

　

２
０
１
８
年
か
ら
は
、
城
西

国
際
大
学
の
硬
式
野
球
部
Ｏ

Ｂ
会
会
長
。
３
０
０
人
の
会
員

が
い
る
。

薬
学
部
の
先
生
方
と
一
緒
に
走
る
。レ
ー

ス
の
制
限
時
間
は
６
時
間
。そ
れ
を
超
え

る
と
レ
ー
ス
は
打
ち
切
ら
れ
る
。菅
谷
さ
ん

の
こ
れ
ま
で
の
記
録
は
５
時
間
半
。そ
れ
と

柏
市
で
行
わ
れ
る
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン（
20
㌔
）

に
も
参
加
し
て
い
る
。

　
「
薬
剤
師
と
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
い
ま
す
」と
菅
谷
さ
ん
。

林
は や し

 澪
れ い

奈
な

さん
2013年度
国際人文学部国際
交流学科卒業

鈴
す ず

木
き

朋
と も

樹
き

さん
2017年3月
経営情報学部卒業

東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
初
優
勝・大
会
新
記
録

23 22

　

鈴
木
朋
樹
選
手（
ト
ヨ
タ
自
動
車
）

は
、２
０
２
０
年
の
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
が
内
定
し
て
い
る
。３
月
２
日
に
行

わ
れ
た
東
京
マ
ラ
ソ
ン
の
車
い
す
部
門
で

は
、大
会
新
記
録
で
初
優
勝
を
飾
る
活

躍
だ
っ
た
。

　

車
い
す
部
門
は
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
マ
ル

セ
ル・フ
グ（
ス
イ
ス
）ら
有
力
な
海
外
選

手
が
欠
場
し
日
本
勢
の
争
い
に
な
っ
た

が
、鈴
木
選
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
落
ち

先輩に
エ　ルを

薬学部フルマラソンサークル

一緒
走る

一緒 走るに

一緒
走る
に

一緒
走る

一緒
走る
に

ず
、２
位
以
下
を
８
分
以
上
も
引
き
離

す
、圧
巻
の
ゴ
ー
ル
だ
っ
た（
写
真・毎
日

新
聞
か
ら
）。タ
イ
ム
は
１
時
間
21
分
52

秒
。

　

こ
の
快
挙
に
、翌
日
の
各
新
聞
朝
刊
は

「
車
い
す
男
女 
大
会
新
」、「
鈴
木 

初

制
覇
」な
ど
の
見
出
し
で
ス
ポ
ー
ツ
面
に

大
き
く
掲
載
し
た
。そ
れ
に
よ
る
と
、鈴

木
選
手
は
、10
㌔
手
前
か
ら
、早
く
も

意
表
を
つ
く
ス
パ
ー
ト
。こ
こ
か
ら
一
気

　

国
際
人
文
学
部
国

際
交
流
学
科
を
卒
業

後
、大
学
院
人
文
科
学

研
究
科
グ
ロ
ー
バルコ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
を

修
了
し
、現
在
は
協
定

校
で
あ
るM

anagement 
& Science U

niversity

（
Ｍ
Ｓ
Ｕ
／
マ
レ
ー
シ
ア
）

で
日
本
語
教
員
と
し

て
活
躍
し
て
い
る
。こ

の
た
び
、MS

U
 S

taff 
Award

（Best Industry 
Collaborative Effort

）

を
受
賞
し
た
。

　

林
さ
ん
は
、在
学
中

に
カ
ナ
ダ
へ
留
学
し
英

に
後
続
を
引
き
離
し
た
。独
走
が
続
い

た
が
、最
後
ま
で
ペ
ー
ス
を
落
と
さ
ず
、

ゴ
ー
ル
を
駆
け
抜
け
た
。こ
れ
ま
で
の
大

会
新
記
録
を
４
分
以
上
塗
り
か
え
た
。

　

鈴
木
選
手
の
専
門
は
、ト
ラ
ッ
ク
種

目
。パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
は
、マ
ラ

ソ
ン
と
と
も
に
ト
ラ
ッ
ク
種
目
に
照
準

を
合
わ
せ
、「
二
刀
流
」に
な
り
そ
う
だ
。

「
好
調
を
維
持
す
れ
ば
、東
京
パ
ラ
本

番
で
は
獅
子
奮
迅
の
活
躍
を
見
せ
て
く

語
力
を
高
め
た
後
、台
湾
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー

で
日
本
語
教
育
に
携
わ
る
な
ど
、在
学

時
よ
り
日
本
語
教
育
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
に
あ
るM

anagem
ent &

 
Science U

niversity

で
は
、毎
学
期
の

学
生
数
は
異
な
る
が
、１
ク
ラ
ス
お
よ
そ

20
〜
30
人
ほ
ど
の
学
生
た
ち
に
、ひ
ら
が

な
や
挨
拶
な
ど
の
初
級
レ
ベ
ル
か
ら
、日

本
語
を
教
え
て
い
る
。海
外
で
日
本
語

教
師
と
し
て
働
け
る
こ
と
に
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
る
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
卒
業
後
は
、空
港
内
の
販
売

店
で
販
売
員
と
し
て
２
年
間
弱
、勤
務

し
た
。様
々
な
国
か
ら
の
お
客
様
相
手

に
、英
語
で
も
接
客
し
た
。そ
の
後
、マ

レ
ー
シ
ア
で
日
本
語
を
教
え
る
こ
と
に

れ
る
は
ず
だ
」（
読
売
新
聞
）と
期
待
も

高
ま
る
。

　

一
躍
、鈴
木
選
手
が
注
目
さ
れ
る
存

在
に
な
っ
た
の
は
、こ
れ
も
東
京
マ
ラ
ソ
ン

（
２
０
１
５
年
）だ
っ
た
。当
時
、城
西
国

際
大
学
の
２
年
生
だ
っ
た
鈴
木
選
手
は
、

こ
の
初
マ
ラ
ソ
ン
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
。

　

車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
は
、42
・１
９
５
㌔
を

時
速
30
㌔
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
駆
け
抜

け
る
迫
力
あ
る
レ
ー
ス
。鈴
木
さ
ん
の
再

度
の
疾
走
ぶ
り
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。

な
っ
た
。

　

学
生
時
代
は
、学
部
２
年
次
に
カ
ナ

ダ
へ
留
学
し
英
語
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
励

み
、留
学
後
に
受
け
た
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス

コ
ア
は
留
学
前
か
ら
２
０
０
点
以
上
ア
ッ

プ
し
、留
学
で
英
語
力
を
鍛
え
た
こ
と

を
証
明
で
き
た
。

　

学
部
４
年
次
に
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」に
参
加
し
た
。

こ
の
研
修
で
は
、台
湾
の
提
携
大
学
で

実
施
さ
れ
て
い
る
日
本
語
教
育
の
授
業

で
、講
師
と
し
て
学
生
に
教
え
る
体
験
が

で
き
た
。事
前
研
修
で
は
教
案
を
練
っ
た

り
、教
材
を
作
成
し
た
り
様
々
な
準
備

を
し
た
。実
際
の
授
業
は
教
案
通
り
に
い

か
な
い
こ
と
も
あ
り
、授
業
準
備
も
想

像
以
上
に
大
変
。そ
の
よ
う
な
苦
労
も

―
―
２
０
２
０
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
内
定
選
手

―
―
マ
レ
ー
シ
ア
Ｊ
Ｉ
Ｕ
協
定
校
で
日
本
語
教
員
と
し
て
活
躍
中

受
賞

MSU Staff Award

含
め
て
、実
際
に
教
壇
に

立
て
た
こ
と
は
良
い
経
験

だ
っ
た
と
語
る
。

　

大
学
院
時
代
は
、独
立

行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
か
ら
の
助

成
を
受
け
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
大
学

で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
も
経
験
し
た
。

テ
ィ
ー
チ
ン
グ・ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、当

初
は
授
業
の
一
部
の
会
話
練
習
か
ら
会

話
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、の
ち
に

授
業
の
半
分
ほ
ど（
文
法
の
説
明
や
練

習
、漢
字
の
授
業
な
ど
）を
担
当
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
先
生
方
と
同
様
、オ
ス
ロ

大
学
の
先
生
方
も
、授
業
の
進
め
方
や

板
書
の
仕
方
を
は
じ
め
、良
い
授
業
を

す
る
た
め
の
技
術
を
熱
心
に
ご
指
導
し

て
く
だ
さ
っ
た
。本
当
に
感
謝
の
気
持
ち

で
いっ
ぱ
い
だ
」と
振
り
返
る
。

　
「
後
輩
の
皆
さ
ん
に
は
、英
語
に
特
に

力
を
入
れ
て
欲
し
い
。今
い
る
マ
レ
ー
シ
ア

は
、多
民
族
国
家
な
の
で
各
民
族
に
母

語
は
あ
る
が
、英
語
が
共
通
語
。英
語
が

話
せ
れ
ば
、生
活
で
は
困
ら
な
い
。ち
な

み
に
、日
本
語
の
授
業
も
文
法
の
説
明

な
ど
は
英
語
で
行
っ
て
い
る
。Ｊ
Ｉ
Ｕ
で

さ
ら
に
第
二
外
国
語
の
習
得
も
出
来
れ

ば
、も
っ
と
活
躍
の
舞
台
は
広
が
る
は
ず

で
す
。頑
張
っ
て
く
だ
さ
い（
大
学
Ｈ
Ｐ

よ
り
）」



―
―
会
議
所
の
監
事
の
ほ
か
に「
26

会
」の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。城

西
国
際
大
学
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
、と
聞
い
て
い
ま
す
が
、「
26

会
」は
、ど
ん
な
集
ま
り
で
す
か
。

　

東
金
に
「
東あ

ず
ま

会
」
と
い
う
集
ま
り

が
あ
り
ま
す
。
市
長
を
会
長
に
、
多

様
な
、
幅
広
い
団
体
・
組
織
の
人
々

が
参
集
し
ま
す
。
あ
る
時
、
こ
の
会

の
会
合
が
開
か
れ
た
後
で
、
有
志
が

集
ま
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
た
ま
た

ま
、
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
全
員
、
昭

和
26
年
（
１
９
５
１
年
）
生
ま
れ
で
、

そ
こ
か
ら
「
26
会
」
が
で
き
ま
し
た
。

13
年
前
で
す
。
任
意
の
会
で
、
会
長

も
置
か
ず
、
メ
ン
バ
ー
は
対
等
で
、
自

由
に
情
報
交
換
す
る
の
が
趣
旨
で
す
。

い
ま
、
会
員
は
24
人
い
ま
す
。

―
―
城
西
国
際
大
学
と
の
関
係
の

き
っ
か
け
は
。「
26
会
」
は
、硬
式
野

球
部
を
応
援
し
て
い
る
、と
聞
い
て

い
ま
す
が
。

　
「
26
会
」
の
会
合
に
硬
式
野
球
部

の
佐
藤
清
監
督
を
招
い
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
千
葉
県
リ
ー
グ
で
の
成
績
な
ど

を
報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
熱
心

な
指
導
、
選
手
ら
の
活
躍
に
「
会
の

メ
ン
バ
ー
で
硬
式
野
球
部
を
応
援
し
よ

う
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
練

習
場
の
水
田
記
念
球
場
に
「
必
勝
」

と
書
か
れ
た
、
縦
1
㍍
、
横
7
㍍
ほ

ど
の
横
断
幕
が
張
っ
て
あ
り
ま
す
。
い

ま
は
「
３
代
目
」
で
、
贈
呈
式
も
行

い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
選
手
に
差
し

入
れ
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
昨

年
秋
の
神
宮
大
会
に
は
応
援
に
行
き

ま
し
た
。

―
―
城
西
国
際
大
学
が
設
立
さ
れ
、

も
う
す
ぐ
30
年
が
経
ち
ま
す
。地
域

に
と
っ
て
大
学
の
存
在
は
大
き
い
で

し
ょ
う
か
。

　

例
え
ば
、
地
域
の
祭
礼
な
ど
で
も

城
西
国
際
大
学
の
学
生
の
協
力
が
な

け
れ
ば
、
や
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
硬
式

野
球
部
、
柔
道
部
の
選
手
た
ち
が
、

柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
学
生
が
東

ＪＩＵ選手の地域貢献に敬意　OBにも感謝

金
に
多
数
い
る
こ
と
自
体
が
、
街
を

活
気
づ
け
て
い
ま
す
。
佐
藤
清
監
督
も

「
学
生
は
全
国
か
ら
大
学
に
集
ま
っ
て

い
る
。
東
金
は
、
学
生
に
と
っ
て
『
第

二
ふ
る
さ
と
』。
祭
礼
な
ど
に
協
力

し
、
楽
し
む
の
は
当
然
の
こ
と
」
と
い

う
意
向
で
、
協
力
的
で
す
。

―
―
Ｊ
Ｒ
東
金
駅
の
近
く
で
１
４
０

年
続
く
老
舗
の
蕎
麦
店
を
切
り
回
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。東
金
市
内
に

城
西
国
際
大
学
が
開
設
さ
れ
て
以

来
、何
か
変
わ
り
ま
し
た
か
。

　

わ
た
し
の
店
に
限
っ
て
言
え
ば
、
ア

ル
バ
イ
ト
学
生
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
男
女
８
人
の
Ｊ
Ｉ
Ｕ
生
が
働
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
留
学
生
を
含

め
、
30
人
ほ
ど
の
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
学
生
に
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大

学
祭
と
い
っ
た
大
き
な
催
し
が
あ
る
時

は
、
現
役
の
学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
に
来

ら
れ
な
い
。
そ
の
時
は
、
か
つ
て
の
ア
ル

バ
イ
ト
生
、
つ
ま
り
、
社
会
人
に
な
っ

た
Ｏ
Ｂ
が
気
を
利
か
し
て
、
来
て
く
れ

ま
す
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、城
西
国
際
大
学
に
対

し
て
の
期
待・要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

　

実
は
、
店
を
継
ぐ
予
定
の
長
男
も

城
西
国
際
大
学
経
営
情
報
学
部
の
５

期
生
で
す
。
長
男
が
学
ん
だ
大
学
で

も
あ
り
、
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
議
所
で
は
、
地
域
貢
献
を

評
価
し
、
昨
年
11
月
の
大
学
祭
「
Ｊ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

小お

川が

わ 

敏と

し

彦ひ

こ 

東
金
商
工
会
議
所
監
事

Ｉ
Ｕ
フェス
テ
ィ
バ
ル
」
で
硬
式
野
球
部

に
表
彰
状
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
優
秀
な
選
手
や
運
動
部
に

対
し
て
敬
意
を
表
し
て
表
彰
し
て
い
き

た
い
。
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　明治維新は、東金の地にも大きな変化をもたらした。宮谷
県・木更津県を経て千葉県になり、1869年（明治22年）、大
日本帝国憲法が公布され、この年、全国的に町村合併が行
われた。東金周辺も、これにより、東金町・公平村・丘山村・
大和村・正気村・豊成村・福岡村・源村の１町７村に、また、
1897年（明治30年）には、山辺と武射の２郡を一つにして
山武郡となった。
　1900年（明治33年）には、房総鉄道の東金・大網間が開
通し、東金駅ができる。1911年（明治44年）には、東金・成
東間も開通し、求名駅が出来た。交通網の整備など町として
の基盤が整いつつあった。
　それに、水を差したのが1923年（大正12年）９月1日に発
生した関東大震災だった。千葉県ももちろん被害を受け、安
房郡、君津郡などの被害は甚大だった。山武郡や東金町は、
軽微だったが、停電、鉄道網の寸断を余儀なくされた。東京

方面からの被災民のため、東金駅前にテントを張って炊き出
しを行った。
　そして、昭和へ。日中戦争が泥沼化し、1941年（昭和16
年）12月には、太平洋戦争が開戦した。県の指定校で、参観
者が絶えなかった東金小学校も、この年の4月に看板を東金
国民学校に書き改められた。学校目標として「大和魂」を意
味するような「東金魂」の樹立、が掲げられ、戦時下の教育
が推し進められた。
　戦況の悪化で、米国のB29の空襲が始まり、東京は焼け
野原になるが、その進入路や退路は九十九里浜周辺。また、
米軍の九十九里浜上陸の可能性も指摘された。東金には、
陣地が構築され、各所に部隊・兵員が配置された。市民は、
空襲警報、米軍上陸におののく生活を余儀なくされた。

（東金市発行『東金市史 通史編』、『東金讃歌』資料などを参考）

大正・昭和（戦前）
――震災から戦時下へ揺らぐ市民の暮らし

The  Interview

〔略歴〕1951年、東金市
生まれ、68歳。1970年、
千葉県立東金商業高校
卒業。浅草・雷門の蕎麦
店で修業後、蕎麦店「東
京庵」を継ぐ。5代目。現
在、「株式会社 東京庵」
の代表取締役。

東金　 歴史散歩ミ
ニ

❹
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こ
の
著
書
は
、そ
れ
ら
の「
名
作
の

山
脈
」に
つ
な
が
っ
て
い
く
、小
津
監

督
の
初
期
の
サ
イ
レ
ン
ト
作
品
を
、ハ

リ
ウッ
ド
映
画
の
影
響
お
よ
び
サ
イ
レ

ン
ト
映
画
美
学
と
い
う
観
点
か
ら
検

証
し
て
い
る
。い
わ
ば「
小
津
映
画
の

起
源
と
は
何
か
」を
追
究
し
て
い
る
。

　

滝
浪
先
生
が
小
津
映
画
と
出

会
っ
た
の
は
、学
生
時
代
。「
夏
目
漱

石
を
読
む
学
生
が
多
い
よ
う
に
、古

典
と
も
言
え
た『
晩
春
』や『
東
京

物
語
』な
ど
、自
然
と
小
津
作
品
を

街
の
映
画
館
で
鑑
賞
し
た
」

　

そ
し
て
、映
画
研
究
の
た
め
米
国

の
シ
カ
ゴ
大
学
に
留
学
。こ
の
大
学

は
、サ
イ
レ
ン
ト
映
画
に
つ
い
て
の
研

究
で
有
名
だ
っ
た
。「
１
９
２
０
年
代

の
米
国
で
は
文
化
、メ
デ
ィ
ア
の
中
心

で
社
会
を
動
か
し
た
の
が
サ
イ
レ
ン

　

メ
デ
イ
ア
学
部
の
滝た

き

浪な
み

佑ゆ
う

紀き

准
教
授
が『
小
津
安
二
郎　

サ
イ
レ
ン
ト
映
画
の

美
学
』（
慶
応
大
学
出
版
会
／
本
体
４
２
０
０
円
）を
出
版
し
た
。映
画
監
督
の
小

津
安
二
郎
氏
と
い
え
ば「
晩
春
」（
１
９
４
９
）、「
麦
秋
」（
１
９
５
１
）、「
東
京
物

語
」（
１
９
５
３
）な
ど
の
戦
後
の
作
品
が
有
名
だ
。日
本
映
画
の
巨
匠
で
あ
る
。

ト
映
画
」と
い
う
考
察
の
も
と
で
研

究
を
進
め
て
い
る
大
学
だ
っ
た
。指

導
教
官
か
ら「
日
本
映
画
に
つ
い
て

の
論
文
作
成
」が
指
示
さ
れ
、小
津

監
督
に
つ
い
て
の
研
究
を
進
め
た
。

焦
点
に
当
て
た
の
は
、戦
後
の
小
津

作
品
で
は
な
く
、サ
イ
レ
ン
ト
作
品
。

小
津
は
エル
ン
ス
ト・ル
ビッ
チ
や
ジョセ

フ・フ
ォ
ン・ス
タ
ン
バ
ー
グ
と
いっ
た
映

画
監
督
の
作
品
を
編
集
や
演
出
の

水
準
で
真
似
し
な
が
ら
、「
明
る
さ
」

を
表
現
す
る
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の「
動

き
」を
再
現
し
よ
う
と
し
た
。そ
し

て
、自
身
の
映
画
ス
タ
イ
ル
を
練
り

上
げ
た
の
で
あ
る
。そ
こ
を
論
文
作

成
の
対
象
に
し
た
の
だ
。

　
『
小
津
安
二
郎　

サ
イ
レ
ン
ト
映

画
の
美
学
』で
は
、小
津
が
真
似
し

た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
作
品
と
の
比
較

な
ど
を
通
し
て
、そ
の
後
、小
津
が
ど

う
映
画
表
現
を
発
展
さ
せ
た
の
か

を
描
い
て
い
る
。小
津
は
、「
晩
春
」や

「
東
京
物
語
」に
代
表
さ
れ
る
戦

後
作
品
を
中
心
に
、家
族
の
悲
哀

を
繰
り
返
し
描
い
た
日
本
映
画
の

巨
匠
と
し
て
名
高
い
。「
東
京
物
語
」

は
、世
界
の
映
画
監
督
の
投
票
に
よ

る
世
界
映
画
史
上
ベ
ス
ト
テ
ン
の
作

日
本
映
画
の
巨
匠
・
小
津
安
二
郎

初
期
作
品
の
起
源
を
追
う

著者に
会いに
行く

―
―『
小
津
安
二
郎
　
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
の
美
学
』

品
に
お
い
て
、２
０
１
２
年
に
は
第
１

位
に
な
っ
た
ほ
ど
だ
。小
津
に
関
す

る
評
伝
、研
究
、論
文
も
、戦
後
作

品
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
。初
期
に
サ
イ
レ
ン
ト
映

画
の
傑
作
を
多
数
生
み
だ
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
の
研
究
、論
文
な
ど
は

限
ら
れ
て
い
た
。

　

滝
浪
先
生
は「
小
津
は
、若
い
時

に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
を
何
回
も
観
て

勉
強
し
、そ
れ
を
応
用
し
な
が
ら
自

分
の
映
画
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
、巨

匠
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。若

い
学
生
に
も
参
考
に
な
る
と
思
う
」

と
話
す
。

滝浪 佑紀
メデイア学部准教授

（慶応大学出版会／本体４２００円）

『
小
津
安
二
郎　
サ
イ
レ
ン
ト
映
画
の
美
学
』

滝
浪
佑
紀
・
著

　1977年生まれ。城西国際大学メディア学部准教
授。東京大学教養学部卒業、東京大学大学院総合
文化研究科修士課程修了、シカゴ大学大学院映画
メディア研究科博士課程修了。専門はサイレント映
画研究、メディア論。主な論文に「TWICEの身振り
――デジタルメディア時代におけるミュージックヴィ
デオ」（『城西国際大学紀要』第27巻５号／２０１９
年）、翻訳に、ミリアム・ブラトゥ・ハンセン『映画と経
験――クラカウアー、ベンヤミン、アドルノ』（共訳／
法政大学出版局／２０１７年）などがある。

［略歴］

２０１９年度秋学期
地域連携推進センター　 　 　の取り組みCLiCs

シニア・ウェルネス大学　2019年度秋学期の授業が、９月21日〜２月15日の
間に行われた。健康や環境に関する講義、東金市内を巡る街歩き、地域で活躍
されている方を講師としてお招きしての講義など、バラエティに富んだ内容のプロ
グラムを開催した。

公開講座　２０１９年度も千葉県内の各地で公開講座を開催した。公開講座
は、本学の最新の研究成果や知的資源を地域社会に還元し、地域社会に貢献
することを目的として開催するものであり、今年度は「東金市」「鴨川市」「御宿
町」「茂原市」「香取市」の５カ所で開催した。

専門職連携教育（ＩＰＥ）　２０１９年度は、福祉総合学部、薬学部、看護学部か
ら300名を超える、多くの学生が参加した。10月には「患者講演会」として、大阪
ＨＩＶ薬害訴訟原告団の森戸克則先生をお招きし、講演を行った。今年度も、全
プログラムを修了した学生に対し、修了証書を発行し、表彰する予定である。

域学共創プロジェクト報告会　２月12日（水）、今年度実施した域学共創プロ
ジェクト・トライアル活動報告会を開催した。「域学共創プロジェクト」は、学生たち
が地域の課題解決に主体的に取組むことでプロジェクトをマネジメントするスキ
ルを磨く、学部横断/地域基盤型の教育プログラムであり、２０２０年度からのカリ
キュラム化に向けて、この１年間取組んできたトライアル活動の報告会となった。
当日は、学生・教職員の他、東金市の企画課からも参加者があり、活発な意見交
換がなされた。

薬草図鑑　地域の方々へ広く薬用植物の知識を紹介することにより、地域の
方 が々「健康」や「食」、「薬草」や「くすり」に関して、より一層理解を深めていただく
ことを目指し、２０１７年に第１号が作成され、２０１９年７月に記念すべき第１００号が
リリースされた。今後も、多くの方に薬草図鑑を楽しんでいただき、「健康」「食」「薬
草」「くすり」の知識を身に付け、日々 の暮らしに役立てていただきたい。

コミュニティカレッジ講座　２０１９年度秋学期は、趣味講座・教養講座など20
講座を開講し、約２５０名が受講した。また、本学ＪＩＵフェスティバルに合わせて開
催した「バルーンアート教室」では、小さなお子様から大人の方まで大勢の方にお
越しいただき、大盛況となった。

台風で被災された方への情報提供　２０１９年９月および10月の台風により被
害に遭われた学生および地域の皆様に対し、大学ＨＰだけでなく、地域連携推進
センターのＨＰでも「避難場所として大学を開放」「子育て支援ルームくじらキッズ
の開催」「近隣自治体の災害ボランティア情報について」などの情報を掲載した。

東金特別支援学校のみなさんと「ボッチャ」で交流　12月13日（金）、本学
留学生10名（中国、韓国、ペルー、ベトナム）が千葉県立東金特別支援学校を
本学の訪問し、パラリンピック競技「ボッチャ」の体験を通じて交流した。今回の
交流は、東金特別支援学校が今年度、千葉県教育委員会よりオリンピック・パラ
リンピック教育推進校として指定を受けており、グローバルプロジェクトの一環と
して、本学の留学生が招待され実現したものであり、当日は、各コートで白熱した
ゲームが繰り広げられ、大いに盛り上がった。

―あれも、これも
　　あった

ＪＩＵの「動き」ＪＩＵの「動き」

―あれもあった、
　これもある

ＪＩＵの
「動き」
ＪＩＵの
「動き」



●優れた能力の伸長と有為な人材の育成を目的として設けられた制度です。
成績優秀者で、建学の精神「学問による人間形成」を体する学生を「水田
奨学生」、「学習奨励生」として表彰いたします。「水田奨学生」として選出さ
れた者には、奨学金を授与します。

●学生の国際的な学びを奨励することを目的として、提携校への海外留学を
経済的に支援する制度です。成績優秀者で、建学の精神を体する学生を

「水田国際奨学生」として表彰し、奨学金を授与します。

●本学の学部生で修学の意志があるにもかかわらず、入学後、家計支持者
（学費負担者）のやむを得ない事情による失職または廃業、会社倒産、自
己破産等により家計が急変し、学費納入または学業の継続が困難な学部
生を支援することを目的として設けられ、選考のうえで奨学金を給付します。

●卒業後、指定病院に勤務することを前提とした奨学金です。
　指定病院に貸与年数以上勤務することにより返還が免除されます。
●金額は病院により異なりますが、多くは年間100万円以上となっています。

●入学前に鴨川市に1年以上居住し、観光学部に入学する場合、
　4年間の授業料30%を減免します。（総額924,000円）

●入学前に南房総地域※に1年以上居住し、経済的に修学困難と認められ
る者が観光学部に入学する場合、4年間の授業料30%を減免します。（総
額924,000円）

　※南房総地域は、南房総市、館山市、鋸南町、富津市、君津市、木更津市、袖ヶ浦市、
　　大多喜町、勝浦市、御宿町、いすみ市となります。

●修学期間を4年間として卒業をめざす場合に限り
　4年間の授業料および施設設備費を50％減免します。

成績・人物が優秀な学生

JEAP制度を利用して
海外へ留学する学生

本学に在籍する学部生
（外国人留学生授業料減免の　
　出願資格を有するものを除く）

看護学部
※各病院が独自に定める選考があります。

入学前に鴨川市に1年以上居住し、
観光学部に入学した者

入学前に南房総地域に1年以上居
住し、観光学部に入学した者。か
つ、家計支持者の前年度年収が
500万円以下、または兄姉が大学
に在学中の第2子以下の場合は年
収が800万円以下の場合に申請
資格を有します。

AO方式による社会人入学試験※に
合格した者
※看護学部、薬学部、福祉総合学部理学
　療法学科では実施していません。

給付

給付

給付

貸与

給付

給付

給付

水田奨学生制度

名称 種別 内容

奨学金制度一覧

水田国際奨学生制度

学校法人城西大学
上原育英奨学金

看護学部奨学金
＜病院・自治体＞

鴨川市人材育成支援制度
＜授業料減免＞

南房総地域
人材育成支援制度
＜授業料減免＞

社会人のための
特別奨学生制度

★特待生制度の詳しい内容については本学 Web サイトをご確認ください。 ※奨学制度の内容は、今後変更となる場合があります。

　

城
西
国
際
大
学
の
同
窓
会

は
、
第
１
期
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
た
１
９
９
６
年
に
創
設

さ
れ
、
同
窓
生
の
数
は
、
今
や

２
２
０
０
０
人
に
達
し
て
い
る
。

在
学
生
へ
の
奨
学
費
支
援
、
キ
ャ

ン
パ
ス
環
境
の
整
備
な
ど
、
母
校
へ

の
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
大
学
行

事
へ
の
積
極
的
な
参
加
な
ど
同
窓
生

と
大
学
と
の
よ
り
強
い
結
び
つ
き
を

目
指
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
福
祉
関
係
に
従
事
す
る
卒

業
生
や
教
育
者
と
し
て
学
校
現
場
で
活

躍
す
る
卒
業
生
の
会
を
設
立
し
、
勉
強

会
を
開
催
し
た
り
、
東
京
紀
尾
井
町

キ
ャ
ン
パ
ス
に
会
員
が
集
ま
れ
る
場
所

を
提
供
し
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
は
か
る
取
り
組
み
も
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

同
窓
会
事
務
室
は
、
東
金
キ
ャ
ン
パ

ス
の
本
部
棟
４
階
に
あ
る
。□問い合わせ

　☎０４７５-５３-２１４１
　（月～金 ９：00～17：00　※ただし火曜休）

　

城
西
国
際
大
学
は
、
学

生
の
長
・
短
期
留
学
な
ど

の
勉
学
面
だ
け
で
な
く
、

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、

サ
ッ
カ
ー
部
な
ど
の
課
外

活
動
団
体
が
、
海
外
チ
ー

ム
と
試
合
を
行
う
な
ど
、

国
際
大
学
な
ら
で
は
の
取

り
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

同
窓
会
は
、
同
窓
生
の

力
を
結
集
さ
せ
、
母
校
の

発
展
、
名
声
高
揚
の
お
手

伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
同
窓
生
の
絆
を
深

め
る
た
め
、
各
種
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
つ

く
り
、
同
窓
会
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。

城西国際大学 同窓会・青柳吉彦会長　ごあいさつ

同窓会
から

対象

2627

大学
Goodsグッズググッズ

　

Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
父
母
後
援
会
で
は
、
大
学
と
保
護
者

と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
各
支
部
で
開
催
す
る
「
父
母

懇
談
会
」
は
、
保
護
者
が
大
学
の
教
職
員
と
直

接
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
、
い
わ
ば
「
出

張
キ
ャ
ン
パ
ス
」
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
11
支
部
に
お
い
て
開
催
し
て
い
る
「
父

母
懇
談
会
」に
つ
い
て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
父
母
懇
談
会
」
は
支
部
が
発
足
し
て
い
る
都

道
府
県
の
主
要
都
市
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
先

生
方
に
は
日
々
お
忙
し
い
な
か
日
程
調
整
を
お
願
い

し
て
ご
参
加
頂
い
て
い
る
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
お
住
ま
い
の
地
区
あ
る
い
は
近
隣
で
開
催
さ

れ
る
機
会
を
ご
活
用
い
た
だ
き
参
加
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
「
父
母
懇
談
会
」
で
は
、
こ
の
他
に
就
職
活
動

状
況
に
つ
い
て
担
当
教
授
よ
り
ご
報
告
い
た
だ
く
ほ

か
、
職
員
に
よ
る
就
職
相
談
も
行
い
、
学
生
生
活

や
学
業
に
つ
い
て
も
個
別
面
談
に
お
い
て
ご
相
談
い

た
だ
け
ま
す
。
参
加
し
た
皆
さ
ま
か
ら
は
、
先
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
に
感
謝
を
伝
え
る
言
葉
が
数
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
父
母
後
援
会
は
大
学
祭
に
も

参
加
し
て
お
り
、
全
国
11
支
部
が
地
元
の
名
産
品

を
持
ち
寄
っ
て
物
産
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
来

学
者
の
な
か
に
は
毎
年
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
方
も

多
く
、
す
ぐ
に
完
売
し
て
し
ま
う
商
品
も
見
受
け

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
父
母
後
援
会
は
、
保
護

者
と
大
学
を
結
ぶ
懸
け
橋
を
担
っ
て
い
き
た
い
と
考

父母懇談会にぜひご参加ください出張キャンパス

　「ＪＩＵグッズ」は、こんなにたくさんあります（写真）。
記念にどうぞ。大学祭などの行事に合わせて「ＪＩＵグッ
ズ」の販売所を設けています。問い合わせは、総務課

（０４７５－５５－８８００）へ。

▶
ロ
ー
ズ
ク
リ
ー
ム
（
※
）

▶
リ
ッ
プ
バ
ー
ム
（
※
）

▶
メ
ジ
ャ
ー

ワールドクロック▲

ペンケース▲

▶
ブ
ル
ガ
リ
ア
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
（
※
）

メモ帳▲

▶
ウ
ッ
ド
ペ
ン
ホ
ル
ダ
ー

▶
ス
プ
ー
ン

※「
ブ
ル
ガ
リ
ア
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
」「
ロ
ー
ズ
ク
リ
ー
ム
」「
リ
ッ
プ
バ
ー
ム
」の

３
点
は 

杉
林
学
長
の
研
究
開
発
商
品
で
す（ 

「
リ
ッ
プ
バ
ー
ム
」は
文

房
具
の
筆
ペ
ン
容
器
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
、化
粧
品
容
器
を
作
り
ま
し
た
）

日程 支部名 開催地 会場名
６／７（日） 神奈川 横浜 ローズホテル横浜
６／27（土） 茨城 水戸 三の丸ホテル
７／４（土） 山梨 甲府 ホテル談露館
７／19（日） 埼玉 さいたま 清水園

７／25（土） 四国 松山 ホテルマイステイズ松山
（旧JALシティホテル）

９／５（土） 東北 山形 山形国際ホテル
９／12（土） 静岡 静岡 ホテルセンチュリー静岡
９／26（土） 群馬 高崎 メトロポリタン高崎
10／10（土） 栃木 宇都宮 ホテルマイステイズ宇都宮
10／18（日） 新潟 新潟 ANAクラウンプラザホテル新潟
12／５（土） 千葉（全国） 東金 城西国際大学

2020年度〈父母懇談会〉開催日程

父
母
後
援
会
か
ら

六
玉
川
タ
ン
ブ
ラ
ー
◀

え
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
は
、
６
月
７
日
の
神
奈
川
地
区
父

母
懇
談
会
（
横
浜
市
）
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
12

月
５
日
の
東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
る
懇
談
会

ま
で
、
11
地
区
で
開
催
し
ま
す
。
各
開
催
地
は

左
表
の
通
り
で
す
。

（
日
程
は
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
） 懇談会で挨拶する杉林学長
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Let's
meet at

　

Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
サ
ポ

ー
ト
・
株
式
会
社
三さ

ん

燿よ
う

は
、
学
校
法
人
城

西
大
学
の
子
会
社
。

１
９
７
６
年
の
創
業

以
来
、
城
西
国
際

大
学
や
城
西
大
学

の
キ
ャ
ン
パス
内
の
各

種
施
設
の
管
理
・
運

営
な
ど
を
行
い
、
数

多
く
の
学
生
た
ち
を

直
接
的
・
間
接
的
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
。

快
適
な
キ
ャ
ン
パス
ラ

イ
フ
を
過
ご
せ
る
の

も
「
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
サ

ポ
ー
ト
」
が
支
え
て
い
る
か
ら
だ
。

　

学
生
食
堂
や
学
内
の
売
店
や
コ
ピ
ー
機
、
証

明
写
真
機
な
ど
の
運
営
・
管
理
も
行
って
い
る
。

第
一
食
堂
（
と
ち
テ
ラ
ス
）、
第
二
食
堂
（
ふ
う

テ
ラ
ス
・
た
ぶ
テ
ラ
ス
）、
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス
ト
ア
の

運
営
に
も
携
わ
って
い
る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
安
全
か
つ
清
潔
な
環
境
に
保

つ
こ
と
も
使
命
だ
。
建
物
施
設
の
保
守
・
空
調
・

清
掃
管
理
を
は
じ
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
し
て

も
万
全
の
体
制
で
臨
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
紀
尾
井
町
キ
ャ
ン
パス
に
あ
る
化
石
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
関
連
グ
ッ
ズ
も
販
売
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
シ
ョッ
ピ
ン
グ
も
行
って
い
る
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
左
記
へ
。

支
え
て
い
ま
す

ＪＯＳＡＩサポート・株式会社三燿
TEL：03-3556-1277
東京都千代田区平河町2-8-3
学校法人城西大学
紀尾井町キャンパス2号棟内

こんな発行物も

▶▶▶▶▶▶▶バックナンバーBack Number 広報誌『
学
ぶ
』の
軌
跡

『
学
ぶ
』
は
、
２
０
１
９

年
度
か
ら
春
と
秋
の
年

２
回
の
発
行
に
な
っ
て

い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
し
て

目
指
す
未
来
を
見
つ
け
よ
う
！

個性豊かな７学部９学科スケジュール ›››››››
›　

各
学
部
で
実
際
に
行
っ
て
い
る
授
業
を
体
験

で
き
ま
す
。お
も
し
ろ
そ
う
な
授
業
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

体
験
授
業
Ｄａｙ

　

入
試
対
策
や
奨
学
金
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ご

相
談
に
ス
タ
ッ
フ
が
お
応
え
す
る
、通
常
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
違
う
個
別
相
談
会
で
す
。

個
別
相
談
会

13:00～16:00 13:00～16:00 11:30～15:00
開 催 時 間

千葉東金キャンパス 東京紀尾井町キャンパス 安房キャンパス

個別相談会

体験授業Day11:00～15:00（昼食付）
学び発見Day13:00～16:00

13:00～15:00

対 象 学 部
✦ 看護学部

✦ 福祉総合学部
✦ 薬学部

✦ 経営情報学部

✦ 国際人文学部

✦ メディア学部 ニューメディアコース

✦ 観光学部

✦ 経営情報学部
✦ メディア学部 映像芸術コース
✦ 観光学部

当日受付場所 3号棟

開 催 時 間

対 象 学 部

開 催 時 間

✦ 観光学部

昼食付

対 象 学 部

5月

6月

8月

9月

10月

11月

12月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

昼食付

昼食付

昼食付

昼食付

昼食付

昼食付

昼食付

昼食付

昼食付

昼食付

3㊏

─

31㊏

23㊏

13㊏

1㊏

12㊏

20㊍

5㊏

24㊐

14㊐

12㊐

23㊐

13㊐

4㊐

3㊋

個別
相談会

個別
相談会

個別
相談会

体験授業
Day

学び発見
Day

学び発見
Day

体験授業
Day

学び発見
Day

体験授業
Day

16㊏

6㊏

18㊏

22㊏

20㊐

10㊏

21㊏
19㊏

全日程
学食無料
体験
実施！

大学祭
同時開催

　１９７５年、南太平洋にある母国のパプア
ニューギニアが独立した。13歳の時、中学生
だった。技術者として日本で研修を受けていた
叔父から２枚の絵ハガキが届いた。「富士山」と

「相撲」が描かれていた。「不思議な取り合わ
せ。日本という国に興味が湧いた」。日本との最
初の「出会い」である。

　首都ポートモレスビーにある国立大学で学んでいた3年次、日本の
文科省の奨学金で留学、１年間、東京外大で日本語を学んだ。その
後、国立大分大学、同大学院修士課程で通算７年間研究生活、専門
は経営学だ。
　１９９０年から10年間、大阪のミシンメーカーに勤務し、ビジネスの

「空気」も吸った。ちょうどそのころ立命館大学が大分県別府市に
「立命館アジア太平洋大学」の開設を進めていた。多くの国から多
数の留学生を受け入れ、グローバルな教育を目指す大学だ。開学直前

海外との連携強化へ
本学の方向性打ち出していく

に同大学に入り、12年間、外国人教員の世話、英語の資料の作成な
どに携わる一方、講師として日本人学生に英語教育、大学院の留学
生に経営学と研究調査法を教えた。
　多彩な経歴を持つ方である。立命館アジア太平洋大学のあとは、
別府市の社会福祉法人の施設の広報担当として勤務。その後、
２０１３年４月から国立富山大学の国際機構の教授に。教員を目指す
教育学部の学生には「国際理解」を学んでもらった。国内外の学生
に留学の相談に応じるなど、国際交流・地域交流、留学生関連の授業

「異文化理解、日本事情」や業務を担当した。
　そして、２０１９年９月、城西国際大学の職員になった。今年１月、千
葉県・幕張で行われた「城西国際大学企業研究会２０２０」。１１０社の
企業が参加し、人事担当者らが就職活動を控えた城西国際大学の
学生と面談する。その会場にバハウさんの忙しそうな姿があった。企業
関係者と名刺を交わしていた。「インターンシップなどで留学生を受け
入れてくれそうな企業はどこか、をリサーチしていました」という。
　国際連携担当職員になって半年。「海外大学との連携の強化など
の面で大学の方向性を打ち出していきたい」と話す。
　１９６２年４月生まれ。ご夫人は、東京生まれの日本人。

国際教育センター 国際連携担当

バハウ・サイモン・ピーターさん

談
話
室日本と

出会って

『城西国際大学スポーツ』
―JIUアスリートの活躍をまとめて紹介！ 
　２０１７年４月に発行した「新入生歓迎号」が創刊
号。年３回発行し、２０１９年秋号で９回目を数え
る。硬式野球部、サッカ－部、女子駅伝部、女子ソフトボール、観光学
部軟式野球部、柔道部、剣道部など主要な運動部の各大会での成
績、活動ぶりのほか東京五輪の正式種目となったサーフィンにも焦点
を当てて紹介。「学生時代のスポーツ」を語る教職員のコラムやプロ
の世界や実業団で活躍している卒業生の姿も追っている。

『JIU TIMES』
―『The Japan Times』と
　　タイアップした学内英字紙

　城西国際大学では、日本最大の発行部数を有する英字新聞『The 
Japan Times』とのタイアップによる『JIU TIMES』を刊行している。

「国際大学にふさわしい学内英字紙を」という願いから２０１２年夏に
創刊された。年２～３回発行され、２０１９年秋号で28回の発行を数え
た。本学のさまざまな国際交流の取り組み、大学行事、研究の紹介やコ
ラムを教職員、学生、留学生が英語で記事を執筆、英訳している。東金
市をはじめとする周辺自治体の首長インタビューも登場し、地域との連
携の様子も紹介されている。

知る・考える・伝える 日本語
―中級から上級へ

B5判・本冊264ページ
別冊（聴解スクリプト・解答・解説）　40ページ
ISBN978-4-907630-62-1　C0081　￥2000E
定価（本体2000円＋税）

　日本語学習者を取り巻く社会に関する視点から「知る、考える、伝
える」ことを通じ、総合的な日本語能力を伸ばす「内容統合型学習

（Content and Language Integrated Learning, CLIL）」の教科書。

第１課 広告――心を動かす言葉
第２課   「おもてなし」――相手を気遣う態度や言葉
第３課 環境社会――環境問題のメカニズム
第４課 科学のゆくえ――科学技術の発展がもたらすもの
第５課 経営――グローバル化の先駆け

原 やす江（はら やすえ）
専門は日本語教育学、第二言語習得研究、日本語学。早稲田大学
第一文学部卒業、同大学院文学研究科修了。ワシントン大学（米国
ワシントン州シアトル市）での日本語講師以後、長年にわたり日本語
教育に携わる。現在、城西国際大学（JIU）語学教育センター教授。   

ご注文は、東京官書普及株式会社へ　ＦＡＸ ０３-３２９２-２６７５

目  

次

編
著
者
紹
介

Josai University Educational Corporation University Press

学校法人城西大学 出版会
　　　　　図書館・学術資料として
　　　　　必備商品のご案内新刊案内

※上記日程は予定です。最新の内容につきましては、本学Webサイトでご確認ください。

　

２
０
１
７
年
秋
に
発

刊
。表
紙
は
、ド
ロ
ー
ン

が
空
撮
し
た
東
金
キ
ャ

ン
パス
。

　

２
０
１
９
年
度
入
学

式
に
合
わ
せ
て
発
行
。

表
紙
は
、安
房
キ
ャ
ン
パ

ス
の
展
望
デ
ッ
キ
か
ら
見

た
太
平
洋
。

　

２
０
１
８
年
秋
発

行
。表
紙
は
、紅
葉
が
美

し
い
東
金
キ
ャ
ン
パス
。

創
刊
号

第
３
号

第
２
号

　

第
４
号
は
２
０
１
９

年
秋
に
発
行
。巻
頭
の

杉
林
学
長「
ご
あ
い
さ

つ
」ほ
か
、特
集「
福
祉

総
合
学
部［
福
祉
総
合

学
科
］編
」、車
い
す
マ
ラ

ソ
ン・
鈴
木
朋
樹
さ
ん
、

プ
ロ
野
球
・
宇
佐
見
真

吾
さ
ん
、映
画
制
作・高

橋
賢
成
さ
ん
ら
活
躍
し

て
い
る
先
輩
の
方
々
を

紹
介
し
て
い
る
。表
紙

は
、東
金
キ
ャ
ン
パ
ス
正

門
か
ら
。

第
４
号



　

今
回
号
の
広
報
誌『
学
ぶ
』

は
、福
祉
総
合
学
部
理
学
療

法
学
科
を
特
集
し
ま
し
た
。

社
会
が
成
熟
す
る
に
つ
れ
、ま

す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る
分
野

で
す
。専
門
用
語
な
ど
も
多

く
、理
解
す
る
の
に
難
し
い
点

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、担

当
の
先
生
ら
関
係
者
の
方
々

の
理
学
療
法
に
取
り
組
む
熱

意
が
感
じ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
の
た
め
、２
月
下
旬
以

降
、城
西
国
際
大
学
で
も
取

り
や
め
た
行
事
、会
合
、研
修

な
ど
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
、城
西
国
際

大
学
は
、創
立
30
周
年
を
迎

え
ま
す
。そ
の
記
念
誌
編
纂

を
視
野
に
ス
タ
ー
ト
し
た「
Ｊ

Ｉ
Ｕ
ヒ
ス
ト
リ
ー
」の
連
載（
綴

じ
込
み
ペ
ー
ジ
）も
佳
境
を
迎

え
ま
し
た
。

　
　
（
発
行・総
務
課
）

【
編
集
後
記
】
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柔
道

空
手

30

　

２
０
１
９
年
12
月
、城
西
短
期
大
学
の
学

生
が
考
案
し
た
２
種
類
の
菓
子
パ
ン
が
発
売

さ
れ
、坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
近
い
川
角
駅
前
の

パ
ン
屋
さ
ん
の
店
頭
に
並
ん
だ
。

　

坂
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
で
後
期
に
開
講
さ
れ
て

い
る「
地
域
連
携
Ⅱ
」で
は
、パ
ン
屋
の「
サ
ン・

シ
ー
ロ
」と
提
携
し
、９
月
か
ら
新
し
い
パ
ン
メ

ニュ
ー
の
開
発
を
行
っ
て
き
た
。学
生
が
店
を

訪
ね
て
、地
域
で
パ
ン
屋
を
始
め
た
経
緯
、パ

ン
の
製
作
過
程
、地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
苦
労
な

ど
を
聞
き
、そ
れ
を
参
考
に
し
て「
地
域
の

お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
パ
ン
」の
開
発

を
始
め
た
。教
室
で
は
、各
自
が
考
え
た
新
し

い
パ
ン
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
発
表
し
、そ
の
ア
イ

デ
ィ
ア
に
対
し
て
み
ん
な
が
意
見
を
出
し
合
っ

た
。

　

最
後
に
は

店
の
方
に
商

品
化
さ
れ

る
パ
ン
を
選
ん
で
い
た
だ

い
た
。「
子
ど
も
が
喜
ぶ
パ

ン
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
が

評
価
さ
れ
、カ
メ
と
ウ
サ

ギ
の
可
愛
い
パ
ン
が
誕
生

し
た
＝
写
真
。

　

学
校
法
人
城
西

大
学
は
、２
０
１
６
年

9
月
か
ら
学
長
を
務

め
た
白
幡
晶
教
授
の

任
期
満
了
に
伴
い
、

２
０
２
０
年
2
月
27

日
の
理
事
会
に
お
い

て
、城
西
大
学
の
新

学
長
に
藤
野
陽
三
氏

を
選
任
し
た
。任
期

は
、２
０
２
０
年
4
月

1
日
か
ら
２
０
２
２

年
3
月
31
日
。

城西短期大生考案の菓子パン発売
「子どもが喜ぶ」アイデアが評価され商品化

城
西
大
学
新
学
長
に

　

  

藤
野
陽
三
氏
を
選
任

ＪＵでは
　姉妹校である城西大学（ＪＵ）で
の話題、活躍の選手、受賞などに
ついて紹介します。

   　

外
務
省
の
国
際
交
流
事
業〈
対
日
理
解
促
進
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム「JE

N
E

S
Y

S
2019

」AS
E

A
N

〉「
ス
ポ
ー
ツ

（
柔
道
・
空
手
）交
流
」を
テ
ー
マ
に
し
た
招
聘
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
環
と
し
て
来
日
中
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
選
手
団
が
１
月

下
旬
、２
０
２
０
年
東
京
五
輪
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の
埼
玉
県

鶴
ヶ
島
市
を
表
敬
訪
問
す
る
と
と
も
に
隣
接
す
る
坂
戸

市
の
城
西
大
学
で
練
習
を
し
た
。

　

１
月
23
日
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
若
い
選
手
た
ち
14
名
が

来
学
し
、城
西
大
学
の
説
明
や
事
前
キ
ャ
ン
プ
で
の
大
学

の
取
り
込
み
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、総
合
体
育
館
の

柔
道
場
で
部
員
と
練
習
し
交
流
し
た
＝
写
真
。ま
た
、城

西
大
学
石
川
監
督
に
よ
る
技
や
国
際
大
会
の
ル
ー
ル
な
ど

の
技
術
指
導
を
受
け
た
。

　

一
行
は
21
日
に
来
日
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
東
京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
競
技
場
見
学
や
日
本

体
育
大
学
で
の
学
校
交
流
、城
西

大
学
で
の
練
習
、鶴
ヶ
島
市
へ
の
表

敬
訪
問
、文
化
体
験
な
ど
で
日
本
へ

の
理
解
を
深
め
た
。

　

ま
た
、こ
れ
に
先
立
ち
、１
月
15

日
、新
た
に
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
共
和

国
駐
日
特
命
大
使
と
な

ら
れ
た
ミ
ン
ト
ゥ
氏
が

表
敬
訪
問
さ
れ
た
。

　

大
使
ご
一
行
は
城
西

大
学
学
長
、副
学
長
ら

と
懇
談
さ
れ
た
後
、総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
総
合

体
育
館
内
の
柔
道
場
、

温
水
プ
ー
ル
、さ
ら
に
水

田
三
喜
男
記
念
館
か
ら

キ
ャ
ン
パ
ス
散
策
と
Ｊ
Ｕ

カ
フ
ェ
を
ご
覧
に
な
り
、

建
設
中
の
新
グ
ラ
ウ
ン

ド
も
視
察
さ
れ
た
。今

後
城
西
大
学
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
ヤ
ン
ゴ
ン
大
学
と
の

学
術
研
究
・
学
生
交
流
の
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
大
使

館
と
し
て
協
力
す
る
意
向
が
確
認
さ
れ
た
。

　

城
西
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
鶴
ヶ
島

市
は
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ミ
ャ

ン
マ
ー
の「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」に
な
っ
て
お
り
、こ
れ
か
ら
も
よ

り
一
層
、連
携
を
深
め
て
い
く
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
特
命
大
使
、同
選
手
団　

   

が
来
学

２
０
２
０
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
鶴
ヶ
島
市
と
連
携
よ
り
一
層

　２０２０年度より、メディア学部のクロスメディアコース（千葉東金キャンパス）が「ニューメディアコース」に変わ
りました。学びの内容がさらにグレードアップし、卒業後の就職の幅をさらに広げます。これまでの「情報」「映像」

「デザイン」「サウンド」の枠を超え、芸術的で表現豊かな映像や音楽、テクノロジーとアートを融合したゲーム制作やものづくり、世の中を楽
しくするデザインについて学びます。

■ ２０２１年度にも２学部がリニューアル
　また、２０２１年度より、福祉総合学部福祉総合学科が４コースに再編。社会福祉士、介護福祉士、精神保健福祉士、保育士・幼稚園教諭の国家
資格取得をめざすことができるほか、福祉分野をはじめとした社会で活躍できる人材育成をさらに推進します。
　さらに、経営情報学部も２０２１年度より東京紀尾井町キャンパスと千葉東金キャンパスでのカリキュラムをリニューアル。それぞれのキャンパスには
学生一人ひとりの学びたい分野に対応した多様な分野を設けており、社会で求められる人材を育成します。

ニューメディアコースにアップグレード！
2020年度よ

り
メディア学部 クロスメディアコース

学外での活動
文部科学省科学官、日本学術会議連携会員、日本学術振興会主任研究員、内閣
府の政策参与・SIPプログラムディレクター、土木学会100周年記念事業実行委
員会委員長、日本風工学会会長、日本鋼構造協会会長などを歴任

国内受賞
紫綬褒章（2007年）、服部報公賞（2015年）、日本学士院賞（2019年）など

藤
ふ じ

野
の

 陽
よ う

三
ぞ う

1949年（昭和24年）9月27日生
【専門分野】橋梁、特に長大橋の風
や地震による振動、制御、振動モニタ
リング。最近は橋梁を含むインフラ全
般の計画、設計、維持管理マネジメント、防災、安全。

新
学
長
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1972年4月	 東京大学工学部土木工学科卒業
1974年3月	 同	大学院修士課程（土木工学）修了
1976年9月	 ウォータールー大学	博士課程修了
1976年10月	 ウォータールー大学博士研究員
1977年4月	 東京大学地震研究所助手
1978年4月	 筑波大学構造工学系助手
1979年7月	 同	講師
1982年4月	 東京大学工学部助教授（土木工学科）
1990年7月	 同	教授（土木工学科）
2013年6月	 東京大学名誉教授
2014年3月	 東京大学	退職
　　　		4月	 横浜国立大学安心・安全の科学研究教育センター
	 特任教員（教授）
　　　			10月	 横浜国立大学先端科学高等研究院上席特別教授（特任）
	 途中	 併任

1986年	 アジア工科大学院客員助教授
1997年	 米国ノートルダム(Notre	Dame)大学
	 Melchor	Chair招聘教授
2002年―2004年	 文部科学省科学官
2006年―2009年	 日本学術会議連携会員
2009年―2012年	 日本学術振興会学術システム研究センター主任研究員
	 （工学系科学担当）
2013年―2019年	 日本学術振興会リーディング大学院プログラムプログラム
	 オフィサー（PO）
2013年10月	 東南大学	Guest	Professor（中国）（現在に至る）
2013年―2019年	 内閣府総合科学技術・イノベーション会議、戦略的イノベー
	 ション創造プログラム（SIP）プログラムディレクター（PD）、
	 インフラ担当（政策参与）
2014年1―3月	 横浜国立大学客員教授（安心・安全の科学研究教育センター）
2015年―2019年	 埼玉大学客員教授（レジリアンス研究センター）
2018年―2020年	 関西大学社会安全学部客員教授
2019年1月	 香港理工大学	Distinguished	Chair	Professor（現在に至る）

［略歴］




